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　アイノンの教会は、以前にも増して人の出入りが多くなった。

　理由は視覚的にもわかりやすい。

　ソロン教の偶像ぐうぞうを前に祈りを捧ささげ続けているキャロライン。

　そのまわりに他ほかの人間が集まっている。

　神託の巫女みこ、それを崇あがめる一般の人々。

　その構図がはっきりとできあがっていた。

　シビルのことをキャロラインに伝えるために、迷彩オーラで身を隠し、キャロラインの前に立った。

　前と同じように語りかけようとした、が。

（どうした）

　黙ったまま口を開かないおれをエレノアが訝いぶかしむ。

　おれはキャロラインを見た。その顔をじっと見つめた。

　まぶたを閉じ、祈りを捧げるキャロラインの顔に濃い疲労の色が出ている。

　何日も徹夜して疲れ果てたかのように、目の下に濃いクマができていた。

　おれが見ているもの、感じたことにエレノアも少し遅れて気づいた。

（寝不足のようだな）

『そうみたいだな……キャロライン』

「神様！」

　キャロラインが目を開いて、喜びを露あらわにした。

　同時に周りが沸いた。

　神託がきた、と歓声が沸き上がった。

　シビルのことを話すつもりだったが、それよりも彼女の状態が気になった。

『お前、寝てないのか？』

「うん」

『なんでだ？』

「神様の声を聞き逃したくないから……」

　キャロラインは笑みを浮かべた。

　疲労が色濃く出ているその顔で、しかし晴れやかな笑みを。

「神様の声を聞きたいから」

（貴様を待っていたというわけか）

『キャロライン……』

「はい！」

『今すぐ寝ろ』

「え？　寝なきゃダメ？」

『ああ、今すぐ寝ろ。命令だ』

「うん。わかった」

　頷うなずくキャロライン。

　すぐさま人群れの中から二人の中年女が飛び出した。

　二人は心配と安堵あんどが混ざったような表情でキャロラインに駆け寄った。

「さあさあ、神様もそう仰おっしゃっているようですし」

「少しお休みになりましょう、キャロライン様」

（ふむ、この二人は彼女の身を案じているようだな。それに引き換え……くく）

　喉のどを鳴らして笑うエレノア。

　キャロラインを奥の部屋に連れていこうとする二人の女を除いて、ここに集まったアイノンの住民たちの顔には失望の色があった。

　軽くイラッとした。

　自分たちのことしか考えていない。

　あれだけはっきりと体調の悪そうなキャロラインのことなんて何も考えてない連中にイラッとした。

　そいつらを無視して、一緒に奥の部屋に向かった。

　教会の奥にある寝室、前にも来たキャロラインの部屋。

　そこに連れてこられたキャロラインは、ベッドに寝かされる。

「ゆっくりお休みください」

「何かあったらすぐに呼んでくださいね」

　二人の女性はそう言い残して部屋を出ていった。

　残されたキャロラインはベッドの上に寝そべっていたが──すぐに目を開けた。

　パチパチと瞬まばたきをして天井てんじょうを見上げては閉じて、またすぐに開けて天井を見上げる。

『どうした？』

　堪たまらず声を出して彼女に聞いた。

「眠れなくて」

『眠れない？』

「うん──神様のことを考えちゃって……」

『……少し待ってろ』

　そう言うとワープの羽根を取り出して、屋敷に飛んだ。

　別館の訓練場で奴隷兵たちが訓練している。

　おれは迷彩オーラを解いて近づいた。

「ニキ」

「閣下！　どうされたのでありますか」

「人を眠らせる魔法を使えるヤツはいるか？」

「第八小隊のアカシアが使えるであります」

「呼んでこい」

「はっ！」

　かかとを揃そろえて敬礼してから、呼びに走るニキ。

　彼女が連れてきた奴隷兵に命令しておれに眠りの魔法をかけてもらった。

　当然効かないが、これでいい。

　ニキとアカシアの二人に礼を言って、再びワープの羽根で教会の奥の部屋に飛んだ。

「神様？」

　キャロラインが起き上がっておれを見た。

　迷彩オーラを纏まとわなかったから姿が見えたようだ。

「そのままにしてろ。今から眠りの魔法をかける。しばらく寝ろ」

「うん。……あの、神様」

「なんだ？」

「起きたあとも、ここにいてくれる？」

「……ああ」

　頷く。

　キャロラインは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　そんな彼女に今し方覚えてきたばかりの眠りの魔法をかけてやった。

　効果はばっちり。

　疲れ果てて不眠症のようになっていたキャロラインは、すぐさま寝息を立てはじめた。

（くくく、これではまるで恋する乙女だ）

「本人はそう思ってないようだけどな」

（恋心を自覚していないだけだ）

「そうだな」

　わかりやすすぎるからな。

　それは別にいいんだが、このままだと身体を壊しかねない。

　なんとかしてやらないとな。

　おれはここに残ることにした。

　残って、どうするべきかを考えつつ、約束通り起きるまでいてやることにした。

　ふと、部屋の外が騒がしくなった。

　部屋の壁を越えてくる騒音に、寝ていたキャロラインが苦しそうに眉まゆをひそめた。

「……」

　静かに部屋を出て、騒音の元に向かった。

　さっきまでキャロラインがいた場所に戻ると、騒がしくなっていた現場に出くわした。

　神託目当てに集まってきていた連中が、キャロラインがいなくなったことで騒ぎ出していた。

　雑音の中から個別に声を拾って内容を聞き分ける。

　──三人目あたりでやめた。

　全部が全部、今日も神託がなかったとか、休んでいる場合じゃないだろとか。

　そういうぼやきでしかなかった。

（くくく、相変わらず群衆はわがままだな）

　楽しげに話すエレノア。台詞せりふにはトゲがあった。

　不快になったのはおれも一緒だ。

「黙れ」

　おれは一言、それだけ言った。

　叫んだわけでも、ましてや大声を出したわけでもない。

　しかしその声は教会中に響き渡った。

　そして。

「「「……」」」

　それまで騒いでいた連中が、水を打ったかのように静まり返った。

（くくく、ご大層な殺気だ）

　ますます楽しそうにするエレノア。

　殺気、いや威嚇いかくというべきか。

　おれは言葉と共に「それ以上騒いだら殺す」という殺気を連中に向けて放った。

　一言も発せない、逃げ出すことすらできないくらい、徹底的に威圧してやった。

　効果は抜群だった。

　それまで騒いでいた連中が、一人残らず顔面蒼白そうはくになって、ガクガク震えだした。

　そいつらを放っておいて、きびすを返してキャロラインの部屋に戻る。

　殺気は放ったまま、威嚇してやったまま。

　キャロラインを中心に、半径百メートルを徹底的に威圧した。

　ベッドの上で安らかに寝ているキャロライン。

　日が落ち、また次の日が昇ってくるまで。

　殺気で周りを威嚇して、彼女を護って添い寝してやったのだった。
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「う……ん」

　すやすやと寝息を立てていたキャロラインが目を覚ました。

　そうしてまぶたを開けてぼんやりと天井てんじょうを見上げた──のも一瞬だけ。

　彼女は弾はじかれたようにパッと起き上がった。

「神様！」

　切羽詰まった声で叫んで、周りを見回した。

「心配するな、ここにいる」

「ああっ、よかった……」

　おれの姿を見つけ、あからさまにホッとするキャロライン。

「よく眠れたか」

「う、うん」

「そうか。これからはちゃんと普通に寝ろ」

「でも神様の声が──」

「もし寝てても起きた頃にまた来るから心配するな。それより身体を大事にしろ」

「うん」

　まっすぐおれを見つめるキャロライン。

　余計なことをまったく言わない。こっちが話すのを待っている──ように見えるが。

　見つめてくる目力が強すぎて、おれは無言で急せかされているような気分になった。

（犬が飼い主に散歩をせがむときのようだな）

　エレノアのつぶやきに妙に納得した。

　ちゃんと躾しつけをした、いうことをよく聞く犬でも、飼い主がリードを持って現れたら期待に胸を膨らませて興奮するし、時には吠ほえたりもする。

　今のキャロラインの目力はそれに似通ったものを感じさせる。

　つい、期待に応こたえてやりたくなる。

「伝えてほしい話がある。礼拝堂にみんなを集めて待ってろ」

「うん！」

　キャロラインはますます期待に満ちた眼差まなざしになって、部屋から飛び出していった。

　神託を下すため、おれは迷彩オーラで姿を隠してから、遅れて部屋を出た。

　キャロラインが目覚めたことと、これから神のお告げがあるという話はすぐに広まって、礼拝堂にはまたあっという間に人が集まった。

　それも、ただ神託を待つのではなく、これから神のお告げがあると明言したこともあって、昨日以上に人が集まっていた。

　おれは昨日と同じポジションで祈りを捧ささげるキャロラインの前に立つと、少し待って大方人が集まったのを確認してから口を開いた。

『キャロライン』

「神様！」

　周りがざわつく。

　普通の声だとかき消され、埋うもれてしまうくらいのざわめき。

　だが、おれの声しか聞こえないキャロラインには関係なかった。

　おれはそんなキャロラインにシビルのことを話して、教会で保護、援助するように言った。

　私財を投げうって寒村の子供たちに教育を受けさせる女の話は共感を呼び、尊敬を集め、それを神が気に掛けたことも相まって、教会はすぐさま彼女の保護に動き出したのだった。
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　翌日。

　朝食のあと、しばらくリビングでくつろいだ。

　ミウを捕まえてモフモフして、エネルギーチャージをした。

「おとーさん」

　リビングの外からひかりとチビドラゴンのオリビアが入ってきた。

「どうしたひかり」

「おとーさんは今日もいそがしい？」

「ああ。今日もキャロラインのところに飛ぶ予定だ。昨日からいろいろと動いてるから、その結果がどう出てるか見にいこうと思ってな」

「そうなんだ。ひかりも一緒に行っていい？」

「もちろんいいぞ」

　おれはそばにやってきたひかりの頭を撫なでた。

「事態が動き出したら力を振るう必要が出てくるかもしれん。そうなった時にひかりがいると心強い」

「本当？」

「ああ本当だ」

（我だけで十分だろうが）

「お前だけじゃいくら強くなろうと99％止まりだ。ひかりがいて二人揃そろって初めて１００％になる」

「ひかり、おとーさんのためにがんばるね！」

「ああ」

　おれはますますひかりの頭を撫でた。

　愛娘まなむすめはものすごく可愛かわいくて、今日はもうなでなでだけしていたいほど可愛かった。

（ふっ……ひかりが娘でよかったな）

「当然だ。万が一ひかりが娘でがっかりするなんてやつがいたら叩たたき斬きって──」

（そうではない……もし娘じゃなかったら、今の一言だけで落とされかねんかったぞ）

「ん？　何をぶつぶつ言ってるんだ」

　聴力も７７７倍になってるから、普段はどんなことでも聞き逃すことはないが、エレノアの声だけは聴力に影響されなくて、時々聞き取れないことがある。

　まあ、エレノアが聞き取れないようにつぶやいた言葉なら別に聞き逃しても問題ない。

　こいつはこいつでいい女だ。

　必要な言葉なら耳に届くまで何度も言うだろうさ。

「えへへ……」

　おれはニコニコするひかりを出発するまで撫で続けたのだった。





☆






『失踪しっそう？』

　アイノンの教会に飛ぶと、昨日と同じように信徒に囲まれていたキャロラインからそんな報告を受けた。

「うん。えっと……」

　キャロラインは何かを探すように視線を彷徨さまよわせてから、一人の男の前でそれを止めた。

　視線を向けられた男が困ったようにキャロラインを見る。

　キャロラインもきょとんと首を傾げたが──

『そのまま話していいと伝えろ。横で聞いてる』

「神様が話して大丈夫だって」

　キャロラインにそう言われて、男はようやく報告を始めた。

「昨日シビルさんが回ってる村全部に人を向かわせましたけど、三日前にアンフィを出たっきり消息不明になってるそうです。いつもならコザに向かうらしいんですが、コザの人間もシビルさんが来てないことを不思議に思ってました」

『アンフィとコザの間は調べたのか？』

「アンフィとコザの間は調べたの？」

「今調べてます」

　おれは少し考えた。

　アクシデントだ。

　アクシデントが起きただけなら、ただそれを解決すればいいだけの話。

　問題があるとしたら一つだけ。

　シビルが実はもう死んでいるかもしれないってことだけだ。

　できることなら、アクシデントを利用してキャロラインの株を上げたい。

　だから彼女を連れていって、信徒たちの目の前でアクシデントを解決したい。

　おれなら大抵のことは解決できる。

　不可能なことといえば、死んでいるのを生き返らせたりするってことだけだ。

　万一シビルがもう死んでいて、それなのにキャロラインを連れていったら、逆に彼女の株が大暴落する。それなら連れていかない方がいいだろう。

　失踪して三日。

　この時間の長さをどう見るか、だ。
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　アンフィとコザの間、キエイの山道。

　大勢の信徒に守られて山道を進むキャロライン。その姿はメリッサのものとよく似ていた。

　上位の聖職者を一般信徒が守る。

　しかも、強い信頼と尊敬の籠こもった目と表情で、何がなんでも絶対に守る──という空気を醸かもしながらの進軍。

　そういう意味では、キャロラインは順調にメリッサと同じ道を歩んでいるように見えた。

　その一行のはるか前をおれは進んでいた。

　考えた結果、結局キャロラインと信徒たちを連れていくことにした。

　その代わりおれが先行して、万が一シビルが最悪の状態で見つかった場合──つまり死んでいた場合はオーラで隠蔽いんぺいすることにした。

（死んではいないはずだ）

「根拠は？」

　ほとんど断言するような口調のエレノアに聞き返す。

（この話を持ち出したのがリカだからだ。あの女がそんな凡ミスをするとは思えん）

「リカへの評価が高いな」

（そういうことではない。はっきりとは言わなかったが、貴様に与えた女の情報からすると、シビルという女は相当容姿端麗ようしたんれいのはずだ）

「別にいい女の条件はそれだけじゃないぞ」

（うむ。だが彼女にもプライドがあろう？）

「ふむ？」

　ここでいうプライドがどういうものなのか判断が難しかった。

（言い換えよう。シビルという女をリカは貴様に抱かせるために献上した）

「それはそうだろうな」

　あのときリカは何も言わなかったが、最近彼女がしていることを考えればそうだと思う。

　むしろそうじゃなければおれに話を持ちかけたりしない。

（ならば会わせる前に死なせるようなことはしまい。それに会うまでに多少手違いがあったとしても、その程度貴様なら簡単に解決すると思っているはずだ）

「なるほどな」

　エレノアの言葉に納得しつつ、五感をフルに働かせて探る。

　それらしき痕跡を、どんな小さな手かがりも見逃さないように観察する。

　すると、山道の横から微かすかな声が聞こえた。

　耳を澄ませる。

　……人の声だ。

　声の方を向く。

　山の道、土の壁が続いていたが。

「ここだけ新しいな」

（うむ。それに上を見ろ）

（あっ、壁が崩れてるよ）

　言われて頭上に目を向けた。

　ひかりの言う通り、山の一部が崩落ほうらくしているのが見えた。

「つまり、壁が崩落してこの中に閉じ込め──」

（上から来るぞ！）


「──ッ！」



　エレノアの声に反応して、魔剣を振り抜いた。

　頭上に弧を描く一撃。

　何かが飛んできた。

　自由落下じゃないスピードで飛んできたから、反射的に魔剣で一閃した。

　飛んできたものの中には土砂もあった。

「敵」はその中に身を潜めつつ襲ってきたのだ。

　エレノアの斬撃は容易に土砂だけ避けてそいつを両断した。

　ほとんど悲鳴を上げることなく両断されたそれは、マウンテンゴリラよりも一回り大きい猿だった。

「なんだこいつは」

（さあな）

（モズモンキー。人や動物をおそって、生きうめにして食べものとして保存する魔物だって）

「知ってるのかひかり！」

　これにはさすがに驚いたが。

（えへへ、いまおーちゃんに教えてもらったの）

「おーちゃん……オリビアか」

（うん！　かこから戻ってから、おーちゃんといつも一緒にいられるようになったんだ）

（今やオリビアはひかりの眷属けんぞくだからな）

　エレノアが補足して、おれはそれに納得した。

「なるほどそれでわかった。つまりシビルはこの崩落した崖の中で生きたまま、鮮度を保ったまま保存されていて、この猿はおれたちも同じ目に遭わせようと襲ってきたわけか」

（そのようだな。そして我も一つわかったぞ）

「なにがだ？」

（貴様がそいつを反射的に倒してしまったせいで、キャロラインの株を上げることができなくなったということだ）

「むっ」

　思わず眉まゆをひそめた。

　頭の中でエレノアの「くくく」という笑い声が聞こえた。

　そういえばそうだ。

　いきなりのことでつい反射的に倒したけど、それじゃダメだったんだ。

　いや、おれが倒すのはいい。だが、それはキャロラインがいる時じゃないと。

　理想としては、このモズモンキーとやらが彼女を襲って、そこをおれが迷彩オーラで隠れたまま神の守護って感じで倒す。

　それがベストだった。

　だが……。

「くそ、周りに似たような気配はないな」

（モズモンキーは単独行動を好むって。だから食べものを大量に保存するんだって）

「むぅ……」

　思わず呻うめいた。

　このままでも問題があるかといわれたら、ない。

　あとでキャロラインたちがここを通りかかった時に「神託」でこの壁を掘れって言えばいい。

　それはそれでいい──いいんだが。

「こいつの存在を知ったあとじゃ、もったいないオバケが出そうだな」

（仕方がなかろう。過ぎたことだ。妥協しろ）

「そうだな……」

（ねえねえおとーさん。おーちゃんが力になりたいって言ってるよ）

「オリビアが？」

（うん！）

　オリビアが力になりたい……？

　どういうことなんだろうか。今ひとつよくわからなかった。

　わからなかった、が。

　オリビアだ。

　あのオリビアだ。

　なら。

「わかった、全部任せる」

（うん！）

　ひかりが嬉うれしそうに言ったあと、おれはまた反応しそうになった。

　魔剣ひかり。その刀身からものすごい力が空に向かって飛んでいった。

　心の準備ができていてもつい身構えてしまう、それほどの力だ。

　その力について考えていると、後方から声と足音が聞こえてきた。

　キャロライン一行だ。

　おれはとっさにモズモンキーの死体ごと自分を迷彩オーラで隠した。

　群衆の声が徐々に近づいてきて、やがておれたちの前を通り過ぎた。

　おれは姿を隠したまま動かない。

　こっちからは動かない。オリビア待ちだ。

（……上だ）

　またもエレノアの声が聞こえた。

　モズモンキーの時よりも大分落ち着いた、それでも数段深刻なトーン。

　上空から何かが飛んできた。

　エレノアを振り抜いてそれを打ち払った。

「うわ！」

「きゃあああ！」

「何ごとだ！」

　山が震える。群衆がどよめく。

　次の瞬間、一頭の竜が降り立った。

　赤い目に黒い鱗うろこ、禍々まがまがしいオーラを纏まとう竜。

　邪竜じゃりゅう。

　その二文字がおれの頭の中で浮かび上がった。

　見た目は禍々しいが、それがオリビアであるとすぐにわかった。

　気配がオリビアとひかりを足して二で割ったようなものだったからだ。

「ど、ドラゴン!?」


「ひぃぃぃぃ！」



「な、なんでこんなところに!?」

　動揺して早くも三分の一の信徒が逃げ出していた。

　無理もない。それほどに今のオリビアは恐ろしい。

　ひかりの力で姿を変えたオリビア。

「怖さ」にステータスを全振りした見た目だ。

　そのオリビアの手──かぎ爪づめに一人の人間が捕えられていた。

　見たことのない人間だ。

　おれはハッとして山の壁を見た。

　いつの間にか抉えぐられていたそこは、さっきまで呻き声が聞こえていた場所だ。

（降り立ったと同時に掘り出したのだな）

（おーちゃん、悪者になってくれるって）

　オリビアがにやりと笑った──と思った次の瞬間、口から何かを吐いた。

　キャロラインが連れていた群衆がますます逃げ惑う。

　おれは咄嗟とっさにキャロラインとの間に割って入ると、エレノアで弾いた。

『くっ』

　重かった。ものすごく重かった。

　弾いたものが山壁を抉って、家が丸ごと入るくらいの穴を作った。

　オリビアの一撃は、レッドドラゴンだった頃を彷彿ほうふつさせる程の威力だった。

　一方、それを弾いたことで。

「キャ、キャロライン様の前で攻撃が弾かれた！」

「奇跡、奇跡よ！」

「神のご加護だ！」

　信徒たちから歓呼の声が上がった。

　おれはすかさずキャロラインに言う。

『キャロライン』

「はい！」

『動く必要はない。そのまま立ってろ』

「はい！」

　大きく頷うなずくキャロライン。

　おれとキャロラインのやりとりの中身なんて把握できないだろうが、それでもキャロラインの表情は信徒たちに安心感を与えた。

　オリビアがぐるんと後ろを向いて、尻尾しっぽを振り回してきた。

　屋敷の柱よりも太い尻尾が空から降ってきたかと思うと、キャロラインを襲う。

　それを魔剣で受け止める。

　衝撃波で山が崩れる。

　まったく手心を加えてない、おそらくオリビアの本気だ。

　オリビアは本気で襲ってきている。

『……いい女だ』

　おれは嬉しくなって、全力でオリビアと戦った。

　オリビアの本気に、エレノアとひかり、魔剣母娘おやこでのフルパワーで応じる。

　傍目はためには奇妙な戦いだ。

　邪竜による山が震えて大地が変形するほどの攻撃は、しかし全すべてキャロラインには届かず、その直前で何か不思議な力によってかき消されている。

　キャロラインが手を合わせて祈りだした。

　それを見て他ほかの信徒も祈りだした。

　キャロラインは神に守られている。そんな認識が行き渡ったようだ。
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　それを見て、オリビアの攻撃は更に熾烈を極めた。

　やっぱりオリビアはいい女だ。

　ここで手を緩ゆるめるんじゃなく、更にわかりやすく、視覚的に強烈な攻撃を繰り出してきた。

　受けるおれも本気を出さなきゃいけなかった。ちょっとでも気を抜けばやられかねなかった。

　オリビアが本気を出せば出すほど、その激しさに耐えるキャロラインの株が上がる。

　それを知ってるから、オリビアは遠慮なく本気で襲ってきた。

　そして、だからこそ。

『次の一撃で決めるぞ。エレノア、ひかり』

（うむ）

（うん！）

　戦いを長引かせるわけにはいかなかった。

　おれの力の昂たかぶりを感じ取ったのか、オリビアは集団を丸呑まるのみできるほど大きな口を開けて嚙かみついてきた。

　それをエレノアとひかりで十字に斬きり裂く。

　キャロラインに嚙みつこうとした瞬間、邪竜の頭がばらばらに吹き飛び。

　一呼吸遅れて信徒たちから歓声が上がった。

　おれは消える（ひかりの中に戻る）オリビアから、そっとシビルを受け止めたのだった。
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　受け止めたシビルをゆっくり地面に下ろして寝かせた。

　シビルの寝顔は穏やかなものだ。

　普通に寝てるだけで、今にも起き出してきそうな感じだ。

　ケガも見当たらないし、これでもう──

「おい、まずいぞ。これはもしかして……」

　安堵あんどしかけていたところに、信徒の一人がやってきた。

　寝ているシビルの傍そばにしゃがみ込んで、顔を覗のぞき込んだり、手を取って爪つめの間をまじまじと見つめる。

「どうしたんだクロウさん」

「たぶんだが、モズモンキーの毒にやられてる」

　クロウと呼ばれた男は症状を見て状況を把握すると、ものすごく焦あせった顔をした。

「モズモンキー？」

「モンスターの一種だ。モズモンキーはエサを生け捕りにして麻痺まひ毒を注入する。生きたまま新鮮に保存する習性を持ってるんだ。毒を注入された生き物は動物の冬眠に似た状態にさせられてしまう」

　クロウは焦った表情のまま状況を飲み込めない信徒に説明する。

「彼女はそのモンスターの毒にやられてるってことか？」

「ああ」

「そうか。でもただの麻痺毒だろ？　生きたまま保存されてんだから、あとは解毒すればもう大丈夫なんじゃないのか」

　おれもそう思った。

　なんでそんなに焦ってるんだクロウは。

「それがそうじゃないんだ。奴やつらにとってエサは長く保存できなきゃいけない。だが、新鮮でありさえすれば意識まである必要はない。だからこの毒は長く体内に留まると冬眠状態に固定されて抜け出せなくなるようになってるんだ」

「冬眠状態から抜け出せなくなる？」

　信徒たちがざわつきだした。

「ああ。そうなったらもう二度と目を覚ますことはないだろう」

「まさか──だとしたら、彼女はもう……」

　クロウは重々しく頷うなずいた。

「残念だが、少し遅かったようだ」

　そんなことになるのか。モズモンキーの毒ってのは。

（おーちゃんもその通りだって言ってるよおとーさん）

　そうか。

『キャロライン』

「はい！　神様」

　キャロラインがおれの呼びかけに応じた瞬間、信徒たちが更にざわつく。

　今までの絶望と戸惑とまどいがないまぜになっていたものとは別種のざわつきだ。

『みんなに祈らせろ』

「わかった！」

　キャロラインは信徒たちに祈るように伝えた。

　シビルのために祈りを捧ささげる。

　そう言われた信徒たちは一斉に手を合わせて祈りだした。

　キャロラインを中心に祈るソロン教の信徒たち。

　おれは迷彩オーラを纏まとったまま異次元倉庫から魔法の玉（白）を取り出して、シビルに使う。

　くじ引きのチートアイテム、あらゆる病気やケガを治してしまう魔法の玉。

　その癒いやしの光がシビルを包みこみ──やがて。

「うう……ん？」

　彼女は呻うめき声を漏もらしつつ、目を開けた。

　どよめきが広がる。

　神の子キャロラインに下された神託。

　その結果起きた神の奇跡。

　信徒たちは歓喜の雄叫おたけびを上げて、ますますキャロラインを信奉するようになった。
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　魔法の玉で毒は消したが、シビルは捕らえられている間に衰弱していたから、体力が回復するまでソロン教の連中に預けた。

　キャロラインに「今日はもう来ない。だからしっかり寝ろ」とだけ言いつけてから、ワープの羽根で屋敷に戻る。

　屋敷の中、おれの寝室。

　到着するなり、ひかりが人の姿に戻った。

　オリビアも具現化され、チビドラゴンの姿になると、ひかりに抱っこされた。

　そんなひかりの頭を撫なでてやる。

「よくやったぞひかり。オリビアもだ」

「えへへ……」

「みゅー、みゅー」

　チビドラゴンは可愛かわいらしい啼なき声を上げると、尻尾しっぽをパタパタ振っておれを見上げてくる。

「おとーさん、おーちゃんも撫でてあげて」

「オリビアはいい」

「えええ!?　どうして」

「オリビアはよくやってくれたから、もっと大きいご褒美だ。ひかり、オリビアを人の姿に戻してくれ」

「──そっか！　うんわかった！」

　ひかりは納得した様子でオリビアを地面に下ろすと、むむむむ、と力を込めるポーズをした。

　直後、チビドラゴンの身体が光に包まれ、竜人の姿になった。

「できたー」

「ありがとなひかり。これからオリビアにご褒美をやるから、少し遊んできてくれるか」

「うん！　じゃーねおーちゃん。がんばって」

「うん。ありがとう」

　無邪気にオリビアを応援したあと、ひかりはトタタタと寝室の外に出ていった。

　残されたオリビアは、はにかんでおれを上目遣うわめづかいで見つめてくるが。

「……」

　それでも自分から何かを言い出すことはなかった。

　竜王オリビア。

　高い知性を持つかつてのドラゴンの王。

　ドラゴンの姿をしている時は威厳と存在感が群を抜いているが。

　こうしておれの女になってる時は、まるで躾けられた犬のようになってしまう。

　忠犬オリビア。

　ドラゴンなのに小型犬のような愛らしさがある。

　そんなオリビアがますます愛おしくなって、さてどう可愛がろうかと考える。

　コンコン。

　ドアがノックされた。

「入れ」

「失礼します、あっ……」

　入ってきたのはメイド姿のコーラリアだった。

　リカが預けていったメイド。まだおれの屋敷でミウからいろいろと学んでいる最中だ。

　彼女は部屋に入ってくるなりフリーズした。

「どうした」

「……」

「おーい、どうしたコーラリア」

「──はっ、し、失礼しました。ミウさんからベッドの準備をしてくるように言われまして」

「さすがミウ、気づいたか。それはいいとして、どうしてオリビアをじっと見つめてたんだ」

「それは……その……」

「うん？」

「私が幼い頃ころに育った村では竜神様を信仰していましたので、本物の竜神様にお目にかかれてつい緊張を……」

「竜神様？」

　首を傾げつつオリビアを見る。

「なるほど、あたしをそういう風に崇あがめるところもあるんだ。……人の子よ」

「は、はひ！」

　オリビアに話しかけられたコーラリアがびくっとした。

　今の反応はわかる。突然オリビアの雰囲気が変わったからだ。

　おれに尻尾をふりまくる忠犬オリビアから、厳おごそかな空気を纏う竜王オリビアに。

「人の子のことはずっと見ていた。ここで出会えたのも何かの縁だ。一つ助言をしてやろう」

「なななな、なんでしょうか」

「獣人の少女から学べることはもう学びきったように見える。そろそろ学んだ先のことを考えるがいい」

「ま、学んだ先のこと？　それってどういう意味ですか？」

「決まっている。お前をここに送り込んだ二人の人の子が望んでいることだ」

「あっ……」

　コーラリアはおれをちらっと見ると、真まっ赤かになって顔を背そむけてしまった。

「よいな」

「……は、はい！」

　コーラリアはオリビアにはっきり頷いたあと、慣れた手つきでベッドメイクをして寝室から出ていった。

　残されたおれたち。

　二人っきりになると、オリビアはまた忠犬モードに戻った。

　さっきまでの厳かな空気はどこへやら、尻尾をぱたぱた振り、キラキラした目でおれを見つめてくる。

　ものすごいギャップで……そこがますます可愛いと思った。

「オリビア」

「なに？」

　彼女を抱き寄せて、まずはキスをする。

　強く吸い上げるキスをしてから、トロンとした目をする彼女に向けて。

「お前は何もするな」

「な、何も……？」

「ああ、何もするな。かなり力を使ったし、まだそう長くは人化を保てないんだろ」

「それは……そうだけど」

「だから何もするな。ただ人の姿を維持することだけを考えてろ」

「維持……する？」

「そうだ。維持し続けた時間分、めいっぱい可愛がってやる」

「──うん！」

　ちょっとおかしなおれの命令に、一瞬戸惑って訝いぶかしんだオリビアだったが、意図を理解するやまたキラキラ目に戻った。

　そして、彼女は完全に脱力した。

　最も楽な体勢で、もっとも力の消費を抑えられる、完全に脱力した形に。

　そんな彼女を抱き上げてベッドに連れていき。

　一晩中、抱いて可愛がってやった。
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　朝日がまぶたを刺す。

　まどろみの中、誰だれかが身体の上に乗っていると感じた。

　オリビアか？　と思ったが、オリビアにしては少し軽い。

　じゃあ誰だ……と思ったものの、まだ寝ぼけていて頭がうまく回らない。

　まあ誰でもいいか。朝一番のキスをして起こして──。

「痛っ！」

　突然、頭が割れる程の痛みが走った。

　外からじゃない。中からの痛み。

　あまりの痛みに一瞬で目が醒さめた。

「おはよー、おとーさん」

　別の意味でも目が醒めた。

　おれの上に乗っていたのはひかりだった。

　世界で一番可愛かわいいひかりは、いつぞやと同じようにおれの上に乗っかっていた。

「どーしたのおとーさん、まだおねむ？」

「い、いや、大丈夫だ」

　背中が嫌な汗でびっしょりになる。

　寝ぼけたままやろうとしていたことを思いだしての冷や汗だ。

（我に感謝するがいい）

　エレノアの呆あきれた声が聞こえてきた。

　ちょっとシャクだが本当に助かった。

　エレノアにそっと感謝の気持ちを伝えつつ、改めてひかりを見た。

　おれの上に馬乗りになっているひかりは相変わらず天真爛漫てんしんらんまんな笑みを浮かべていて、傍そばにいると予想していたオリビア……チビドラゴンもやっぱり一緒にいた。

「チビドラゴンの姿に戻ったのか」

「うん。ごめんねおとーさん。ひかりが頑張りきれなかったから、おーちゃんと一緒の朝が……」

「気にするなひかり。ゆっくり成長していけばいい」

　手を伸ばしてひかりの頭を撫なでる。

　しゅんとしたひかりが、撫でられて、えへへ、と顔をほころばせる。

　やっぱり世界一可愛いよなあ、ひかりって。

「あっ、そうだ。おーちゃんから伝言」

「伝言？」

「みゅー、みゅー」

　チビドラゴンが啼なく。

　そばにいるのに伝言か。

「昨夜はお楽しみでしたね」

「自己申告は初めて聞いたな！」

（ひかりに何を言わせているのだ、このドラゴン娘は）

「みゅーみゅー」

「くすぐったいよーおーちゃん。うん、どういたしまして」

　おれの上に乗っかったままスキンシップを始めるひかりとチビドラゴン。

　愛娘まなむすめとその相棒ペットのスキンシップは、見ているだけですごく和なごむ。

　今日もいい一日になる。

　朝からそんな予感を感じさせる素晴らしい光景だった。
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　魔剣になったひかりを連れて、迷彩オーラを纏まとってから、ワープの羽根でアイノンの教会に飛んだ。

　到着するなり誰かとぶつかりそうになったから、慌てて避けた。

　よく見ると教会の中はざわついていた。

　信徒たちが皆慌てて何かに奔走している。

　そんな中、一人我関せず、って様子で祈りを捧ささげているキャロライン。

　もはや見慣れた光景。周りも誰も気にしている様子はない。

　慌てる信徒と落ち着いて祈るキャロライン。

　彼女の周りだけエアポケットができているかのように別空間だった。

　しかし何が起きてるんだ？

　そう思ったおれは周りの信徒たちのやりとりに耳を傾けた。

「どうだ？　見つかったか？」

「いや街の南にはいなかった」

「そっちは？」

「前に捕まえたところにもいなかった」

「くそ……どこに行ったんだ？」

（どうやら誰かがいなくなったようだな）

（だれだろ。キャロお姉ちゃんはそこにいるし……）

　訝いぶかしむおれたち。

　その答えはすぐにわかった。

「とにかく探そう。ご神託を元に助けた方をこのままにしておくわけにはいかない」

「ああ！」

「すぐやろう！」

　眉まゆがびくっと動いたのが自分でもわかった。

　今の話……まさか……。

（シビルとやらが逃げたようだな）

（えええ!?）

　呟つぶやくエレノアと驚くひかり。

　おれはもうしばらく他ほかの信徒の会話にも耳を傾けてみた。

　だが、入ってくる情報は同じ。

　どうやらシビルが失踪しっそうしたようだ。

　街に連れ帰って、教会で保護したシビルは、目を覚ますとどこかに消えてしまったという。

　しかも一度だけじゃない。これでもう二度目らしい。

　神のお告げによって助けだした女だから、信徒たちは必死になって探している。

　おれはそっと教会の外に出た。

　キャロラインが聞こえない程度の距離まで離れてから、迷彩オーラを解く。

「なんで逃げたんだ？」

（さてな。それよりもどうする）

「探そう。このまま放ってはおけない」

（ふむ。だがどうやって）

「そんなの適当に耳を澄ませば」

（ねえねえおとーさん、ひかり、わかるかもしれないよ？）

「どういうことだ、ひかり」

（おーちゃんがね。あたしの魔力をたどると早いよ。って言ってるんだ）

「オリビアの魔力？」

　どういうことだ？　と魔剣姿のひかりを見る。

　ひかりは魔剣状態。

　ということは、ひかりの使い魔になっているオリビアは今彼女の中だ。

（うん、昨日シビルおねーちゃんをつかまえたときの魔力がまだ残ってるはずだからって。おーちゃんの魔力なら、ひかりわかるかも）

「そうなのか？」

　今度はエレノアを見た。

（うむ、わかるな。魔力どころか、もっと馴染なじめば、離れていても何をしているのか、何を喋しゃべっているのかさえわかるようになるぞ。今もサンドロスが我に呪詛じゅそを吐いておるわ）

　くく、と笑うエレノア。

　なるほどそういう関係性になるのか、魔剣とその使い魔は。

　あれ？

　今なんか引っかかったんだが……。

（ねえねえおとーさん、ひかりが探してもいい？）

　それについて考えようとしたが、ひかりのおねだり声に思考が中断した。

　ひかりにこんな声でおねだりされたら何でもさせてやりたくなる。

（親バカめ）

　エレノアのからかいを完全スルーして、ひかりの柄に手を乗せた。

「頼むぞひかり」

（うん！　むむむむむ……）

　意気込むひかり。

　しばらくして。

（みえた！）

　ガ○ダムのパイロットのような台詞せりふを言うひかり。その可愛さが凄すさまじい。

「わかったのか？」

（うん！　いまからおとーさんに教えるね！）

「教える？　……ああ、頭の中に居場所が浮かびあがってくるな」

（これでわかるかな？）

「バッチリだ。よくやったぞひかり」

（えへへ……）

　ひかりの柄を撫でてやりながら、頭にダイレクトに送られてきた場所に向かって歩きだした。

　人の多い大通りから裏に入って、更に曲がりくねった路地を進む。

　そこにシビルがいた。

　彼女は疲れ果てた様子で、建物の壁に背中をもたれかけさせて地べたに座っていた。

「ここにいたか」

「あっ……」

　シビルはおれを見ると起き上がって逃げ出そうとした。

　その姿は病人そのもの。

　ふらふらしていて今にも倒れてしまいそうだ。

　普通に歩くだけで追いつけたから、そのまま彼女の腕を摑つかんだ。

「離して、離してください──」

「暴あばれるな。おれは教会の人間じゃない」

「──え？」

「だからお前のことを連れ戻したりしない。安心しろ」

「……うそ。教会と関係ない人が、どうして私と教会のことを知っているんですか」

　道理だな。

「それは──」

「こっちから声がするぞ」

「女の声だ！」


「──っ！」



　シビルは息を飲んで身体を強こわばらせた。

　おれがどう説明して納得させようか考え始めたのと同じタイミングで、教会の人間がここを嗅かぎつけたみたいだった。

　このまま渡すという選択肢もないわけじゃないが……それじゃまた逃げるだけだよな。

「よし」

　迷彩オーラを出して、シビルごと包んだ。

「す、すぐにここから離れないと……手を離してください」

「大丈夫だ」

「大丈夫じゃないです。教会の人たちが来る──ああっ！」

　悲鳴のような声を上げるシビル。

　角を曲がって、教会の信徒たちが現れたのだ。

　見つかった、と彼女は観念して目を瞑つむると、身体を丸めて小さくなった。

「こっちにはいないぞ」

「声はこっちから聞こえたんだ。ここにいないならあっちに抜けてったのかもしれない」

　信徒たちはそう言うと、おれたちの目の前を駆け抜けていった。

「……え？」

　驚くシビル。

　目の前で起きたことが理解できないでいるらしい。

「い、今のは？」

「魔法みたいなもので姿を隠したんだ」

「魔法……？」
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　迷彩オーラを纏ったまま、路地裏で一緒になって座り込む。

　立っているだけでも辛つらそうなシビルをとりあえず座らせた。

「あの……ありがとう、ございます」

「いいさ。それよりもなんで教会から逃げるんだ？」

「……別に逃げてるわけじゃないんです」

　おれをしばらくじっと見つめてから、シビルは語り出した。

　少しは信用してもいい、って思ったのかもしれない。

「でも、早く戻らないといけないんです」

「戻る？」

「はい、みんなが私のことを待っているんです。早く子供たちのところに戻って、勉強を教えてあげないと」

「勉強？　そんなの別に急ぐことじゃないだ──」

「だめなんです。子供の頃ころの時間は大人になってからのそれよりもはるかに重要なんです。だから、教わる気のある子たちの時間を一秒たりとも無駄にはできないんです！」

　力説するシビル。

　言いたいことはわからなくはないが……。

「それより、なんでそんなことを一人でやってるんだ？　自分の財産を投げうってまでやってるって話じゃないか」

「……それは、わざとそうしてるんです」

「わざと？」

　どういうことだ。

「噂うわさになってるんですよね、私のことが」

「ああ、噂っていうか──」

「知ってるんです。こういうことは個人の力ではどうにもならないって。何年も前に女王陛下にお願いしようと思ったんですけど、側近の方たちに却下されて女王陛下のお耳にも入りませんでした」

（宦官かんがんどもがのさばっていた時期だな）

「なるほど、連中に握りつぶされたか」

「はい。だから自分でやってるんです。それに、こういう風にやっていれば変な人がいるって街で噂になりますし。噂の方が、正攻法でいくより女王陛下のお耳にも入りやすいかなって」

「なるほど」

「噂まではうまくいきました。あとはいずれ陛下のお耳に入れば……」

「入れてやる」

「え？」

　驚くシビル。

　おれは立ち上がると、不思議そうな顔で見上げてくる彼女の肩に手を乗せた。

　異次元倉庫を開いてワープの羽根を取り出すと、メテオラの宮殿に飛ぶ。

　薄汚い路地裏から一転、地上の楽園にも等しい豪奢ごうしゃな部屋。

　女王の部屋。

「こ、ここは？」

「おーいリカ」

「え？」

　驚くシビル。

　そんな彼女をおいて、おれは部屋の中央、テーブル近くにいたリカの方に向かった。

　リカは積み上げられた書類に目を通して、何かの決裁をしているところだった。

「来たんだ」

「来た。ついでに連れてきたぞ」

　言いながらシビルを指差す。彼女はぽかんとしたままだ。

　リカが立ち上がってシビルに近づいた。

「あなたは？」

「わ、私!?　ああっ！」

　シビルは悲鳴を上げると、パッと立ち上がった。

　慌てた様子で居住まいを正し、リカに名乗る。

「私はシビル・カラスです。じょ、女王陛下に折り入って上奏じょうそうしたいことが──」

「そう」

　リカはシビルを見て、そのあとおれを見て、それからまたシビルに視線を戻した。

「なんだかよくわからないけど、ユウキ卿が連れてきた人だから、話を聞くわ」

「あ、ありがたき幸せ！」

　シビルは深く頭を下げた。

　頭を上げたときに一瞬おれを見たシビルの顔に、ものすごい感謝の色があった。

（やられたな）

（ほえ？）

（薔薇ばらの園の主あるじらしいやり方だ）

　楽しそうに笑うエレノア。

　リカはこうなることを予想して、シビルの好感度がおれに向かうよう仕向けたわけだ。

　リカは、薔薇の園の主は。

　自分のハーレムをおれのハーレムにするために、いろんなことを考えている女だった。
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「できれば全すべての子供たちに文字の読み書きを、それに簡単な算術を教えたいのです」

　女王リカを前に、シビルは緊張した様子で言った。

　声が微かに上ずっていて、顔も強こわばっている。

　対するリカは威厳バリバリ。

　威圧感も全開って感じの女王スタイルだ。

「なぜ？」

「え？」

「なぜ、そんなことをしようというの？」

「お、恐れながら──陛下は農村の現状をご存じでしょうか。何かお触れを出されたとしても、読むことができる者は少なく、それを数少ない読み書きができる者が解説しなければならない。ひどいところではそういう者が一人もおらず、旅人を待たねばならないことさえあります」

「それはよくないこと？」

　聞き返すリカ。

　その顔はどこか、わかっていてすっとぼけているようにも見えた。

「はい。緊急を要する国の命令が行き届かないばかりか、読める人間が少ないためにお触れが伝言ゲームになってしまい、人の口を経れば経るほど意味が変わってしまうこともあります」

　シビルは教育を、特に文字の読み書きを普及させなければならない理由を熱く語った。

　最初は緊張していたのが、次第にそれがほぐれ、リカ相手にぐいぐい押すような口調になる。

（よほどの熱意だな）

『そもそも熱意がなきゃやれないだろ。私財を投げうって、自分も実際に駆けずり回って』

（勉強ってだいじだもんね）

　シビルの力説は一時間近くにも及およんだ。

　その間、黙って耳を傾けていたリカが静かに口を開く。

「あなたの言いたいことはおおよそ理解した。でもそれを為すには困難がある」

「……な、なんでしょうか」

「人と、箱」

　リカは優雅な手つきで、ピースサインの如ごとく二本指を立てた。

「あなた自身も奔走しなければならなかったのは、他ほかに教えられる人間があまりにも少ないということ。そして私財を投げうって子供たちに勉強をさせるための場所を確保したということは、そのための場所を確保するのも困難だということ」

「はい……」

「その二つの問題を解決するのは容易なことではないわ」

「で──ですが、陛下のお力があれば！」

　詰め寄るシビル。

　しかしリカは一向に動じない。

「王は神ではない。各地の貴族に命じてそれをさせるにしても限度がある」

「……確かに貴顕きけんの方々は、自身だけに許された知識を手放そうとはしないでしょう」

「そう。貴族ほど自らの一族のみに許された知識を財産とみる傾向がある」

　リカの答えにシュンとするシビル。

　カランバの女王に直訴じきそしてもダメなのか、という落胆がありありと見えた。

「ユウキ卿」

「ん？」

「卿はどう思うの？」

「貴族の連中のことか？　無理矢理命令すればどうにかなるんじゃないのか？」

「そうね。ただ、そうするには相当無理を押し通す覚悟がいるわ。他にやりようがあればいいのだけど」

「ふむ。そういえば……」
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　話を聞いていて、おれはふとあるものを思い出した。

　封建時代の学校といえば、日本人のおれとしてはアレを思い出す。

「寺子屋って制度があったな」

「寺子屋？」

「ああ。ちょうどシビルが言ってたような、子供に読み書きを教える制度だ。元はといえば、寺を使って経典を読める僧侶が学問を教えたから、寺子屋って名前になったってわけだ」

「寺という場所で勉強を教えるの？　寺というのはどんなものなの」

「寺ってのは……こっちだとソロン教の教会みたいなもんだな」

「なるほど。教会で僧侶が子供に勉強を教えるのね」

「そうだ。そういやソロン教はあらゆるところに教会を建てていたな。近年は聖女メリッサのおかげで更に拡大してるとか」

「教会を……勉強に、使う」

　呆然ぼうぜんとした様子でつぶやくシビル。

　その発想はまったくなかったって顔だ。

　寺子屋と同じように僧侶と教会を使えれば、人と場所という問題を両方まとめて解決できる。

「でも、教会はもっと難しいわ。それこそ神の声でもなければ動かない」

「はい……そうですよね」

　リカの言葉にまたシュンとするシビル。

　おれはといえば、ここで口を挟むべきか迷っていた。

　リカの意図が今ひとつ読めなかったからだ。

　キャロラインを経由すれば「神の声」をねつ造することはできるが、それを今ここでおれの口からシビルに確約するのはおかしい。

　かといって、もしシビルの願いを実現することだけが目的なら、最初からリカが直接おれに頼めばいいだけだ。こんな風にわざわざシビルをここに連れてくる必要はない。

　今ひとつリカの考えが読めなくて、おれはもう少し黙ってなりゆきを見守ることにした。

「方法が、ないわけではないわ」

「どんな方法ですか!?」

　シビルが身を乗り出してリカに食いついた。

「神の子、の噂うわさを聞いたことはある？」

「い、いえ……」

「ソロン教に突如降臨した少女のことよ。本物の神の子で、神の声が聞こえる──いえ、神と直接言葉を交わすことができるとか」

「そ、そんな人が!?」

「気難しくて話を聞いてもらうのも一苦労のようだけど、神にあなたの声が届けばあるいは」

「そっ、その──神の子のお住まいとお名前を教えて頂いても？」

「アイノンにいる、キャロラインという少女よ」

「えええええ!?」

　悲鳴のような声を上げるシビル。

「アイノンって……じゃあ私を助けたのって……」

「ひょっとして、もう繫つながっていたの？」

「つ、繫がりという程のものじゃないです。ただ、命を助けてもらっただけで」

「それで十分じゃない？」

「アイノン……神の子──」

　つぶやくシビルの目の色が変わっていた。

　リカの声も届かないシビルは、何が何でも話を聞いてもらう、という決意の目をしていた。
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　その後、シビルはまた倒れた。

　疲労がまだ残っていたらしく、リカに熱弁を振るったことで体力を消耗して力尽きた。

　ひとまず彼女を休ませることにして、おれはリカと二人きりになった。

　謁見えっけんの間ま、玉座に座るリカ。

　その表情は、シビルを相手にしている時に比べて大分柔らかく戻っていた。

「どういうつもりだ？」

「カケルが神の子をここに連れてきたときに思ったわ。これは使えるって」

「教育をこの国全体に広げるのにか」

「全世界によ」

　リカは躊躇ちゅうちょなく言いきった。

「彼女と話したことは噓うそじゃない。知識が一部の人間に占有されているのに頭を悩ませてたの。近年は商活動が盛んになって文字の読み書きの需要が高まっている。でも知識は貴族と商人に寡占かせんされている。大半の人間は覚える手立てすらない」

「なるほどな」

「ソロン教の教会を使うのにもメリットがあるわ。文字の読み書きを教えると言えば、信者は今までとは比べ物にならないペースで増える。ソロン教にしてみてもそこにデメリットはない。なのにそれを思いつかないばかりか、聖女に肉体労働をさせているなんて」

（肉体労働とは言いも言ったりだな）

「だから巻き込むことにしたの。どう考えても教育の機会を増やした方が国力が高まる。民を無学という牢獄から救い出すこともできる」

「そうか」

「そう。そしてここまでが女王としての私の意見」

「ん？」

　どういうことだ、と改めて見ると、玉座の上のリカは艶然えんぜんと微笑ほほえんでいた。

「私は思ったの。カケルのいう『いい女』は、ある程度教育を受けないと頭角を現さないって。シビルとソロン教を使って全世界へと教育を広めれば、カケルが気に入る『いい女』をもっと発掘できる──というのが『薔薇ばらの園の主あるじ』としての私の意見」

　恐れ入った。

　まったくもって恐れ入った。

　おれの女の中で一番積極的に他の女をおれに充あてがいたがるリカ。

　女王のハーレムという名目で国中からいい女を集めて実質おれのハーレムにしているだけでなく、薔薇の園を更に拡大して、その対象を全世界に広げようとしている。

　そのスケールの大きさに恐れ入った。

（さしずめカケル教の神の子だな）

　からかうエレノア。だがその通りだ。

　リカのやっていることはもうそのくらいのことだ。

「それに、そうすれば信徒も大幅増で、彼女も次の法王間違いなし──ってカケル？」

　驚くリカ。

　おれが無言で近づき、彼女を抱き上げたからだ。

　女王を玉座から抱き上げ、ゆっくりと扉に向かい、広い廊下に出る。

　兵士も使用人も止めなかった。

　リカ自身が隠そうとしないので、王宮にいる人間は誰だれが本当の支配者なのかよく知っている。

　彼女を抱いたまま廊下を進んでいく。

　おれが何をしたいのか、リカはすぐに察した。

「ねえカケル。最近よくやってくれている子がいるの、ちょっと無愛想だけど能力が高くて、実は民思いのいい子だから、カケルに──」

「今日はお前だけだ」

「──え？」

「世界規模の女王。今日はお前だけ欲しい」

　目をまっすぐ覗のぞきこんで言う。

「カケル……」

　濡ぬれた目。熱い吐息。むせかえるような甘い匂におい。

　おれは彼女を寝室に連れていくと、オリビアのときと同じように負担はかけず、時間だけはたっぷりかけてじっくりと可愛かわいがった。
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「あっ……昨日と同じ場所……」

　ワープの羽根で飛んだ先で、シビルは周りをきょろきょろすると驚いた目をした。

　飛んだのはメテオラに連れていく前に彼女がいた薄汚れた裏路地だ。

「こんなことができるなんて──あなたは一体……」

「細かいことは気にするな。それより教会に行け。理想を叶かなえるんだろ」

「は、はい！」

　シビルはいったん駆け出したが、足を止めておれの方に向き直ると。

「あの、ありがとうございました！」

　両手を揃そろえて、腰が直角になるくらい深々と頭を下げた。

　そんな彼女を片手を上げて見送った。

（よかったのか、このままで）

「うん？」

（抱かなくてよかったのかと聞いている。貴様好みの女なのだろう？）

「まあ、そのうちな。何より今は理想に燃えてる。それどころじゃないだろうさ」

（そうか）

「それより先回りだ。まずはキャロラインに話をしておく」

　迷彩オーラを纏まとって姿を消すと、ワープの羽根で教会に飛んだ。




　飛んできた教会の中は心なしか空気が重かった。

　キャロライン以外の他ほかの信徒たちは皆浮かない顔をしていた。

（シビルを見つけられなかったからだろう）

　だろうな。

　そういうことなら、と信徒たちは放っておいて、キャロラインに話しかけた。

『キャロライン』

「神様！」

　キャロラインの反応に信徒たちがざわめく。

『もうすぐシビルが戻ってくる。彼女の話を聞いてやれ』

「わかった。戻ってくるのね」

　信徒たちが更にざわついた。

　直後、教会の扉が開かれる。

　逆光の中、肩で息をするシビルの姿がそこにはあった。

　おれに言われたとおり、キャロラインは立ち上がってシビルに向かっていく。

「あなたが……神の子……様」

「話を聞かせて」

　前置きも何もない。

　話のテンポもへったくれもない。

　キャロラインはただ単刀直入に、おれに言われた通りシビルに「話を聞いた」。

　シビルが息を切らせたまま語る。

　子供たちに教育を受けさせたいこと。

　それにはソロン教の協力が必要なこと。

　キャロラインはほとんど無表情でそれを聞いていた。

（内容にはまったく興味なさそうだな）

　エレノアがくつくつと笑った。

　一方、他の信徒たちは嫌そうな顔をしていた。

　子供の教育なんかおれたちに一体何の関係がある、って顔だ。

　キャロラインは終始黙って、相づちすら打たないで最後まで話を聞いた。

「あ、あの……」

「終わった？」

「え？」

「話は終わった？」

「う、うん……」

「そう」

　キャロラインは身を翻ひるがえして、彼女の定位置に戻ってきた。

「あの……神の子様？」

「……」

　肩すかしを受けてあぜんとするシビルを残したまま、キャロラインは元の場所に戻ってきた。

（貴様が話を聞けとしか言わなかったからだ）

　エレノアの指摘におれはなるほどと思った。

　ここでキャロラインがシビルの話に乗ってくれたらよかったんだが、仕方ない。

『キャロライン』

「はい、神様」

『話は聞いた。彼女の力になってやれ』

「わかった。どうすればいいの？」

『今から言うおれの言葉を他のみんなにも聞こえるように復唱しろ。まずは──』

　おれは寺小屋のシステムを嚙かみ砕くだいて説明すると、キャロラインを通して信徒たちに広めた。

　教会を使って子供たちに読み書きを教える。

　教会のないところには僧侶が出向いて教える。

　そういった、基本的なことを話した。

　すると、信徒たちからいろんな声が上がった。

「教会で子供たちに教えるのはいいが、教会のない村でもやるというのは……」

「いやいや、やるのはいいんだが、何より先立つものが……なあ」

「しかし神様のお告げだぞ。こりゃあどうにかしなければ」

『安心しろと言えキャロライン。近いうちにカランバの貴族から寄付があるはずだ』

「貴族から寄付があるから安心していいってことだね」

　信徒たちがざわつく。

　それなら何とかなる、実現できるぞ、という声があちこちから上がった。

　チラッとシビルを見てみる。

　発起人ほっきにんなのにほとんど蚊帳かやの外に置かれていたシビルだが、状況を理解したのか、その瞳ひとみと表情は期待に満ち満ちている。

　これでお告げの部分はもう大丈夫だな。

　あとはおれが寄付をよこして、教会のネットワークに任せればいい。

　このあたりで手を引くか──と思っていたその時。

「ここにいたのか」

　ならず者が三人、我が物顔で教会に入ってきた。

　教会の中にいるほとんどの人間──信徒たちは「何ごとだ？」という顔をしたが、シビルだけ表情を強こわばらせた。

「探したぜシビルさんよ、教会に逃げ込んでも無駄だからな」

「そろそろ遊びはやめようよ」

「貧乏人にまで教育を受けさせるなんて。そんなことされると困る人がいるんだよ。何度も言ったよね？」

　諭さとすような言い方だが、実際のところ、それが脅迫であることは誰だれの目にも明らかだった。

　シビルは怯おびえて身体を震わせながらも。

「だ、ダメです。子供たちには、等しく教育を──」

「ああん？」

　男の一人がすぐ近くの椅子いすを蹴けり上げて、古典的な脅おどしをかけた。

　びくっと身を竦すくませるシビル。

　おれは無言でエレノアの黒雷こくらいを放った。

　黒い雷が三人の男に落ちて、一瞬で丸焦まるこげにする。

　いきなりのできごとに、シビルを含めた信徒たちは全員ぽかんとした。

　その中で反応できたのは一人だけ。

「今の……神様だ」

　キャロラインだ。

　迷彩オーラを纏っているおれの声が聞こえてしまう特殊体質の女。

「神様だって？」

「ってことはこれ──神罰か」

「そういえば普通の雷と違ったわ」

　信徒たちが更にざわつく。

　狙ねらい通りだ。

　エレノアで斬きり捨てるのではなく雷を落としたのは、その方が神罰らしく見えるからだ。

　案の定、信徒たちはそれを神罰だと認識した。





☆






　それからは話が急速に進んだ。

　神の子が聞いたお告げで、アイノンの街を中心にソロンの教会は子供たちに読み書きを教え始めた。

　一部の勢力──既得権益きとくけんえきを握っていた富裕層は抵抗したが、神のお告げを基に動く信徒たちを止められなかった。

　彼らは搦からめ手で教会上層部から圧力をかけようとしたが、信徒たちが今まで教会のなかったところにも読み書きを教えに行った結果、教わった子供のみならず、子供が教育を受けられることで将来に希望を持った親たちが一家でソロン教に入信するケースが多く発生したため、上層部はそれを止める大義名分を失ったばかりか、逆に奨励しだしたりした。

　そうして教会を使った教会学校──寺小屋のシステムは、ものすごい勢いでこの世界に広まっていった。




　そんななか。

　法王は静かにその生涯を終えて。

　次期法王の座を巡る動きがにわかに慌ただしくなり始めたのだった。
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　窓から差し込む月明かりがベッドの上のヘレネーを照らす。

　横向きに寝ている彼女の口角は微かすかに持ち上げられ、そっと下ろされたまぶたからも柔和なイメージが伝わってくる。

　ヘレネーはまるでこの世の幸せを全すべて手に入れたような笑顔で、

「カケル様……」

　と、寝言をつぶやいた。

　そんな彼女の頰ほおにキスをして、シーツを肩まで被かぶせてやると、もう一度その頰にキスをする。

　それからベッドを降りて服を着ると、ベランダに出た。

　満点の星空と白く輝く満月を見上げる。

（どうした）

「ん？」

　いきなり聞こえてきたエレノアの声に、おれは首を傾げて聞き返した。

「どうしたって、何が」

（物足りなそうな顔をしているぞ）

「……物足りなさそうな顔だと？」

（我に隠し通せると思うのか？　んん？　今の貴様は……そうだな、さしずめ破裂寸前の風船といったところだな）

「……」

　おれは黙りこむしかなかった。

　エレノアにばれたのは腹立たしいが、図星なのだ。

　物足りない。

　そう、物足りない。

　さっきまでヘレネーを可愛かわいがっていた。

　世界でも屈指の美女。

　それだけではなく才覚もあり、高い地位にいながらも決して驕おごることのないいい女。

　そんないい女をさっきまで抱いていた。

　が、足りない。

　もっともっとシたい──シたりない。

　それをエレノアに見抜かれていた。

（もとより貴様がハーレムを志したのは７７７倍の性欲で自分の女を壊さないためだったものなあ。それを考えれば最近はよく我慢している方だ）

「別に我慢って程のことでもない。オリビアがいるしメリッサもいる。おれの周りにいい女が増えた。だから十分足りて──」

（本当のところは？）

「……強がりの一巡いちじゅんくらいはさせろよ」

　エレノアに毒づいた。

　確かに強がりだ。

　それをエレノアに指摘されるのはシャクだが。

（誰だれか呼ぶか、それとも我が相手をしようか）

「今日のは少し違うんだ。お前を全力で使ったところで解消されるとは思えん。同じムラムラでも、こうじゃなきゃダメな時ってのがあるからな」

（人間というのは難儀なものだな）

「その台詞せりふ、お前の口から言われるとすごく含蓄があるな」

（ちょっと散歩でもしてくるか？）

「……そうだな」

　異次元倉庫を開いて、ワープの羽根を取りだした。

　エレノアの言う散歩はもちろん額面通りの意味ではない。

　抱ける女を探しにいってこいって意味だ。

　ワープの羽根で飛んだ。

　ミウのところ。ナナのところ。イオのところ。イリスのところ……。

　屋敷から近い順に、いるであろう女たちのところに次々と飛んでみた。

　みんな都合が悪かった。

　普段いる場所にいなかったり、こんな夜更けでも起きて鍛錬していたり仕事をしてたりした。

　いないのはしょうがないし、何かをしていた場合にも、声をかけずに黙ってそのまま立ち去った。

　邪魔をしたくない。

　おれのいい女たちが何かしてるのを邪魔をしたくない。

（意地か？）

「違う。熟れようとしている果実が熟れる前に捥もいでしまうのはもったいないと思うだけだ」

　いい喩たとえなのかはわからないが、本心だ。

　いい女たちが更にいい女になっていく──そうなろうとしている。

　それを邪魔するのは好きじゃない。

　たとえ今みたいにムラムラしていたとしてもだ。

（すっかりグルメになったものだ）

「そこは否定ひていしない」

（こうなればもう娼館を貸し切るくらいしかないな）

「その方が手っ取り早いかもしれないな」

　エレノアと軽口を交わしながらワープの羽根で更に飛んで、最後にアイノンにやってきた。




　アイノンの教会の中。

　月明かりの下で、キャロラインが祈りを捧ささげていた。

　それだけじゃない。他ほかにも信徒たちがいた。

　よく見れば、いるのは修道服を纏まとった女たちばかりだった。

　教会学校をあちこちで開いているから、男は子供に学問を教えるために駆り出されている。

　熱心に祈りを捧げるキャロラインに対して、彼女たちは気楽そうに雑談していた。

「羨うらやましいなあ。あたしにも神様の声が聞こえたらなあ」

「ねえ、神様の声ってどんなのだと思う？」

「きっとものすごく素敵だよ。だって神様なのよ」

「いいなあ。私たちだって神様に全てを捧げた身。なのに聞こえないなんて」

「そりゃ神の子様みたいにもっと全てを捧げないとダメでしょ。見なさいアレを」

　女たちが一斉にキャロラインを見た。

　微動だにせず、静かに祈り続けている彼女の姿からは神々しさすら感じる。

「全部捧げるっていうなら、あそこまでやらなきゃダメでしょ」

「わ、私……本当に神様の声が聞けるなら、なんだって捧げちゃうかも……」

「『神様の声が聞けるなら』なんて、そんなのあたしも一緒だよ」

「私も」

「私も私も」

「それじゃダメでしょ。神の子は神様の声が聞こえなくても、最初から全部捧げてるからね？」

　全員がもう一度キャロラインを見て、一斉にため息をついた。

（くくく、丁度いいではないか）

　ん？

（修道女は元々神にその身を捧げて貞節を守る女たちだ。ならばこの女たちは皆神のもの）

　エレノアは「神」という言葉を強調した。

　神。

　ここしばらく、おれはキャロラインを通じて神を演じた。

　エレノアがいう「神」がおれを指しているのは間違いない。

　それどころか、ムラムラしているのをこの修道女たちで解消しろと言っている。

　彼女たちを見た。

　おしゃべりには直接参加してないが、耳だけ傾けたりして実質会話に参加してる奴やつまで含めれば、約二十人。

　可愛かったり綺麗きれいだったり、気が強かったり内向的だったり。

　様々な娘がそこにいた。

『……キャロライン』

「神様！」

『みんなに伝えろ。ここにいる者、全員連れていく』

「わかった！」

　キャロラインはおれの言葉をそのまま修道女たちに伝えた。

　そう願った矢先に、神の声。

　何人かは明らかに「期待」する目をしていた。

　おれは彼女たちを連れてワープの羽根で飛んだ。

　飛んだ先は薔薇ばらの園。

　リカが用意して、おれにいつでも使っていいと言っている場所。

　邪魔が一切いっさい入らない場所。俗世と切り離されたような場所。

　そんな場所で、おれは丸一日かけて。

　オーラを纏って姿を隠したまま、二十人の修道女たちを抱き続けたのだった。
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　メテオラの宮殿、薔薇ばらの園。

　薔薇の園という名は二つの意味を持っている。

　一つはよく知られている、女王リカのハーレムの別名。

　そしてもう一つは、その別名の由来となった、文字通りの薔薇の園。

　庭を丸ごとガラスで囲んだ巨大なビニールハウスのようなその場所には、色とりどりの薔薇が咲き誇っていた。

　その庭の真ん中の涼亭りょうていに腰を下ろすおれ。

　そのおれに身体を預けるリカ。

　リカは女王の凜然りんぜんとした空気ではなく、あでやかな女の空気を纏まとって身体を寄せてきていた。

　二人とも服は着ている。ぱっと見イチャイチャしているカップルだ。

「悪かった。いきなり部屋を借りた上に女たちを連れ込んで」

「大丈夫。言ったでしょ？　ここはカケルのハーレムだから。でもびっくりした」

　リカはニコニコと楽しげな表情を浮かべる。

「物音が聞こえたからそっと覗のぞいてみたけど、びっくりした。カケルの姿だけ見えないから、ものすごい光景だった。全員透明人間に弄もてあそばれてるみたいで」

「神の恩寵おんちょう、って建前たてまえだったからな」

「落ち着いたら楽しく見えてきたけどね」

「随分シュールな光景だっただろうな」

　おれはおれ自身が見えるから、普通に修道女たちを抱いていただけだったが、他ほかの人間からすれば違ったんだろう。

　まさにリカが言ったように透明人間のイタズラか。

　想像しただけでもかなりシュールな光景だってことはわかる。

「あんな風に神の子のお告げを繰り返していけば、法王になることも不可能じゃないね」

「実際のところどうだろうな。かなりいけるとは思うが」

「そうね……」

　リカは少し考えて右手を挙げた。

　指を二本立ててその先をくいっと曲げると、薔薇の園に若い少女が入ってきた。

「お呼びですか、お姉様」

「お姉様？」

「彼女は他の子と少し立場が違うの。アリス、カケルに自己紹介を」

「はい。お初にお目にかかります、カケル様。アリス・アンニスと申します」

「アリスか」

（ほう）

「どうしたエレノア、急に声を出して」

　聞くと、エレノアが呆あきれた声で答えた。

（わかっている。どうせ貴様は覚えていないだろうさ）

「覚えてない？」

　おれはもう一度アリスを見た。

　ウェーブのかかった栗色の髪。

　幼げなところがありながらも、硬質といった形容がしっくりくる美貌。

　間違いなく美少女。

　それも、一度会ったら絶対忘れないくらいの美少女だ。

「やっぱり会ったことなんてないぞ」

（アンニス）

「アンニス？」

（やはり覚えていないではないか）

　どういうことだ？　とエレノアの言葉に首を傾げていると。

（テリオス、アンニス、ゲート。アイギナの三公摂政を起こした三家の名前だ）

「そういえばそんな名前だったか」

　ってことは男の名前だ。

　だったら覚えてるはずがない。

「……彼女、アンニスってことは？」

「ええ。アンニス公爵が助けを求めてきた時に、いろいろ便宜べんぎを図る代わりにアリスをもらったの」

「なるほど」

　人質ってことか。

　改めてアリスを見る。

　コーラリアと本質が近い、リカの好きそうなタイプの子だ。

　彼女もまたリカがここで咲かせようとしている薔薇の一輪なんだと理解する。

「アリス、調べてもらっていたことをカケルに報告して」

「わかりました。ご報告します、カケル様」

　アリスはおれを見ると、わざわざ立ち位置を微妙に調整してまっすぐおれに身体を向けた。

　真面目まじめな子だなと思った。

「我が国内におけるソロン教の信徒の、次期法王候補に対する支持率を調査いたしました」

「そんなことを調べさせてたのか」

「必要になるかもしれないって思って」

「トップは神の子キャロライン、支持率は五割強。次いで不死の聖女メリッサ、支持率は二割弱。その次が──」

　アリスの報告に耳を傾けた。

　キャロラインが圧倒的に優勢。

　その次をメリッサが追走。

　他にも何人かいたが、あとはほとんど泡沫ほうまつと言っていいレベルだ。

「キャロラインの支持率は世帯を持つ者が群を抜いて高く、逆に独身──それも男性の場合は、メリッサの支持率が四割強まで上昇します」

「学校ができて助かるのは子供を持つ親だからな」

「他の四カ国は？」

　リカがアリスに聞く。

「調査に出した者がまだ戻っていません。もう数日待っていただけたら」

「……その調査、どのぐらい信憑性しんぴょうせいがあるんだ？」

「カケル、それはどういうこと？」

「メリッサを勧誘しにきた奴やつは皆『法王になられませ』と言っていた。法王選に出さえすれば、絶対選ばれる自信があるように聞こえたんだ」

（男の名前はまったく記憶に残らないのに、そんな些末なことは覚えていたのか）

　エレノアが呆れ半分に言った。

　メリッサに関わることだからな。

「そんなことがあったのね」

「ああ」

「それも調べておくわ」

「頼む」

　リカにちゅっと触れるだけのキスをする。

　それを見たアリスは頰ほおを染めると、びくっと身体をすくませた。

　ひょっとして、たったこれだけのことを見て怯おびえたのか？

「──ということよ。アリス、すぐにそのことも調べて報告して」

「──…」

「アリス？」

　首を傾げるリカ。

　命令を受けたアリスは動こうとせず、下唇を嚙かむとスカートの裾すそをぎゅっと握り締めていた。

　不思議に思っていると、やがてアリスは思い切ったような表情で。

「お姉様！　わ、私にも、カケル様のお情けを！」

（くくく。こういう必死な顔で貴様に抱いてほしいとせがむ娘は初めてだな）

　おれもそう思った。

　ありったけの勇気を出して、という奴なら今までもいたが、アリスのはそうじゃない。

　そうしなきゃいけないから、勇気を振り絞って義務感からそうしてくれと頼んできた感じだ。

　それをリカは正しく理解していた。

「だめ」

「ど、どうしてですか……？」

「今のアリスをカケルの前に出すわけにはいかないわ」

「……私じゃダメということですか」

「ええ、今のアリスじゃだめ」

「……わかりました」

　アリスは肩を落として、とぼとぼと外に出ていった。





☆






　薔薇の園を離れ、とぼとぼと歩くアリス。

「こんなことじゃ……」

　リカに拒絶されたことに、彼女は落胆と、それよりもっと大きな怯えを感じていた。

　対外的に薔薇の園はリカのハーレムだが、リカは女たちに常々こう宣言している。

　このハーレムの本当の主あるじは魔剣使い、結城ゆうきカケルだと。

　ここを作ったのはカケルにとって「いい女」を集めるためだと。

　正妻が側室を管理することは決して珍しいことではない。アリスはすぐにそれを受け入れた。

　そして、だからこそ、今自分が一番しなければならないことも理解している。

　──カケルに、抱かれること。

　誰だれに何と言われようと、自分がここに人質としてきたのは確かだ──とアリスは思っている。

　だからリカがさせようとしている、カケルに抱かれることが一番重要な仕事だと思っていた。

　果たしてそれは正しい。

　普段から、リカが積極的にカケルに女を献上して、その歓心を買おうと振る舞っているのは間違いない。

　カケルを満足させればリカも喜ぶ。

　その図式は疑う余地もなく正しい。

　だからアリスは切り出した。自分を抱いてほしいと。

　だが──その願いを当のリカが拒んだ。

　なぜ。

　そして……どうしよう。

　この二つの思いがアリスの中でぐるぐる回った。

「アリス」

「え……お、お姉様」

　呼ばれて振り向いたアリスは盛大に驚いた。

　リカが薔薇の園を出て追いかけてきていたのだ。

「な、何かご命令ですか」

「言葉が足りなかったわ」

「え？」

「意地悪をしたわけじゃない。ただ、もったいないと思ったから」

「……もったい、ない？」

「そう。好きじゃないまま、義務感でカケルに抱かれるのはもったいないわ。アリスはまだ、カケルのことを好きじゃないでしょう？」

「そ、それは──」

「いいの。そんなあなたに私から言っておきたいことは──一つだけ」

　リカは手を伸ばすと、アリスの頰に触れる。

「決して無理をすることはないわ。ただ、カケルのことをちゃんと見ていなさい。そうすればあなたも自然にカケルのことが好きになる。その時になったらカケルに抱かれなさい。そこには最上の幸せが待っているわ」

「さ、最上の……」

「アリスには、ちゃんと幸せになってもらわなきゃね」

「──…」

「それじゃ、調査、頼んだわよ」

　リカはそう言うと、軽かろやかに身を翻ひるがえして薔薇の園に戻っていく。

　ついさっきまで触れられていた、まだリカの手の感触が残る頰に触れるアリス。

「お姉、様……」

　つぶやく唇、朱に染まる頰。

　見つめるのは、薔薇の園の主。

　リカは知らなかった。

　よかれと思って、ちゃんと言葉にしなければと思って追いつき、アリスにかけたその言葉が。

「お姉様……」

　アリスの切ない吐息を生みだし、カケルへの距離をほんの少し遠ざけてしまったことを。

　リカはこの時、まだ気づいていなかった。
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　修道女たちを連れ込んだ部屋に戻ってきた。

　おれに抱かれた女たちはまだ全員気を失ったままだ。

　見た目だけは連れてきた時の姿に戻してある。

　彼女たちが気絶している間に、王宮のメイドたちが身体を清めて服を着せ直したのだ。

（くじ引き券が落ちているぞ）

「ああ」

　頷うなずき、寝ている女たちに近づく。

　初めて抱いた女たち。

　そんな女たちがいるベッドのあちこちにくじ引き券が落ちていて、拾ってみると人数分あった。

　それを異次元倉庫にしまって、代わりにワープの羽根を取り出す。

　おれは全員を迷彩オーラで包むと、ワープの羽根でアイノンの教会に飛んだ。

　教会はがらんとしていた。

　男たちはどこかの村の教会学校のために出かけているし、騒いでいた女たちは気を失ったままおれのオーラに包まれている。

　代わりに意外な人物がいた。

「ひかり」

　そこにいたのはひかり。

　ひかりはチビドラゴンを膝ひざの上に乗せると、ベンチに座って足をぶらぶらさせていた。

　ＫＯＴＹ。

　可愛いKawaii、オブOf、ザThe、イヤーYear間違いなしのワンシーンだ。

　そんなひかりは、だがおれの呼びかけに反応しない。

（親バカすぎてボケたか。オーラを解かねばひかりにも見えぬだろう）

「そういえばそうだった」

　迷彩にはエレノアのオーラを使っている。

　エレノアと同等以上の力を持っていないとその中身を見破ることはできない。

　母娘おやことはいえ、そこに例外はない。

　そしてひかりはまだエレノアに及およばないから、当然迷彩で隠れているおれを見つけられない。

　おれは迷彩を解いてからもう一度ひかりを呼んだ。

「ひかり」

「おとーさん。やっぱりここで待ってたら会えたね」

「おれのこと待ってたのか」

「うん！　おーちゃんとこの街に遊びにきたから、ここでおとーさんのことを待ってたんだ」

「そうなのか」

　屋敷のあるレイウースからこのアイノンはかなり離れている。

　子供がホイホイ来られる距離じゃない。幼いひかりには想像もつかない遠出のはずだ。

　そんなことを考えていると、チビドラゴンがみゅーみゅー啼ないた。

「おーちゃんの背中に乗ってきたんだー」

「そうだったのかー」

　その光景を想像しながらひかりの頭を撫なでた。

　過去での旅を経て、ひかりはチビドラゴンを元の姿、竜王オリビアの姿に戻すことができるようになった。

　ドラゴンのトゥルーフォームのオリビア。

　ひかりがその背中に乗ったり首にぶら下がったりする光景は今まで何度も目撃していた。

　オリビアの翼のことを考えれば、逆に気軽に遊びに行ける距離だと言えるかもしれない。

　そのオリビア──チビドラゴンはいつもとちょっと格好が違っていた。

　裸じゃなくて、服を着ている。

　チビドラゴン姿のまま、服を着ていた。

　ますます服を着せたワンコのような感じだ。

「おーちゃんがね、この街のお洋服を着てみたいって言ったから。どうかなおとーさん」

「もちろんかわいいぞー」

（そこでひかりの頭を撫でるのはおかしいだろ）

　エレノアが突っ込んできたが、無視する。

　ひかりをしばらく撫でたあと。

「さて、キャロラインに会っていくか」

「ひかりもいく！」

　ひかりと手を繫つないで、教会の奥に向かう。

　そしてキャロラインの部屋のドアをノックした。

　だが、反応はなかった。

「おねーちゃん、ねてるのかな？」

「どうだろうな……入るぞキャロライン」

　一言断ってからドアを開けるおれ。

　そこで目に飛び込んできたのは意外な光景だった。

　部屋のド真ん中の空間に穴が開いていた。

　穴の向こうは何もない漆黒。そこにキャロラインの姿が見える。

「キャロ──」

　手を伸ばした時は既に遅かった。

　キャロラインを呑のみ込こんだ穴は完全に閉じてしまった。

「ひかり！」

「うん！」

　ひかりはチビドラゴンを身体の中に戻すと、自分も魔剣の姿になった。

「いくぞエレノア！」

（うむ！）

　短いやりとりのあと、おれはエレノアを全力で投げた。

　全力の全力、更に限界を向こう側に踏み越えた全力。

　過去の世界でやった、あの全力。

　投げつけたエレノアは空間を突き破って再び穴を開けた。

　おれは迷わずひかりを握って穴の中に飛び込む。

　穴はすぐに閉じた。

　そこはかつてエレノアと一緒に閉じ込められたのと同じような、次元が違うと思われる空間。

　そこにエレノアがいて、キャロラインもいた。

　エレノアを拾い上げて、怯おびえているキャロラインに近づく。

「キャロライン」

「神様！」

　彼女はおれにしがみついてきた。

　手も身体も震えている。突然のことに驚いたみたいだ。

「もう大丈夫だキャロライン」

「はい、神様……」

「とりあえずここを出よう。もう一回いくぞエレノア」

（うむ。だがどうやら大人しく帰す気はないようだ）

　エレノアがそう言ったあと、空間からにじみ出るように何人もの姿が現れた。

　それは見たことがある連中だった。かつてアイギナ王太子キモンに力を貸し、カランバやシラクーザなどをかき回した、あの魔の者と同じフォルムの連中だ。

　纏まとっている空気も似ている。同じ種族の連中とみて間違いない。

　そいつらはいきなり襲いかかってきた！

　エレノアを振って、先頭に突っ込んできたヤツを縦に両断する。

　身体の半分が一本足で立ち、もう片方が崩れ落ちた。

　すぐさま別の個体が襲ってきた。そいつも一振りで両断する。

　連中は次々襲ってきた。おれはキャロラインを抱き寄せ、庇かばったまま斬きり捨てていく。

　数は数十、数分もあれば殲滅せんめつできる。

（いや、そうもいかぬようだ）

「なに？」

（あれを見ろ）

　エレノアが言う方角に目を向けた。

　そこでは最初に斬ったヤツが再生していた。

　真っ二つになった身体がくっつき、もう一度一つになると、更に襲ってくる。

　首を刎はねて、炎で焼き尽くした。

　──が、しばらくするとまた復活した。

「オピスみたいな連中だな」

（少し違うな。連中はこの空間の力で再生している）

「……ホントだな。面白おもしろい力の流れをしてやがる」

（人間が呼吸するのと同じ感覚で、空間の力を得て再生しているようだな。空気は人間が吸った程度ではなくならん。となればここにいる限り奴やつらの殲滅は不可能ということか）

（ど、どうしたらいいの？）

「逃げるが勝ち、だな。とにかくもう一度穴をぶちあけてここから出よう」

　そう言った途端、その意図が相手にも伝わったのか、連中は攻撃のペースを上げてきた。

　次々に斬り捨てるが、再生は速く、空間を開けるための──全力でエレノアを投げるためのタメが作れない。

　さすがにあれは時間がかかる。

　次元の壁を破る一撃を放つには、全力の全力──いわば１２０％の力を出す必要がある。

　次々と攻撃されているうちはそのための手が空かない。

（おとーさん、ひかりにまかせて）

「ひかり？　どうするんだ？」

（ひかりにいい考えがあるんだけど、ためしてみていいかな）

「わかった。頼むぞひかり」

　おれはほとんど考えないでひかりに任せることにした。

　ひかりは世界一可愛いが、ただ可愛いだけの女の子じゃない。

　魔剣ひかり。エレノアの血を引く世界最強クラスの魔剣だ。

　そんなひかりが「任せて、いい考えがある」って言うなら任せるしかない。

（むむむむ……えい！）

　可愛らしいかけ声のあと、ひかりの刀身が光を放つと、無数の分身を生み出した。

　かつてエレノアもやったような、魔剣の分身。

　それがきっかり人数分、魔の者の頭上にできて、一斉に落ちた。

　全員魔剣に貫かれ、一時戦闘不能になる。

（いまだ！　やれ！）

「おう！」

　ぐぐぐ……と腕に力を溜ためてエレノアを投げた。

　全力の全力、１２０％の力での投擲とうてき。

　投げつけたエレノアは連中が復活する直前に次元の壁を破った。

　刹那、おれはキャロラインを抱いて穴の向こうに飛びだした。

　戻ってきたのは野外。キャロラインの部屋でもアイノンの街でもなく、どこかの野外だった。

　……が、元の世界であることは間違いないようだ。

（すごいねおとーさん。これならあっちの世界とこっちの世界を自由にいききできるね）

「そうだな。あまり向こうには行きたくないが」

　おれはエレノアを回収すると、まだちょっと震えているキャロラインを見た。

「このタイミングでこの襲撃か」

（くくく、裏で糸を引くのは何者かな）

　楽しげに笑うエレノア。

　考えていたことは一緒のようだった。
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　キャロラインは未いまだに怯おびえて、おれの腕の中でブルブル震えている。

（一旦休ませた方がよさそうだな）

「そうだな。教会……いやおれの屋敷に連れていこう」

（うむ、自信を持って安全と言える場所がよかろう）

　エレノアも同意見だった。

　キャロラインを狙ねらったヤツが気になる。割と楽しい意味で気になる。

　それはこの襲撃で嗅かぎ取った危険な香りによるものだ。

　おれとエレノアが楽しい反面、キャロラインにとっては恐怖になる。

　だから教会には連れて帰れない。確実に安全な場所がいい。

　おれの屋敷、それもナナをつけよう。

　武力的な意味でも、忠誠心的な意味でも。

　ナナが傍にいれば一番安全だろう。

（でもホントはおとーさんのそばが一番安全だよね）

「そうだな。ひかりはよくわかっててえらいぞー」

（えへへー）

　ひかりの可愛かわいらしい笑い声を聞きながら、ワープの羽根を取り出して屋敷に飛んだ。




　屋敷の寝室。

　ナナを呼ぶために、まずはミウを呼んだ。

「お呼びですかご主人様」

「ああ、悪いけどナナに──」

「きゃあああ！」

　いきなりキャロラインが悲鳴を上げた。

　それまでおれの腕の中でブルブル震えてただけだったのが、ミウの姿を見た途端、悲鳴を上げて更に怯えた。

「どうしたキャロライン！」

「いや！　こっちに来ないで……」

「え、ええ？」

　キャロラインの怯えとはっきりとした拒絶にミウが困惑した。

　ミウが何もしていないのはわかる。

　だから、ミウが困惑するのもよくわかる。

　わからないのは、なぜキャロラインがミウを見て怯えるかだ。

「どうかしたんですか？」

「いやああああ！」

　騒ぎを聞きつけて部屋に入ってきたコーラリア。

　彼女を見てもキャロラインは怯えた。

「ご、ごめんなさい！　私──何かしましたか？」

　コーラリアも困惑する。

　キャロラインはますます怯えておれにしがみついてきた。

（もしや……）

「なんだ？」

（目に見える者全すべてに怯えているのではないか？）

「目に見える者？」

（推測だがな。あらゆる存在に対して無差別に怯えているように見えるのだ）

「攫さらわれたショックからか……？」

（おそらくな。この際、屋敷ではなく人気ひとけのないところに飛んだ方がいいかもしれん）

「そうだな……いや」
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　おれは少し考えて別の手段を使うことにした。

　やってみたことはないが、多分いける。

　完成形をイメージして、エレノアからオーラを引き出した。

（迷彩オーラか？　そんなことをして奴やつらを見えなくしたとしても……）

「逆だ。ミウやコーラリアを隠すんじゃない。キャロラインに周りを見えなくするんだ」

　オーラでキャロラインの全身を包む。

（──ふむ？）

　戸惑とまどうエレノア。

　それはひとまずおいて、キャロラインに話しかけた。

「キャロライン、目を開けてみろ」

「え？」

「まだ怖いか？」

「……あっ、神様以外いなくなった」

「そうか」

「神様……」

　キャロラインはおれを呼ぶと、更にぎゅっとしがみついてきた。

　キャロラインにオーラを纏まとわせて、おれより力が下の人間を見えなくする。

　即興でいつもの迷彩オーラと逆の効果になるようにしてみたが、どうやらうまくいったようだ。





☆






　おれは怯えるキャロラインを腕の中に抱いたまま、次々とワープの羽根で飛んだ。

　ヘレネーのところ。

　リカのところ。

　アウラのところ。

　フィオナとマリのところ。

　セレーネのところ。

　そして、デルフィナのところ。

　ひたすらおれの女たちのところに飛んで、政と財両方のトップから教会の動きを探ってもらうように頼んだ。

　そうしたあと、屋敷に戻ってくる。

　屋敷の中庭で彼女を腕の中に抱いたままくつろぐ。

　あれほど怯えていたのに、キャロラインはすっかり落ち着きを取り戻していた。

　今はおれのことしか見えない世界にいるはずだ。

　普通ならその方が逆に怖いはず。

　物語でたまに見かける、自分と相手のたった二人しかいなくなってしまった世界。

　普通ならそっちの方がよっぽどパニックになるはずだが、キャロラインはそんな世界で安心しきった顔をしていた。

（くくく、よくよく不思議な娘だ）

「感受性とか物事の捉とらえ方が普通とはちょっと違うんだろうな」

（貴様が未だに抱かない理由もわかろうというものだ）

「うん？」

（なんだ、気づいていなかったのか？）

　エレノアは呆あきれたように言った。

（蹴けり姫の直後だから、余計に無理なのだろうよ）

「……ああ」

　そこまで言われてようやくおれも気づいた。

　今まで自分でも気づいていなかったが、無意識に避けていたのだ。

　修道女たちは抱いたのに、こんな風に慕ってくるキャロラインは抱かない。

　それは、彼女がおれに依存しすぎているからだ。

　好意を向けられたり頼られたりするのは嬉うれしいが、依存されすぎるのは嬉しくない。

　蹴り姫──セレーネ。

　ダメっ子から一変していい女になったセレーネを見たあとでは、いい意味でも悪い意味でもキャロラインは抱けない。

　抱きたくない──まだ抱きたくない。

　おれ自身気づいていなかったそのことを、エレノアはピタリと言い当てた。

（すっかりグルメになったものだ）

「かもしれん」

（見た目は申し分ないのだがな）

「それはそうだ」

（今抱いてしまうのはどうだ？　イオなんかも貴様に抱かれてから成長し始めたようなものだ。この娘もそうかもしれんぞ）

「そうだなあ」

　おれは迷った。

　エレノアの言うことにも一理ある。

　おれに依存しすぎている点を除けば、キャロラインは誰だれもが振り返るほどの美少女だ。

　深入りする前なら抱いていたかもしれない。

「あの、ご主人様」

「うん？」

　顔を上げるとミウが目の前にいた。

　視界の隅っこ、屋敷の二階、窓の向こうにもミウの姿が見える。

　どれも自然な動きで、人形使いを完全に使いこなしているなと感じる。

　成長した彼女に嬉しくなった。

　同時にキャロラインをますます──いや、これ以上はやめよう。

「どうした」

「ご主人様に見てほしいものがあるんです」

「おう、なんだ」

　頷うなずいて、ミウに先を促うながした。

　ふと、腕の中にいたキャロラインが顔を上げた。

　すっかり落ち着いた顔が、目が、みるみるうちに見開かれて。

「きゃああああ！」

　と、また悲鳴を上げた。

「待てキャロライン、ミウは──」

　瞬間、身体が動いた。

　弁明も、疑問も、確認も。

　間にあるべきはずの手順をいくつもすっ飛ばして身体が動いた。

　なぜそうなったのかは、勘が働いたからとしかいいようがない。

　おれはエレノアを抜いて──。





☆






　まるで母に抱かれているかのような、落ち着いた時間だった。

　地上で最も安心できる場所。

　キャロラインはカケルの腕に守られて、落ち着きを取り戻した。

　カケルしか見えない世界──それは夢のような世界だった。

　ノイズがなくて、カケルだけがいた。

　そんな世界にキャロラインは安堵あんどした。

　不意に気配を感じて顔を上げると、そこに見知らぬ者がいた。

　メイド服を纏う、ケモミミの少女。

　──ノイズ。

　カケルしか見えなくなった世界に、突然割り込んできたノイズ。

　キャロラインは怯えた。

　また攫われるかもしれないという恐怖に怯えた。

　悲鳴を上げた。

　恐怖に駆られて悲鳴を上げた。

　次の瞬間、カケルは魔剣を抜いて相手に振り下ろした。

　ガキーン！

　耳をつんざく金属音。

　飛び散る火花、嗤わらうカケルの顔。

　他人とやりとりをしてこなかったから、キャロラインは知らない。

　今見えている男の表情は、一般的には「悪人面あくにんづら」と分類されるもの。

　しかし、それはキャロラインに安心感を与えた。

　手傷を負った獣人の少女は、姿がぼやけてまた見えなくなった。

　カケルはキャロラインを抱いたまましばらく剣を振り回していたが。

　再びカケルしか見えなくなった世界で、キャロラインは安心して彼にしがみつくのだった。
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　ミウの姿をしたそいつをエレノアで斬きりつけた。

　そいつは飛び下がりつつ腕を上げてガードする。

　そのガードごと腕を斬り落とした。


「──っ！」



　表情が変わる。

　ミウとは思えないほど獰猛どうもうな表情。

　斬り落とした腕はすぐに塵に返り、断面から再生した。

　そいつは地面を蹴けって跳び上がった。逃げるようだ。

　おれも跳んで追おうとしたが、思いとどまった。

　そいつが跳んだ瞬間の動き、そして軌道。

　跳躍じゃなく飛翔ひしょうだと気づいた。

　ただ跳んだだけじゃ途中で置いていかれる。

「ひかり、オリビアを出せ」

（うん！　おーちゃん！）

　ひかりの刀身が光って、オリビアが召喚された。

　チビドラゴンでもなく、竜人の姿でもない。

　ドラゴンとしてのオリビアが召喚された。

　おれはキャロラインを抱きしめたまま、オリビアの頭に飛び乗った。

　そして「追え」とだけ命じた。

　オリビアは翼を羽ばたかせて、大空に飛び立った。

　逃げるミウの姿をした何かを追うオリビア。

　直線を飛ぶ速度はオリビアの方が上。すぐに追いついた。

「捕まえたぞ」

　オリビアの頭に乗ったまま肉薄。偽のミウにエレノアで斬りつけた。

　偽ミウが振り向いて腕をかざす。

　ガキーン！

　金属音が響き、火花が散った。

　さっきより大分硬い。

　反撃が来る。

　かぎ爪づめにした手で抉えぐってくる。

　直前に嫌な感じがしてのけぞって避けた。

　空気が腐った。

　それが正しい表現なのかわからない。

　だがおれはそう感じた。

　そいつの爪が通り過ぎた空間が腐った。

　よく見たら爪が黒紫色をしていて、名状しがたい色の何かが滴したたり落ちていた。

（身体にかかれば貴様とてただでは済まんな）

「かからなきゃどうってことない」

　更にエレノアを振り下ろす。

　爪と打ち合って火花を散らす。

　空中で偽ミウが飛び回って死角から攻撃を放ってくる。

　オリビアも飛び回ってそれを躱かわすが──。

（おーちゃん大変そう……）

　ひかりがそうつぶやくように、オリビアは直線の速度で上回っていても小回りは劣っていた。

　何回か追従しきれず死角に回り込まれてしまうオリビア。

　本人も反撃したが、掠かすめただけでダメージを与えられなかった。

　何回か旋回したあと、完全に死角を突かれたオリビアが偽ミウの攻撃を喰くらった。

　その衝撃でおれも空中に投げ出された。

　ちらりと偽ミウが邪悪な笑みを浮かべているのが見えた。

　これでもう追って来られまい──そう言っている気がした。

「その顔で笑うな」

　おれは空中を蹴った。空中を──空気を。

　何もないところを蹴って、偽ミウに突進していった。

（くくく、相変わらずでたらめなことをする）

（おとーさんすごい！）

　魔剣の母娘おやこの反応をよそに、偽ミウに肉薄してエレノアを振り下ろす。

　驚いた偽ミウはとっさにガードして、おれの突進を受け流す。

「まだだ！」

　受け流されて明後日あさっての方向へすっとんだおれは、もう一回空中を蹴って方向転換すると再び突進した。飛翔という意味で空を飛ぶことはできないが、これなら空中でも戦える。

　何度も何度も突進をして、偽ミウに攻撃をしかける。

　時に躱されて、時に流されて、時には打ち合って地面に叩たたき落とされたが。

　その度に方向転換して突進していく。

　偽ミウの顔色がどんどん悪くなる。

　劣勢だと悟って焦あせり始めた顔だ。

「そろそろ観念してもらおうか」

　そう言うと、偽ミウはおれから距離を取るように後ろ向きに飛んだ。

「逃がすか！」

（待て！　違う）

　エレノアの制止がかかった直後──偽ミウは手を上げた。

　その手を中心に巨大な魔法陣が出現する。

　直径およそ三十メートル。

　空を覆おおい尽くす、といっても過言じゃない魔法陣。

　尋常じゃないサイズの魔法陣からは今にも恐ろしい魔法が炸裂しそうな気配が伝わってきた。

　大きさだけ見てもとんでもないパワーを秘めていそうなことがわかる。

　が、問題にはならない。

　おれの腕の中ではキャロラインが安心しきっておれに身体を寄せている。

　偽ミウを見て悲鳴を上げたのは、あの一瞬だけあいつの力がおれを──エレノアを上回っていたからだろう。

　そのあと静かになったのは、一撃与えて力が弱まったからだ。

　そして今もキャロラインは静かにしている。悲鳴どころかおれ以外何も見えていない様子で。

　つまりはそういうことだ。

　……といっても、ここは空中。

　オリビアが翻弄されたように、不慣れな地形での戦いをこれ以上長引かせるのはよくない。

　ならば。

　一撃で倒すために、おれはエレノアを持つ右手に力を込めた。

　全力の一撃。

　１２０％の投擲とうてき。

　エレノアが最も望む全力での投擲を──。

（やめ──）

　直前にまた制止が入ったが、今度は構わず投げた。

　こうしようとするとエレノアはちょくちょくやめろとか待てとか言うが、気にせず投げた。

　確信がある。

　この一撃でヤツは消し飛ぶ。


　キィィィィィン！　うなりを上げてエレノアが飛んでいく。



　音速を楽に超えた魔剣の一撃は、巨大な魔法陣もろとも偽ミウを消し飛ばした。




「……あっ」
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　おれはエレノアが制止した意味を少し遅れて理解した。

　偽ミウを消し飛ばしちゃダメなんだ。

　戦いが長引いたうえに、ミウの顔であんな表情をしたヤツに腹が立ってすっかり忘れてたが。

　倒すんじゃなくて、無力化して情報を引き出さないとダメだった。

　後悔したけど、後あとの祭り。

　おれとエレノアの全力の一撃で、偽ミウは跡形もなく消えていた。

　キャロラインを抱いたまま着地してがっくり肩を落とす。そのままエレノアを回収した。

（ばかもの。我の言葉に耳を傾けぬからこうなるのだ）

「むむむ」

（何がむむむだ、今回は猛省しろ）

　エレノアに言い返す言葉がなかった。

　相手は倒したが、おれのミスだ。

（あれ？　おーちゃんどうしたの？）

「うん？」

　ひかりが何かに気づいたようだ。

　背後を振り向くと、ドラゴンのオリビアがそこにいた。

　犬のように座って、は虫類の──しかし従順な犬を思わせるような目でおれを見つめている。

　忠犬オリビア。彼女がたまにする表情だ。

　何か言いたくて、でもおれの命令を待っている──そんな顔。

「どうしたオリビア」

「これを見て」

　オリビアは頭を下げると、顔をおれの前に近づけてきた。

　頭だけで人間くらいはあるオリビア。

　その口──牙きばに何かが引っかかっていた。

「これは……？」

「さっき嚙かんだ時に引っかかったんだ」

「さっき……ああっ、掠ったときのアレか」

「そう！」

　更に嬉うれしそうな顔で頷うなずくオリビア。

　牙に引っかかった一部──服と肉。

　本体は消し飛ばしてしまったが、これが証拠になるかもしれない。

「よくやったオリビア」

「あは♪」

　ほめてやると、オリビアは嬉しそうに笑ったのだった。
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　屋敷のリビング。

　どかっとソファーに座るおれのそばに二人の女がいた。

　一人はキャロライン。

　誰だれかが視界に入ると怯おびえるから、オーラで纏まとうことで他ほかの奴やつを見えなくして保護してる。

　もう一人は人の姿のオリビア。

　彼女はおれの膝ひざの上にあごを乗せて、まるでワンコのようにしていた。

　おれはオリビアの頭を撫なでた。

　手つき自体はひかりにするただのナデナデと一緒だが、やっていることは違う。

　過去の世界でエレノアがやっていた、相手にただ触れるだけでセックス以上の快楽を与える──無限に快楽を与えつつも、最後には精気を吸いつくして相手を壊す技。

　あれのアレンジ版を使ってオリビアを撫でていた。

　エレノアのは触れただけでセックス以上の強烈な快感を与える一方、相手を壊してしまうが、

　おれはそのデメリットをなくして、強烈な愛撫程度にアレンジした技を試してみていた。

　賢いオリビアは最初の段階からおれの意図に気づいていた。

　気づいた上で、おれにされるがままになっていた。

（さすが忠犬。主あるじの実験台にされても喜ぶとはな）

「身も蓋ふたもない言い方をするな」

（だがその通りだろう？　それよりいいのか？　その技は扱いが難しいのだぞ）

「問題ない。キチッとモノにしてみせるさ」

（まあ、貴様が考えた通りに調整できればまさに鬼に金棒。やってみる価値はあるか）

「言っておくがこれだけじゃないぞ」

（うむ？）

「これ以外も一つずつ全部モノにする。そのうちお前のものを全部おれのものにしてやる」

（……す、好きにしろ）

　エレノアが珍しく動揺した声で言うのを聞きながら、オリビアの頭を撫で続ける。

　オリビアは顔を上気させている。ただ頭を撫でただけじゃ、普通そうはならない。

　オリビアはオッパイを揉もみ続けた時と同じ反応になっていた。

　調整はそれなりに順調。おれは慎重に調整を続けた。

　一方、空いている方の手で肉片と布の切れ端を持って、それを眺めた。

　オリビアがゲットした手がかり。

　それを眺めながら、女たちからの情報を思い浮かべた。

　ヘレネー、リカ、アウラ、フィオナ、セレーネ。

　五大国の女王や王女たち。

　そして全世界に根を張って、一国に匹敵ひってきする程の財力を持つデルフィナ。

　全員に調査してもらった結果、教会には何らおかしな動きはないという。

　もちろん教会がおかしな動きをしていないというパターンも、おれは想定していた。

　相手が魔の者だと予測した時から、人間とは違う動きをしているかもしれないと思っていた。

　事実、おれの女たちは誰一人としておかしな動きを捉とらえることができなかった。

　でも確かに動いている者はいて、その証拠がこの肉片と布の切れ端だ。

　魔の者、人ならざる者が暗躍していることだけははっきりしていた。

「問題はどうしてキャロラインを狙ねらうかだな」

　ちらっとオリビアを見る。

　オリビアは満足そうな笑顔、かつ上気した表情でおれに頭を撫でられ続けている。

（ワンコは言いたいことはないようだな）

「そうみたいだ」

　もし何かに気づいて言いたいことがあれば、オリビアは言いたくてうずうずしてるだろう。

　おれに言いたい。『許可をもらって』言いたい。

　オリビアはそういう表情をするはずだ。

　そうしないで完全に甘えてるってことは、オリビアには特に言いたいことがないってことだ。

（どうする？）

「法王になるまでずっと守り続けるのもわけはないが」

「さすが人の子！」

　オーラで声を隠してないから、おれの声が聞こえたオリビアが合いの手を入れてきた。

　ちょっと強めに、それでいて優しくオリビアを撫でつつ、話を続ける。

「だが、法王になったあとも狙われるなら意味ない。一生守り続けるわけにはいかないからな」

（うむ、狙われる理由と黒幕をはっきりさせておかねばな）

「こればかりはもうヘレネーたちには頼れないな」

（いっそこの娘キャロラインをエサにして釣ってみるか？）

「万が一のこともある。それは最終手段にしたい」

　エレノアと一緒に、ああでもないこうでもないと議論をした。

　ソロン教の経典を読み解いてみるとか、メリッサに話を聞いてみるとか。

　いろいろ案を出してみるものの、キャロラインをエサにする以上に効果的な案は出てこない。

　本当にそうするしかないのかと、眉間のしわが深くなっていった頃ころ。

　窓の外、庭にオルティアの姿が見えた。

　オルティアは深くフードを被かぶっている。精気が切れて老婆の姿に戻っているのだろう。

「最近オルティアがなんかよそよそしいな」

（浮気うわきか？）

　エレノアの刀身にデコピンをした。

「ベッドの上ではいつも通りだが、それ以外話しかけてこないというか、避けてるというか」

（ふむ。確かにそのような空気だったな。竜王ワンコと真逆だ）

「そこを繫つなげてやるなよ──オリビアの真逆？」

　何かが引っかかった。

　真逆って何の真逆だ？

　オリビアはいつも言いたいことがある時にうずうずする。

　その真逆というと……言いたくないことがあるからおれを避けてる？

『──私はオルティア、ただのオルティア』

「違うな。言いたいことがあるから避けてるんだ」

（さっきから一体何を言ってるのだ貴様は）

　エレノアは呆あきれたようにそう言ったが。

「オルティアはただの女になりたがってる。だから、言いたいことがあったとしても、おれに助言なんかしたくないんだ」

（……ふむ？　なるほど）

　語気が一変、エレノアも真剣な口調になった。





☆






「ええ、知ってるわ」

　呼び出したオルティアはあっさりそう認めた。

「聞かれたくなかったから避けてたのか」

「助言したくなかったから避けてたのよ」

　なぜなら今の彼女はただのオルティアだから。

「そこをなんとか頼む」

「いいわ。そのかわり、話したあとはちゃんとただの女として扱って」

　オルティアを抱き寄せると、フードを取ってキスする。

　精気が切れてしなしなの老婆だったのが、肌に艶つやと張りが戻って、絶世の美女に戻る。

　長めのキスのあと、オルティアは半分満足、半分物足りないといった複雑な表情をした。

「残りは話したあとだ」

「わかったわ」

　オルティアが頷うなずくと、纏っている空気が一変する。

　おれに何かを教える時特有の──割り切った教師口調になった。

「あの娘、キャロラインは神の器」

「神の器？　神の子じゃないのか」

「どちらも正しい。観点の違いよ。神の子というのはあくまで人間の視点から見た場合。神であるソロンの血を引いた神の子という意味。では神の器は？」

「……連中の視点、か」

　教師の問いに答えると、彼女は満足した様子で頷いた。

「そう。神の器とは彼らの視点から見た場合の呼び名。そしてそれこそが本質。神の器とは、ソロンがこの世界に降臨……いえ顕現けんげんね。それをする際の依より代しろということ」

「なるほど」

「神の器は空虚でなければならない。そうでなければ、ソロンが憑依ひょういするとき不都合がある。しかし、空虚に育つように設定した器に、少しだけ人間らしい感情が芽生えた。なぜ？」

「……おれの声が聞こえたからか？」

　頷くオルティア。

「あなたとの触れ合いで彼女は少しずつだけど人間に近づいていっている。いいえ。このままでは人間そのものになる可能性が高い。なぜなら」

　オルティアはまっすぐおれを見る。

　その目からは熱っぽさがあふれ出していた。

「あなたに関かかわった女は、例外なくただの女にされてしまう」

「ただの女か」

「ただの女。立派な人間よ。だから彼らはあなたから彼女を取り上げたくて実力行使に出た」

「……つまり、法王の話なんて別にどうでもよくて、連中はキャロラインを連れ去っておれの寿命が尽きるまで保管したいと考えてる、ってことだな？」

　おれの答えにオルティアが満足そうに頷いた。

　かつての魔の者の言葉を思い出す。

　奴らの寿命は人間よりもはるかに長い。おれが寿命で死んだあとにまた動けばいい。

　そんなことを言っていた。

　キャロラインへの方針もそれだってことか。

「つまり、逆に器の中身を満たしてやればいいってことか」

「ええ、あなたがいつもやってきたことをやればいいの。更に邪魔は入るでしょうけどね」

　オルティアはおどけて言った。

　そんなことは問題じゃない。

　どんな邪魔だろうと排除すればいい。それだけの話だ。
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　キャロラインが目を覚ますと、そこは自分の部屋だった。

「──ひぃ！」

　長年住み慣れた自分の部屋。

　本来なら心安まるはずのパーソナルスペース。

　しかし、キャロラインは悲鳴を上げた。

　顔を青くして周りを見回すと、必死に何かを探した。

「神様！　神様はどこ!?」

　探しているのは彼女が神様と呼ぶカケルのこと。

　いつの間にここに帰ってきたのか。

　眠りにつく前までは確かにカケルの腕の中にいたはずなのに。

　彼女はすっかりパニックになると、必死にカケルを呼んだ。

「神様!!　どこにいるの神様!!　いやああああ!!」

　叫び声を聞きつけた者たちがやってくる。

　ドタドタドタという音のあとに、ドアがバーン！　と乱暴に開け放たれる。

「どうしたんですかキャロライン様！」

「何かありましたか？」

　部屋に入ってきたのは二人の若い修道女。

「ひぃ！」

　修道女の出現に、キャロラインはますますパニックになった。

　攫さらわれかけたことがトラウマになって、彼女は今やカケル以外のあらゆる人間に恐怖を覚えるようになってしまった。

「大丈夫ですよキャロライン様。私たちはここの修道女です」

「バカ、彼女に何を言っても意味ないでしょ。聞こえないんだから」

「あっ、そっか……」

　キャロラインに彼女たちの声は聞こえない。

　正確には、声としては聞こえているものの、脳がそれを声だと認識していない。

　カケルが与えたくじ引きのアイテム「下位互換」があるので、本人さえ聞こうとすれば声は届くのだが、カケル以外の姿を見ただけでパニックになって怯おびえているキャロラインが、自分から声が聞こえるように周波数を合わせられるはずがない。

「神様！　お願い、返事をして神様！」

　結果、彼女は更に混乱して大声を出すと、ひたすらカケルを呼び続けた。

「ソロン様の声が聞こえなくて怯えてるのかな？」

「そうね。何かあったのかな。けど、今までだっていつも聞こえてたわけじゃないよね？」

「うん……でも随分興奮されてしまってるみたいだし、一人にしてあげた方がいいわよね」

「そうだね。あ、ちょっと待って」

　修道女の一人が、キャロラインの部屋の机に置かれていたペンと紙を使って何かを書いた。

　簡単なメモ書きにしたものをキャロラインに渡す。

「『安心してください。私たちは外にいますから、何かあったら呼んでくださいね』なるほど、文字にして見てもらえれば読めるってことね」

「そう。今の状態じゃ無理でも、落ち着いたあと目を通してもらえればいいなって思うから」

　修道女二人はそう言って頷うなずき合うと、キャロラインの部屋から出ていった。

　二人がいなくなったことで、彼女たちの予想通りキャロラインは少しだけ落ち着いた。

　部屋の中を見回して、喚わめかない程度には落ち着いた。もらったメモに目を通す余裕もできた。

「神様……どこに行っちゃったんだろう」

　つぶやくキャロライン。

　恐怖が過ぎ去ったあとに残ったのは、かつてない程の心細さだった。

　この日を境にして、カケルはキャロラインの前に現れなくなった。





☆






　カケルが現れなくなって早一週間。

　初日こそパニックに陥おちいったキャロラインだったが、教会は彼女にとって慣れ親しんだ我が家も同じ。翌日にはかなり落ち着いて、なんとかそれまでと同じ生活を送れるようになっていた。

　この日も部屋を出ると、カケルのことを思いながら神像の前で祈りを捧ささげようとした。

　いつものように跪ひざまずき、手を合わせようとしていると、横から一人の女がやってきた。

「あっ、ちょっと待ってくださいキャロライン様」

　若い修道女が何か言ったが、もちろんキャロラインには聞こえていなかった。

　修道女はキャロラインを押しとどめて、彼女が跪こうとしたところをホウキで掃はくと、軽く絞った雑巾ぞうきんで拭いた。

　キャロラインが跪こうとしたところをサッと掃除したのだ。

「はい、どうぞ。今日も頑張ってくださいねキャロライン様」

　修道女はそれだけ言い残して立ち去った。

　無論キャロラインの耳には聞こえていなかった。

　だが、その行動だけは目に映った。

　キャロラインは修道女の不思議な行動に首を傾げた。





☆






　一日中祈りを捧げても、キャロラインの前にカケルが現れることはなかった。

「神様……」

　切なげにつぶやく。

　他ほかの人間の言葉は彼女に届かないが、逆は違う。

　キャロラインの言葉は他の信徒たちに聞こえるのだ。

　男たちが教会学校の教師役で出かけて、修道女だけが残る教会で。

　同じように祈りを捧げていた年かさの修道女たちが彼女を慰めた。

「大丈夫ですよキャロライン様。きっとまたソロン様はお声を掛けてくださいますよ」

「そうそう。今はきっと、私たちの学校の成果を見守ってくださっているところなんですよ」

　そんな年かさの修道女たちの言葉ももちろん聞こえず、キャロラインは少し離れたところでせわしなく動いている若い修道女たちを見ていた。

「皆さんお疲れ様です。お水を持ってきました」

「冷たいタオルです、これで膝ひざを冷やしてくださいね」

　彼女たちは信徒に水やタオルを配ったり、病気の人を慮おもんばかったりと、あれこれ動き回っている。

「はい、キャロライン様もどうぞ」

　一人がキャロラインのところにきて、水の入ったコップを渡した。

「どうぞ──あっそっか、話しかけてもわからないんでしたっけね」

　若い修道女が水を飲むジェスチャーをしたので、キャロラインは受け取った水を飲んだ。

　水が身体に染しみこんできた。ただの水のはずが、やけに芯まで染みこんでくる。

「うふふ。不思議そうな顔をしていますね。ちょこっと味を加えてみました。話したところで伝わりませんから説明はしませんけど」

　イタズラっぽい笑みを作って、若い修道女は他の者たちにも水を配って回った。

　キャロラインは、そんな彼女たちの姿を見つめ続けた。





☆






　キャロラインの生活に少し変化が起きた。

　教会で寝て起きて、祈りを捧げるという日常は変わらない。

　だが、それ以外にやることが一つ増えた。

　目で修道女の姿を追うことだ。

　特定の誰だれか、というわけではない。

　教会にいる一部の若い修道女の姿を目で追うようになった。

　今も、訪ねて来た信徒の手紙の代筆をしている修道女を見つめている。

　ここ数日、やけに目を惹ひく修道女たちがいる。

　他の人間たちと何かが違う。何がと言われると、語彙力ごいりょくの低いキャロラインはそれをうまく表現できないが、はっきり何かが違うと感じていた。

　気が利きいて、動きが洗練されていて、所作にどことなく気品を感じる若い修道女たち。

　キャロラインはそんな彼女たちを目で追うようになっていた。

　そして、キャロラインがそうなったのにはもう一つ理由があった。

　若い修道女たちが常に一人、必ずキャロラインの視界に入っていたからだ。

　部屋に籠こもっている時でさえ、窓を見れば常に一人そこにいた。

　向こうはキャロラインを見ていない。それぞれその時々における役割を忠実にこなしていた。

　だが、どんな時であろうとも、キャロラインの視界には必ず一人若い修道女がいた。

　だからキャロラインは彼女たちを見た。目で追いかけて観察した。

「すごく……」

　キャロラインはその女たちをなんとかうまく表現しようと頑張った。

「綺麗きれいで、すごくて、……すごい女の人たち」

　人間と没交渉で、鍛えてこなかった少ない語彙力を振り絞ってなんとかそれだけ言葉にした。

　目で追っているうちに、キャロラインは彼女たちのことがもっと気になった。

　同時に、みんなそうなのかとも思った。

　他の信徒たちの行動も見てみた。年かさの信徒たちも見てみた。

　けれどキャロラインが「すごい」と思うのは一部の人間、数にして二十人くらいだった。

　次第に顔も覚えた。

　名前はわからないけど、顔は覚えた。

　顔を覚えると、その行動にもっともっと惹かれるようになった。

　二十人はみんな似ているようで、微妙に違う。

　すごさもそれぞれ違う。

「どうしてなんだろう……あっ」

　自分で考えてわからなかったキャロラインは、ある時ふと気づいた。

　わからないなら聞けばいいんだと。

「その間だけ神様の声が聞こえなくなっちゃうけど……しょうがない」

　彼女は『下位互換』を使って普通の人間の声も聞こえるようにしてから「すごい」女の人を探そうと部屋を出た。

　普通の人間なら、今このタイミングでそうはしない。

　なぜなら彼女がそれを思いついたのは真夜中だったからだ。

　聞きたいことがあると気づいても、それが夜中なら次の朝まで待つのが常識。

　だが、他人と関かかわってこなかったキャロラインにそんな発想は微塵みじんもなかった。

　だからこそ出かけたキャロラインは、偶然見かけた──部屋を出て「すごい」女を探そうとしたところで、若い修道女の一人がカケルと向き合って話しているところを目撃した。

『神様……？』

　驚くキャロライン。

　しかし、驚きは予想外に軽かった。

　これが数日前、教会に戻された直後だったら、一も二もなくカケルの前に飛び出していったに違いないが、さすがに少し落ち着いていたので、そうはならなかった。

　カケルへの依存は少しだけ薄れ、カケルと「すごい」女の組み合わせへの関心が凌駕りょうがした。

　飛び出す代わりに彼女は気になった。ものすごく気になった。

　カケルと「すごい」女との会話が。

　カケルの声を聞こうとすると、女の声が聞こえない。

　女の声を聞こうとすると、今度はカケルの声が聞こえない。

　どちらか片方しか聞こえなくて、会話の内容がわからない。

　でも気になる。何を話しているのか気になる。

　キャロラインは生まれて初めて全力で努力した。

　意識を外側に向けて、二人の会話を同時に聞き取れるように頑張った。

　そして。

「はっ、ニキ・セフィリス以下第一小隊、引き続き神の子の身辺護衛に当たるであります！」

「頼む。全すべてが終わったら全員たっぷり可愛かわいがってやるからな」

「はっ──いいえ。はい！」

　内容が聞こえたことはよかったものの、キャロラインは困惑した。

　一瞬にして二つの顔を見せたニキ。

　彼女の顔は覚えていた。

　しかし、今の顔は知らない。

　今までで一番格好いい顔のあとに見せた──一番綺麗な顔。

　その二つを一瞬のうちに切り替えてみせたニキにキャロラインは困惑して、ますます彼女に興味を持った。





☆






　キャロラインの心の動きは、９割近くカケルの予想通りだった。
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（いい加減我にくらい種明かしをしてもらおうか）

　ニキを見送ったあと、エレノアが頭の中で聞いてきた。

　いい加減、と枕詞まくらことばを付けているが、気分を害した様子はまったくなく、むしろ楽しげな感じだ。

　ここ最近エレノアはいつでも楽しそうにしている。

（第一小隊にオーラを被かぶせて教会に潜り込ませた。だが何かをさせるかと思えばそうでもなく、ただただ日常を過ごさせている。貴様の本当の狙ねらいは何だ）

「多分だが……キャロラインは人間のことを人間だと思ってない」

（ふむ？　どういうことだ？　我のようにということか）

「違う。お前は人間のことを人間だと思ってるだろ。ただし人間と書いてルビに「ゴミ」とか振ってるかもしれないが……まあそんなとこだろ」

（うむ、まさしく）

「キャロラインはそうじゃない。というかそれ以前の問題だ。あの子の世界には神しかいない。神様とそれ以外。それがキャロラインの世界の全すべてだ」

（なるほど。彼女の世界に人間は存在しているが、それは人間としてではない。その辺にいる犬猫か草木と同じということか）

「大体合ってる。無意識に周りをみんな自分の下として捉とらえてるんだ」

（……ふむ、つまり彼女にとって人間とは犬猫だけでなくモンスターとも一緒ということか）

　頷うなずくおれ。

　キャロラインを見ているとそう思う。

　くじ引きスキル「下位互換」と周波数を合わせる必要性から考えても多分間違いないだろう。

「まずはそこから人間を人間として認識させる。空っぽな彼女の頭を満たしていくんだ」

（それはわかった。だがなぜ奴隷兵なのだ？　しかも貴様、わざわざ第一小隊を指名したな？）

「『人間』を理解させるんだ、一人二人の超人を見せただけじゃ意味がない。目を惹ひく大勢を見せてやらないとな」

（それが奴隷兵を送った理由だな。第一小隊を選んだ理由は？）

「……」

　それは、まあ……。

（くくく、答えられんところをみるとやはりそうか。第一小隊はいろいろあった。奴隷兵の中で最も貴様と関かかわりが深い──貴様の匂においが染しみついている）

「言わせんな恥ずかしい、ってヤツだ」

　エレノアの言う通りだった。

　ニキが率いる奴隷兵第一小隊。

　かつてはおれのために戦果を上げたいという想おもいが強すぎて、戦場で無茶を繰り返していた。

　あの頃ころの第一小隊は最も戦功を上げるか、最も多く損害を出すかのどっちかだった。

　それをおれが諭さとして、更に自ら鍛えて。

　何よりそれ以上に健気けなげな彼女らを抱きまくって。

　結果、奴隷兵の中でおれと一番関わりが深い小隊になった。

「匂いとは……言ってくれるな」

（貴様があの娘に与えた安心毛布だろう？　神様がいきなりいなくなっても安心できるように、とな。ならば匂い以外に言いようがない）

　おれは無言でエレノアにデコピンをした。

　エレノアに見抜かれて複雑だが、今のところ経過は悪くない。

　もうしばらく様子を見るか。

　おれはワープの羽根を取り出して、屋敷に戻ろうとした。

　その時、教会の前に一台の馬車が止まった。

　馬車から一人の女が降りてくる。

　年齢は30を少し超えたくらいか。均整のとれた肢体と美貌。

　タイプで言うとデルフィナを彷彿ほうふつさせる女だ。

　その女はソロン教の服、メリッサに近い服を着ていた。

「幹部か」

（あの服は神官長のものだな）

「神官長？」

（いくつかの街の教会を統括する立場だな）

　なるほど、それなりにエライ人間か。

　だがそんな人間がどうしてここに？




　神官長の女は教会に入っていった。

　なぜ今ここに来たのか気になった。

　おれは迷彩オーラを纏まとうと、姿を消した。

（くく、過保護だな）

　エレノアの刀身にもう一度デコピンをした。

　キャロラインはおれの声が聞こえるが、姿までは見えない。

　声を出さないように気をつけながら教会に入った。
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　キャロラインは祈りを捧ささげながらも、チラチラと周りを見ていた。

（さっきの神様と女の人との会話から考えると、もしかして……綺麗きれいな女の人たちってみんな神様が私の周りにいるように手配してくれた人？　ってことは天使？）

　カケルとの会話を盗み聞きして奴隷兵たちの正体を推測したまではよかったが、その先はやはりキャロライン。発想がとてつもなく飛躍していた。

　彼女は天使──カケルが送り込んできた女たちを更に目で追った。

　中でも特にカケルと話していた女。

　ニキ・セフィリス。

　彼女のことを一番熱心に見つめていた。

　彼女たちは皆、他ほかの人間と違って綺麗だったり素晴らしかったりするが、その中でもニキは抜きん出ていた。

　光り輝いているように見えると言ってもいい。

　キャロラインは今まで普通の人間と没交渉だった。

　ある意味セレーネ以上に世間知らずだった。

　だから、今自分が見えているものが本当は見えるはずのないものだとは気づかなかった。

　それが逆によかった。

　半端はんぱに知識があったら困惑していたはずだからだ。

　今彼女に見えているもの……それは魂の色だった。

　普通の人間には見えるはずのないもので、それ故ゆえに、普通の常識を持っていたら困惑するであろうもの。

　しかし常識のないキャロラインにはそれがわからない。変だとも思わない。

　だからただ、素敵な女が輝いて見えるという、その現象だけに目を向けた。

（私これ知ってる……なんだっけ？）

　ニキが光って見えることに心当たりがあったキャロライン。

　彼女はそれと同じものを見ている──しかもごく最近にだ。

　それが何だったのかと、キャロラインは探るように周りを見回した。

　キョロキョロ、キョロキョロ。

　やがて、窓の外でそれを見つけた。

　窓の外、昼間の青い空。

　そこに掲げられた──白い月。

　ニキの輝きは、その月と同じように見えた。

　そのことにキャロラインは更に困惑したが、ある意味彼女は本質を見ていた。

　魂が月と同種の輝きを放つニキ。

　月の輝きの先には太陽がある。

　ニキ月は、カケル太陽の光を受けて輝いている。

「あなたですね、神の子は」

「え？」

　素敵な女たちを眺めるため、そしてその声を聞くために合わせたキャロラインの周波数。

　そこに一人、別の女の声が割り込んできた。

　顔を上げる。そこには神官長の服を着た女がいた。

「初めまして、私の名はエウドラ・カナシスと申します」

　物腰が上品で、人当たりもいい女。

　しかしキャロラインの目には。

　ニキの輝きが太陽だと思える程、対照的に黒く、汚泥おでいのような色に見えたのだった。
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「エウドラ……さん？」

「あら、神の子はなかなか喋しゃべってくれないと聞いていましたけど、そうでもないのですね。それとも私の運がよかったのかしら」

　エウドラはそう言ってクスクスと笑った。

　傍目はためからは上品な微笑ほほえみを浮かべる貴婦人に見える。

　その証拠に信者の数人が──特に男たちがすっかり見とれてしまっていた。

　嫌みのない笑顔、上品な物腰。

　それでも、キャロラインははっきりと眉まゆをひそめた。

　それに気づいているのか、いないのか。

　エウドラは微笑みを湛たたえたまま更に口を開く。

「話ができるなら都合がいいですわね。単刀直入に言いますわ。キャロライン様、今日はあなたにお願いがあってきましたの」

「……いや」


「──…っ！」



　エウドラが本題を切り出す前に、キャロラインはすげなく断ってしまった。

　教会の中がざわつく。

　エウドラの表情も一瞬固まった。

　それでもさすがというべきか、エウドラは上品な笑顔を保ったまま理由を聞いた。

「それは……どうしてですの？」

「ど、どうしても」

「それは困りましたわね。せめて話だけでも聞いてくださらないかしら」

「……」

　キャロラインは引き気味に、あからさまに嫌そうな顔をした。

　その姿は怯おびえているようにも見える。

　返答はなくても、その場にいる人間全すべてにキャロラインの答えがわかった。

「……とりつく島もありませんか。仕方ありません、今日は引き上げますわ」

　エウドラはそう言って身を翻ひるがえすと、教会から立ち去った。

　まさに大人の対応。

　その雰囲気、佇たたずまいも相まって、信徒の何人かは非難、不満の目をキャロラインに向けた。

　もしキャロラインが「神の子」でなかったら、直接その不満を口にしていたことだろう。

　当然のことながら、そんな視線、そんな感情はキャロラインには届かない。

　彼女は嫌そうな感情と困惑した感情が混ざったままの表情でエウドラを見送った。

　今でもキャロラインの目には、エウドラはドス黒い、汚れきった色に見えていた。
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　馬車に乗りこむ直前のエウドラが部下の男に小声で指示する。

「あの子のことを徹底的に調べて。生い立ち、趣味嗜好しこう、毎日の献立に下着の色まで。ありとあらゆることを徹底的に調べあげて。どこにでもネタは転がってるはずよ。何でもいうことを聞かせられるようにゆすれるネタがね」

「はっ」

　命令を受けた部下の男は立ち去った。

　動き出した馬車の中、エウドラは険しい表情でつぶやく。

「神の子だなんて呼ばれていい気になってるだけの小娘……後悔させてやるわ」

　誰だれも見ていないところで悪態を吐つくエウドラ。

　秀麗な目鼻立ちはそのままだったが、さっきまでとは──人前とは比べものにならないくらい、今のエウドラは凶暴であくどい顔つきをしていた。

　誰も見ていない、それを確信しているからこそ表に出している本当の表情。

「まるで別人だな」

（くくく、上辺を取り繕つくろうのが実にうまい）

　その表情を、おれとエレノアは至近距離から見ていた。

　同じ馬車の中、向かいの席。

　迷彩オーラを纏まとったおれは彼女と一緒に馬車に乗り込んでいた。

　オーラを纏っているおかげで、向こうからはこっちの姿が見えない。

「こんな奴やつだったらどんな話を持ってきたところで断るな、おれは。いやそもそもこんな奴がまともな話を持ってくるはずがない」

（脅迫するようなことも言っていたしな）

「言ってたな。しかしキャロラインはどうして話も聞かずに拒絶したんだ？」

（拒絶したばかりでなく、嫌悪感までむき出しにしていたな）

「ああ。会った瞬間から嫌な顔をしてた。まるでゴミを見るような目だった」

（うむ。直前に彼女がニキに送る視線を見ていたから、落差がひどかったな）

「……どう思う？」

（彼女の耳に常人とは違う何かが聞こえたのかもしれん）

　頷うなずくおれ。

　エレノアの推測に同意した。

　キャロラインは元々他の人間とは違う「聞こえ方」をしていた。

　今まではそれが「聞こえる」「聞こえない」だけだったが、更に進化した可能性がある。

　その証拠に、ニキたち奴隷兵を見る時の目は、他ほかの連中を見る時の目と明らかに違う。

　かなり好意的な目だ。

（のろけか）

「ニキたちがいい女になったのは事実だ」

（くくく、からかい甲斐がいのない）

　そう言いつつもエレノアは楽しそうだ。

　エレノアのからかいを軽くスルーしつつ、おれは更に考える。

　キャロラインの耳に何が聞こえるようになったか検証するにはどうしたらいいかを考えた。

　おれはいくつか予測を立てて、それを確認するための方法を練ってみた。





☆






「それならちょうどいい相手が一人いるわ」

　カランバ王国、王都メテオラ。

　宮殿にいるリカに相談したらそんなことを言われた。

「どんな相手だ？　またハーレムに入れる前の子か？」

「残念、男よ」

　言いながらリカがにこりと微笑む。

「でも、最近はハーレムに入れたいような相手がいたら最速で確保しているわ。デルフィナに負けないくらいにね」

「コーラリアみたいにか」

「ええ。だからもしそういう子がいたらその子を使うのだけど、あいにく今はそういう子はいないの。今いるのは、もしかしたら罪を被かぶせられたかもしれないという男だけ」

「詳しく話してくれ」

　リカは艶然えんぜんと微笑みながら、その男のことを話した。

　男はとある地方、農村が多い地区の下級役人だった。

　その地区は今年天候不順で凶作に見舞われて、国──リカから税を免除された上に、支援の物資が送られた。

　しかしその際に汚職が発生。一部の役人が中抜きして私腹を肥やした。

　そのため、義憤に駆られた男は、役人が汚職をした証拠を帳簿につけて告発しようとした──。

「そういう話があるのだけど、一方では、その男こそが汚職の主犯だという告発もあるの」

「なるほど、泥沼だ」

「でももう証拠は摑つかんでいるわ。男は白よ。だからカケルが今の話をテストするならちょうどいい相手なんじゃないかしら」

「そうだな。ありがとうリカ」

　そう言って、リカの腰に手を回して抱き寄せると、濃厚なキスをする。

　リカはうっとりしておれの腕に身体を預けた。

「他にもそういう奴はいないか？」

「そこまではっきり白黒ついていない者たちでよければ、他にも何人か心当たりがあるわ」

「全部使わせてもらうぞ」

「ええ。リストを持ってこさせるわ」

　声を上げて人を呼ぼうとするリカに、おれはもう一度キスを──報酬の前払いで口を塞ふさいだ。





☆






「キャロライン」

「神様」

　アイノンの教会、キャロラインの私室。

　彼女の部屋にワープの羽根で飛んできた。

　久しぶりにおれの姿を見たはずだが、キャロラインは意外に落ち着いていた。

　もっとこう、久しぶりに飼い主を見て荒ぶるワンコになるようなことを想像していたから、ちょっと肩すかしだった。

「どうしたの神様？」

「いや、なんでもない。それよりちょっと一緒に来い」

「どこへ？」

「牢屋だ」

「牢屋……？」

「どういうことだろう？」という疑問の表情が顔に浮かんだが、それでもおれが手を伸ばすとキャロラインは迷うことなく手を取った。

　またワープの羽根を取り出して、リカの部下に一度案内してもらった牢に飛ぶ。

　重罪人を閉じ込める牢は地下にあった。

　石壁と鉄でできた檻おりがいかにも物々しい雰囲気を出していた。

「こっちだ」

「うん」

　一緒に飛んできたキャロラインを連れて、目当ての男がいる牢屋の前にやってくる。

　下級役人の汚職を告発しながら、自分こそが汚職の真犯人だとされて逆に牢に入れられた男。

「え？」

　男の姿を見た途端、キャロラインが瞠目どうもくした。

　まだ話を聞いてもいないのに、驚きの声を上げた。

「どうしてこの人、こんなところにいるの？」

「何かわかるのか？」

「うん。だって神様と話していた人と同じで、この人も光って見えるから」

「おれと話してた人？」

「であります、ってしゃべる人」

「ニキのことか……見てたのか」

　微かすかに頷くキャロライン。その視線は男に吸いこまれたままだ。

「まともな奴は光って見えるのか。だったらエウドラって女は？」

「すごく汚かった──神様の知ってる人？」

「いや……なるほど、聞こえるんじゃなくて見えるのか」

「うん。最近そうやって見えるようになった」

「そうか。なあキャロライン」

「なに？」

「もっといろんな相手を見てくれないか」

「えっ？　うん、神様がそう言うのなら……」

　きょとんとするキャロライン。

　本人はまだわかっていない。

　見るだけで人の善悪がわかる──それがどんなにすごいことかなんてわかっていない。

（魂の光か……）

　真顔なトーンでつぶやくエレノア。

　おれと同じことを思ったエレノア。

　それが正しいのなら、キャラロインは人間の魂の色が見えるようになったということだ。

　それを確認するために、おれは彼女にいろんな人間を見せた。





☆






　キャロラインの心の動きは90％カケルの予想通りだった。

　そして、その残りの10％。

　カケルの予想できなかった10％。

　その10％で、人間の本質を見抜けるようになったキャロライン。

　神の子として──ソロンの器として産まれてきた彼女。

　そんな彼女が、魂の選別ともいうべき力に覚醒かくせいしたのは、カケルにとってまったく予想外のできごとだった。




　……が。




　それは同時に嬉うれしい誤算でもあった。

　カケルはこの時を境に、今までとは違う目でキャロラインを見始めた。




　──いい女を見る、いつもの目で。
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　新しい能力。

　キャロラインの目を確認するために。

　ワープの羽根でキャロラインを連れて屋敷に戻ってきた。

「あっ、ご主人様」

　寝室に飛ぶと、ベッドメイクをしていたミウと出くわした。

「ナナさんがご主人様のことを探していました」

「おれもナナに用事があるんだ。ここに来るように言ってくれ」

「はい！」

　ミウはそう言って頷うなずくも、ベッドメイクをしたまま動かない。

　もちろんおれの命令を無視したわけじゃない。

　ミウにはくじ引きのスキル「人形使い」を与えている。

　だからナナの近くにいる人形を探して言伝しているんだ。

　ふと、おれはキャロラインがミウを見ていることに気づいた。

　彼女はじっとミウを見つめている。

「どうした」

「何もない」

「え？」

「何も見えない……どうして？」

「何も見えないって……ミウのことか？」

　頷くキャロライン。

　その表情にははっきりとした困惑の色が表れていた。

（あのミウは人形だからではないのか）

「ああ、なるほど」

　エレノアに言われて気づいた。

　ここにいるミウはオリジナルのミウじゃない。彼女に似せて作った人形だ。

　元より魂なんか入っていない、よくできた人形。

「そりゃ、何も見えないに決まってるよな」

　おれは納得したが、キャロラインは困惑したままだ。

　だから理由を説明しようとしたが……思いとどまった。

　彼女の目をテストしたい。

　ならば説明するのはまだ早い。

　ここは何も教えないまま話を進めるのが一番いい。

　そう思って何も言わないまましばらく待っていると。

　コンコン。

　寝室のドアがノックされて、ナナが入ってきた。

「召喚に応じて参上した。主あるじ、私に用だと聞いたが」

「その前にお前だ。お前もおれに用があるんだろ？」

「はっ。ここ数日、屋敷の周りに不審な人影がある」

「不審な人影？　強い奴やつなのか？」

「いや。小隊長クラスで倒せる程度だ」

「そうか。ならその対応はお前に任せる。あとの報告は特に必要な──いや」

　言葉を止めて言い直した。

「終わったあとに仔細しさいを報告しろ。功績を立てた奴も一緒に連れてこい」

　褒美をやる、と言外に匂におわせる。

　するとナナは普段よりも凜然りんぜんとした表情で頷いた。

「主が私を呼んだ理由は何だろうか」

「ああ。すまんがそこにそのまま立っていてくれ──キャロライン」

　ナナを壁際に立たせて、キャロラインに声を掛ける。

「彼女はどう見える？」

「すごくまぶしい」

「まぶしいのか？」

「うん。光がすごくて昼間の空を見上げているみたい」

「なるほど、太陽並みってことか」

　納得だ。

　ついでに嬉うれしい。

　ナナの魂の評価が予想よりも高くて嬉しかった。

「主……？　一体どういうことなのだろうか？」

「気にするな。もう用は終わったからな」

「はっ……」

「今夜寝室に来い。一人で」

「──っ、はい！」

　ナナは一瞬困惑した様子だったが、その直後、珍しく嬉しそうな顔をした。

　キャロラインの目が本当なら、ナナの魂は太陽のように輝いてるってことになる。

　おれも嬉しいし──欲しくなる。

　ナナはおれの命令を遂行するため──怪しい人影の件を処理するために部屋から出ていった。

　それを見送ってから、次はキャロラインに誰だれを見せようかと考えていると──。

「おとーさん！」

「みゅー！」

　ドアが勢いよく開けられて、ひかりとチビドラゴンが入ってきた。

　愛らしい少女とドラゴンのコンビは、駆け寄ってくるなり同時におれに抱きついた。

「おとーさんお帰り」

「おーただいま。オリビアと遊んでたのか」

「うん！　おーちゃんと、それとみんなと遊んでた！」

「そうかそうか。疲れたか？　おやつでも食べるか？」

「うん！」

「ミウ」

「わかりました」

　ミウは頷くと、パタパタと小走りで部屋を出てキッチンに向かった。

　どうやらおやつはこの人形ミウが自分で直接用意するらしい。

　その横でおれに抱きつくひかり。

　相変わらず世界で一番可愛かわいらしい娘だ。

「ねえねえおとーさん、ひかり、温泉にいきたいな」

「ふむ、温泉か」

「うん！　前におとーさんに教えてもらったオトナな髪の洗いかたする!!」

「そうかそうか」

　大人の髪の洗い方というのは、シャンプーハ○トを使わず、かつ、顔を下に向けないでシャンプーの泡を流すやり方だ。

　前にひかりに教えてからお気に入りになったようだ。

「よーしよし、今度また行こうな」

「うん！」

「みゅー、みゅー」

「おーちゃんもいっしょだって」

「ああもちろんだ」

（まったく、デレデレになりおって）

　エレノアの呆あきれた声はまるっと無視して、世界で一番可愛いひかりの頭を撫なでてやった。

「あれ？」

「どうしたひかり」

「おねーちゃん……どうしたの？」

　不思議そうにキャロラインを見つめるひかり。

　その視線を追って……おれも気づいた。

　キャロラインがなぜか怯おびえていた。

「どうしたキャロライン」

「怖い……」

「怖い？」

　何が怖いのかと思って今度はキャロラインの視線の先を追いかけた。

　すると……ひかりに辿たどりついた。

「ほえ？」

「うぅ……神様ぁ……」

　キャロラインはものすごく怯えておれの背中に隠れると、服をぎゅっと摑つかんでしがみついてきた。

「おねーちゃん、ひかりのこと、こわいの？」

「いやいやそんなことはない。ひかりは世界で一番可愛いぞ」

「でも、おねーちゃんが」

「いやもし世界の常識が今の瞬間滅んだとしても、ひかりが怖いなんてことあるはずな──」

（いい加減にせんかこの親バカめ）

　呆れた様子のエレノアにかなり強い口調で叱しかられた。

（それより喜ぶがいいひかり）

「ほえ？　どういうことなのおかーさん」

（どうやらその娘には相手の魂のありのままが見えているらしい）

「たましい、の？」

（うむ、本質とも言う。ひかりの正体はなんだ？）

「ひかりは魔剣だよ！　おかーさんの娘だもん」

　即答するひかり。

　そのことに何の疑いも持たず、それが当たり前だと思っている反応だ。

（うむ、ひかりは魔剣だ。このエレノアに次ぐ地上で二番目の魔剣だ。故ゆえにその本質を見たら、あの娘が怯えるのも当然だ）

「そっか！」

「……そうなるのか？」

　エレノアの言っていることはわかった。

　キャロラインの目の仕組みについてもよくわかった。

　だが、複雑だ。

　たとえどんな仕組みであっても、こんなに愛らしい、世界一可愛いひかりが怯えられるのは、どうにも納得がいかない。

「えへへ……ひかり、またおかーさんに近づけたかな？」

（うむ、もっともっと精進するがよいぞ）

「うん！」

　だが、ひかり自体怖がられていることを喜んでいるようだし、そのあとの流れも、今までのエレノアとひかりのやりとりとまったく同じだ。

　ひかりが満足しているなら、まあそれでいい。

　ひかりが更に魔剣らしくなっていて……キャロラインの目によってそれが証明された。

　なら、ひかりやエレノアと同じように、おれも喜ぶべきところなんだろうな。

（そういうことだ）

「えへへー」

　ひかりはチビドラゴンを抱き上げると、ぐるぐる回った。

　──やっぱり愛らしい。

　しかしキャロラインは依然としてそんなひかりを見て怯えたまま。

　可愛らしいひかりがチビドラゴンと戯れる姿を見て怯えるキャロライン。

　割とシュールな光景だった。

　ふと、おれはあることが気になった。

　振り向き、さりげなくひかりの姿を背中に隠して、キャロラインに聞いた。

「そういえば、おれのことはどう見えているんだ？」

「神様のこと？」

「ああ、おれのことだ」

　やっぱり怯えるのか？

　エレノアとひかりを使う「魔剣使い」だし、黒いオーラも日常的に使ってるし。

　……ひょっとしておれも怯えられる側か？

　そう思ったから聞いてみた。

（我らの力程度で貴様の魂の色が染まるなら、貴様のことなぞとうの昔に乗っ取っている）

　エレノアが呆れ半分に突っ込んできた。

　ああ、なるほど。

　魔剣への抵抗も７７７倍だからってことか。

　そのエレノアの言葉を証明するかのように。

「神様は神様だよ」

「うん？」

「すごく……神様だよ。他ほかの誰とも違う、神様」

　キャロラインは熱い目でおれを特別扱いすると、神様は神様だよと言い続けたのだった。
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　しばらくの間キャロラインに見つめられ続けた。

　少しして熱い目が落ち着いても、キャロラインはじっとおれを見つめたままだった。

「どうしたキャロ──」

「神様」

「──うん？　どうした」

「もっと、いろんな人を見たい」

「いろんな人？」

「うん」

　キャロラインははっきりと頷うなずいた。

　彼女と出会って以来初めてかもしれない。こんな風にはっきりとおれに何かを「望む」のは。

「もっともっと、いろんな人を」

「見るだけでいいのか？」

「うん」

「……よし、わかった」

　何が目的なのかはわからないが、その通りにしてやろうと思った。

　今のキャロラインは、出会った時の彼女とまったく違う。

　初めて会った時は、茫漠ぼうばくとした、目的なんて一つも持っていないようなぼんやりとした目をしていた。

　それが今や正反対だ。

　その目的がなんなのかはわからないが、はっきりと「何か」を望んでいる目。

　ならば叶かなえてやらないとな。

「首都巡りツアーにでも行くか」

「しゅとめぐりつあー？」

　ひかりが小首を傾げて、おれが言ったことを復唱した。

「ああ。五大国の首都を一周してくるんだ。どの国も都が一番人が多いからな」

「おもしろそう！　ひかりも行っていい？」

「もちろんだ」

　可愛かわいいひかりのお願いは無条件で聞くことにしている。

（病気親バカがますます進行しているぞ）

　エレノアが呆あきれ半分の声で言った。

　エレノアが何を言おうが、気にしない。

　おれはナナに「夜までに戻る」とだけ言い残すと、キャロラインとひかりの二人を連れてワープの羽根で飛んだ。





☆






　カランバ王国の首都、メテオラ。

　カフェのテラスに席を取って、通行人が最もよく見える位置にキャロラインを座らせた。

　キャロラインは椅子いすに座るなり、じっと食い入るように通行人たちを見つめ始めた。

「どうだ？　何か得るものはありそうか？」

「……」

　聞いてもキャロラインから返事はない。

　おれの言葉なのに、それさえ聞こえないかのように、ひたすら通行人たちを凝視していた。

「おねーちゃん、すっごい集中力だね」

「そうだな。何を見てるのか、どう見えてるのかが気になるな」

「おとーさんにもわからないの？」

「まだ、な。声の時は周波数みたいなもんだろって推測できたが、今はまだ情報が足りない」

「そうなんだ。でも真剣なおねーちゃんの横顔、すっごく綺麗きれいだね」

「そうだな」

　じっと通行人を見るキャロラインの横顔はひかりが言う通りすごく綺麗だった。

　唇をぎゅっと引き結び、眉まゆをキリッとさせて、瞳ひとみはまっすぐ前だけを見つめている。

　どこまでも真剣なその姿はとても綺麗に見えた。

　ふと、キャロラインがこっちを振り向いた。

「どうした」

「……」

　彼女はしばらくおれをじっと見つめたかと思えば、また視線を戻して通行人たちの方を見つめ始めた。

「どうしたのかな？」

「さあな」

　意図はまったくわからないが、今はとことん好きにさせようと思う。

　そんな時、遠くから黄色い叫び声が聞こえてきた。

　声がした方に目をやると、女たちが一団で固まって動いている。

　よく見ると、女たちはある男を囲んでいた。

　男を取り囲んで黄色い声を上げると、きゃいきゃいはしゃいでいる。

　よく見ると、男は結構なイケメンだった。

　線が細くて整っている顔。アイドル系のイケメンだ。

（なんだあやつは）

「役者か歌手──こっちだと吟遊詩人あたりか？　それかホスト……ホストはこっちで言うとどういう仕事が近いんだ？」

　推測しつつ、現実世界の知識とこっちの世界の情報を頭の中で擦すり合わせる。

（ふむ、正体はわからんが概おおむね外れてはいまい。いずれにしても相当な人気者であるようだ）

「そんなにか」

（周りをよく見てみろ）

「ふむ……へえ、遠巻きから全然近づけない女の子も結構いるな」

（この場にいる女はほとんどヤツを好いているようだな）

「みたいだな」

　騒ぎが聞こえているのかいないのか、キャロラインは一団が目の前を通りかかった時に、初めてその連中を見た。

　それまでただ前方を凝視していたのが、通り過ぎていく彼らを目で追いかけた。

　そしてそいつらが見えなくなったあと、またおれの方を見た。

　……これは、見比べられてるのか？

　多分そうだ。

　キャロラインはいろんな人間を見て、それからおれを見る。

　他の人間とおれを見比べている──そう感じた。

　どうしてそうするのかはわからないが、結局彼女の好きなようにさせた。





☆






　アイギナ王国、王都レティム。

　王都ツアーもいよいよラストだ。

　黄昏たそがれの中、キャロラインは今までの都と同じように、じっと通行人を見たあと、おれを見た。

　おれは特に何も言うことなく、黙ってひかりの頭を撫なで続けていた。

　疲れて寝てしまったひかりを撫でつつ、無言でキャロラインに視線を返す。

「神様」

　これまで見比べるだけで一言も話さなかったキャロラインが、その時初めて口を開いた。

「ん？　もういいのか？」

「うん。もういい」

「何かわかったのか」

「神様はやっぱり神様だった」

「ツアーの前にもそう言っていたな。そのことを再確認したかったのか？」

「うん」

「そうか」

　何のために？　とも思ったが、キャロラインは納得しているし、それでいいかと思った。

「……神様」

「うん？」

　キャロラインが手を伸ばしておれの手を取った。

　それを自分の胸のところに持っていくと、両手で包んでぎゅっと強く抱きしめる。

　指が手の甲に食い込む。結構な力だ。

「どうしたキャロライン」

「神様が欲しい」

「おれが？」

　一瞬どういう意味かと思った。

　言葉通り解釈すれば、抱いてほしいってことだ。

　キャロライン以外のおれの女たちがこんな可愛い台詞せりふを口にしたら、すぐにベッドに連れ込んで思いっきり可愛がってやるところだ。

　だが、それがキャロラインだと微妙だ。

　彼女が「そういう意味」で言っているのか定かじゃないからだ。

「神様が大きくて、まぶしくて──熱くて。他の誰だれとも違う。神様は神様だけ」

　抽象的な台詞だが、これが今日のツアーの結論か。

「神様を見てたら、私……」

　言いかけて止めてしまうキャロライン。

　よくある、恥ずかしいからってわけじゃなさそうだ。

　伝えたいことがあるが、うまい言葉が見つからない、そんな顔をしていた。

　だからおれの方から動いた。

　彼女が直感的に放った「欲しい」がその通りの意味なのか確認するために。

　手を伸ばして、あごを摘つまんで引き寄せる。

　いきなりそうされてびっくりするキャロラインに、触れるだけのキス。

　キャロラインは目を見開いて驚いたが……直後。

　彼女の方から強く唇を押しつけてきた。

　キスの時は目を閉じるということも知らず、目を開けたまま唇をおれに押しつけてくる。

　おれを──強く求めてくる。

　つまりはそういうことだ。

　肩を摑つかんで、彼女を引き離す。

「キャロライン」

「神様？」

「目を閉じて、全すべてを受け入れろ」


「──っ！　はい！」



　おれの言葉どおり目を閉じた彼女をワープの羽根で屋敷に連れ帰って、二人きりの寝室でベッドに押し倒す。

（くくく、神の子と神様じゃ近親相姦だな）

　からかうエレノアにデコピンをして。

　強くおれを望むキャロラインの服をはだけさせると、望みを叶えてやったのだった。
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　ベッドから降りて、服を着る。

「神様……？」

　ベッドの上からキャロラインが声を掛けてきた。

　全裸のまま身体を起こして、隠すそぶりさえ見せない。

　生い立ちが生い立ちだから「女王」や「王女」以上に羞恥心しゅうちしんがないのか？

「そのまま休んでろ。疲れてるはずだ。無理することはない」

「うん。でも神様」

「うん？」

「神様は──まだしたりないの？」

　疑問形だが、確信している。

　そんな口調で聞いてきた。

「わかるのか？」

「うん、神様の光が、私にしようとする時変わったんだけど、今もその時のままだから」

（くくく、欲情したままなのを見透かされてるぞ）

　エレノアにデコピンした。

　欲情したままじゃない。欲情させたままだ。

　キャロラインの質問に答える。

「ああ、これからナナのところに行くんだ。可愛かわいがってやると言ったからな」

「ナナ……？」

「覚えてないか？　一番強かった女──じゃなくて」

　キャロラインの言葉を思い出す。

「昼間の太陽みたいな女だ」

「ああ、あの人のことなら覚えてる」

「今からアイツのところに行くんだ」

「行って、これをするの？」

「そうだ」

「……」

　キャロラインは黙ってしまった。

　俯うつむき加減で自分の足に視線を落として、何やら考え込んだ。

　それが数十秒続き──キャロラインは再び顔を上げると。

「それ、見ててもいい？」

　仰天ぎょうてんな要求をしてきたのだった。
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　屋敷の中、別の寝室。

　ナナはそこで待っていた。

　いつもの鎧よろい姿じゃなく、肌襦袢はだじゅばんに似たものを着ていた。

　ナナ曰いわく「身体を清めてきた」的姿でおれを待っていた。

　そんな彼女に、キャロラインの要求を説明した。

　ナナは黙って最後まで聞いたあと、迷いや不快感といった類いのものをまったく感じさせない、ケロッとした顔で、一言。

「承知した」

　と答えた。

「いいのか？　シてるところを見られるんだぞ」

「主あるじの寵愛ちょうあいを受ける行為はなんら恥じることのないもの。見られて困ることは一切いっさいない」

「なるほど」

「それに……」

　ナナはキャロラインに視線を向けた。

「俗な物言いをすれば──今や同じ主の女同士。ますます困る理由がない」

「わかるのか」

「空気が昼間と異なっている」

「空気か」

　ナナにはキャロラインのような目は──特殊能力みたいなものはない。くじ引きのスキルで追加攻撃だけは与えてあるが、特殊能力らしいものは一切ない。

　ナナ・カノーはあくまで「ただのものすごい剣の達人」なのだ。

　それだけに、そんなナナに「空気が違う」と言われるとすんなり納得できた。

「よし、じゃあするぞ」

「はっ！」

「ニキたちにも言ったが、こういう時はもう少し柔らかくなるといい」


「はっ…………はい」



　ナナは微かすかに頰ほおを染めると、そっと指を合わせながら俯うつむいた。

　最強の女が一瞬にして可愛くなったのを、そのまま押し倒す。

　キャロラインの視線を感じるなか、ナナを丁寧に、しかし彼女に合わせて強く可愛がった。
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　体感で約六時間。

　ナナを可愛がったあと、ベッドでぐっすり眠る彼女を置いて、キャロラインと向き合った。

　彼女はこの部屋に連れてきた時からまったく変わらない体勢でおれたちのことを見つめていた。

「どうだ、何かわかったか？」

「光が、強くなった」

「ナナの光がか？」

　キャロラインが頷うなずく。

「まぶしかったのが、もっとまぶしくなった。神様のおかげ？」

「どうなんだろうな。おれにはわからん」

　そういうつもりでやってるわけじゃないからな。

　あくまでナナがいい女だから可愛がっただけだ。

　キャロラインが言う「おれがもっと光らせた」なんて自覚は一切ない。

「……私も、神様にしてもらったら光が強くなる？」

「それはわからんな。二重の意味で」

「他ほかの人もそうなる？」

「やってみるか？」

「うん、やってみたい」

　キャロラインが頷いたから、おれは少し考えて彼女の望みに付き合ってやることにした。
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　アイノンの街、ソロンの教会

　キャロラインの部屋の中で待っていると、彼女が一人の少女を連れて入ってきた。

　普通の町娘って感じの少女だ。

「お待たせ……神様いる？」

　入ってきたキャロラインがキョロキョロとおれを探した。

　おれはオーラを纏まとっているから周りから姿が見えない。

「ああ、いるぞ」

「この子を、お願い」

「あの……本当に神様のお告げが？」

「うん、神様の……えっと？」

「ご寵愛だ」

　それっぽい言葉にして、キャロラインに教えてやる。

「ご寵愛を受けてもらう。いや？」


「いやじゃないけど、本当に……？　って思って」



　キャロラインが連れてきた少女はもじもじして恥じらった。

　おれはオーラを被かぶったまま彼女に近づくと、キスをした。

　いきなりのことに驚いて、でもすぐに「見えない＝神の御業みわざ」と解釈したのか、少女は力を抜くと、おれに身体を預けた。

　キャロラインが見ているなか、おれは少女を抱いた。
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　事が終わったあと。

　少女をベッドに寝かせると、おれはオーラを消してキャロラインの前に姿を現した。

「どうだった？」

「光るようになった」

「ってことは、元は光ってなかったのか？」

「うん、そういう人を連れてきた」

（ほう、意外と頭がいいのだな）

　エレノアが感心していた。

「あっ……」

「どうした」

「光が……なくなっちゃった」

「なくなった？」

「うん、さっきまで光ってたのがなくなった」

　キャロラインはベッドで眠る少女を困った顔で見つめた。

「光ってたのに……どうして？」

「ナナを見てくるか」

「うん」

　ワープの羽根を取り出して、屋敷にいるナナのところに飛んだ。

　彼女はまだベッドの上で静かに寝息を立てている。

「どうだ？」

「光は強くなったまま」

「こっちは小さくなったりなくなったりはしてないってことか」

「うん、どういうことなの……？」

　ますます困るキャロライン。

　ちょっと泣きそうな顔になった。

（ふむ）

「何かわかったのかエレノア」

（仮説だがな）

「話してみてくれ」

（人を表す尺度にはいろいろなものがあるな？）

「うん？　ああ、キャロラインは神の子、ナナは剣の達人とか、そういうことか？」

（うむ。ちなみに貴様がそれを判断する場合はどうだ？　主に何を基準に判断する）

「いい女度ってところか」

（そうだろう。そう考えればわからぬか？　例えば、貴様に抱かれた直後は女ぶりがあがる。しかし──ここまで言えば、貴様にはもうわかるであろう）

「ああ、わかる」

　ものすごくよくわかる。

　おれの周りの「いい女」はみんなそうだからだ。

　尺度やレベルはそれぞれだが、全員「いい女」になろうとするための意識がある。

　そうなろうと強く意識して、そのために何かをして、常に自分自身を成長させている。

　他人に与えられたものだけで満足せず、自分でいい女になるって意識のある女たちばかりだ。

　だから最初から光っているし、光は消えない。

　それを踏まえて、キャロラインを見た。

　彼女は今にも泣き出しそうな顔をしている。

　自分の「光」も消えるんじゃないか、汚い色になるんじゃないかって心配しているんだろう。

　だが、おれが見る限りキャロラインはおれの他の女たちとよく似ている。

「安心しろキャロライン」

　おれは彼女の腰に手を回して抱き寄せ、触れるだけのキスをした。

「お前は光ってる」

「神様……」

「それに、心配しなくてもお前の光は消えない」

「本当に？」

「ああ、おれが保証してやる」

　そう言うと、キャロラインは一瞬で破顔して──。

　迷子の子供が親を見つけた時のような。

　安堵あんどと喜び、それが入り交じった表情に変わったのだった。
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　次の日の朝。

　ミウの給仕で朝ご飯を食べている横で、キャロラインがまたじっと「見て」いた。

　次々に給仕に入ってくるミウを穴が開くほどじっと見つめている。

「どうしたキャロライン」

「光ってるのと光ってないのがいる」

「ああ、ミウは３分の２が人形なんだ……って言い方が違うか。光ってるのがミウ本人、光ってないのがミウが操あやつってる人形なんだ」

「人形……だから光らないんだ」

「そういうことだな」

　からくりがわかったあとも、キャロラインは食堂に出たり入ったりするミウをじっと観察していた。

　じっと見つめられ続けるミウは少し戸惑とまどっているようだったが、それでも仕事に一切いっさい影響を及およぼさないところがミウらしい。

「あっ」

「どうした……ってナナか」

　キャロラインが声を上げたからその視線を追ってみると、入ってきたのはミウじゃなくてナナだった。

「まぶしい……」

　つぶやくキャロライン。当然だな。

（とうとう娘だけじゃなくて彼女でも威張るようになったか）

「誰だれが見てもいい女だからな」

「主あるじ。誠に恐縮なのだが、一つ願いを聞いてはくれないだろうか」

「なんだ？　言ってみろ」

「奴隷兵隊はここしばらく主と共に戦っていない」

「うん？　ああそういえばそうだな。最後に戦ったのは──アイギナの時か」

（ふむ、一年近く前のような気がするぞ）

　危ない発言をするエレノアにデコピンをして、ナナの方を見る。

「それがどうしたんだ？」

「その間も主は様々なことを成してきた。特に過去へ行ったという話は──恐らくものすごく経験を積んで、我々では想像もつかないような成長を遂げてきたに違いない。そこで──」

　ナナは更に真剣に、射抜くような視線でおれを見つめる。

「今の主の全力を、皆に見せてはもらえないだろうか」

「今のおれの全力をか」

「不躾ぶしつけな願いであることは承知しているが、何卒なにとぞ！」

　ナナが頭を下げた。

　ただ強いだけじゃない。

　こういうところもいい女なんだよな。

　おれは席を立つと、ナナに近づき、無言で腰を抱いてキスをした。

　返事はこれだけで十分だ。
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　朝食のあと、五爵ごしゃく邸別邸の練兵場。

　奴隷兵が集まっていて、おれは彼女たちの前に立った。

　全力でやるってことだったから、ひかりを魔剣の状態で連れてきていた。

「全力……全力か」

　何を以もって全力というのか悩んだ。

　周りを見る。

　奴隷兵二百名。

　そしてその前に立つナナ。

　背後にはキャロラインとミウがいて、離れたところには普段ちっとも顔を出さないが屋敷で

「ただの女」としてぐうたらしているオルティアがいる。

　女たちに見られていることもあるから、何かすごいことをやってみたい。

　一対二百の無双だったら前にもやったし、ありきたりすぎるからな。

「みゅー、みゅー」

　考え込んでいると、足元でチビドラゴンのオリビアが啼ないて、身体を押しつけてきた。

　オリビア……オリビアか。

　それに……ミウも。

「──よし、決まった。ナナ、お前は離れていろ」

「はっ！」

「奴隷兵二百名、散開しろ。目の前に訓練相手がいて、そいつと今から模擬戦闘を始めるというくらいのスペースを取るんだ」

「「「はっ！」」」

　奴隷兵たちは一糸乱れぬ声で応じて、おれに言われた通りスペースを空けるべく散開した。

「よし──ナナ・カノーに速さを貸し出し」

『ナナ・カノーに速さを貸し出します。残り２分59秒』

「そして、コピープラス」

　くじ引きスキル、能力貸し出し、そしてコピープラス。

　素でもものすごく速いナナにおれの７７７倍を貸し出して、その能力をコピーしておれに上乗せする。

　おれは今、ナナの７７７倍速い。

　その速さで分身した。

　実態のある分身じゃない。速さに任せた残像での分身だ。

　分身はジャスト二百体。奴隷兵たちの前に一人一体だ。

　ここしばらくのおれの成長。

　ミウの人形使い。

　そしてひかり・エレノアのドレイク兵召喚。

　それを合わせてひらめいたのが、この二百人分身。

　ものすごい数の分身を見た奴隷兵たちは驚き惑まどい、動けないでいた。

「「「よし、全員かかってこい」」」

　あぜんとする奴隷兵たち。

　更に彼女たちの背中を押す。

「「「おれに一太刀たちでも浴びせられたら、一対一で丸一日可愛かわいがってやる」」」

「「「[image: ]」」」

　瞬間、奴隷兵たちの目の色が変わった。

　全員が武器を構え直すと、一斉に攻撃をしかけてきた。

　ちらっとナナを見た。

　エサを投げておいて悪いが、今回はナナの思惑おもわくに乗ることにした。

　おれは、二百人に分身した状態で、二百人の奴隷兵たちに勝った。

　二百対二百。

　無双だかそうじゃないんだかの状態で、全員を軽くねじふせた。
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　負けたあと、奴隷兵たちは悔しいのと、ますますおれに惹ひかれたのと。

　そんな二つの感情が入り混じったような瞳ひとみになっていた。

　そんな奴隷兵たちの前に立って、ナナは。

「今のままでは主の寵愛ちょうあいを一対一で賜たまわるのに力不足だ。訓練──始め！」

　号令一つで奴隷兵たちを動かした。

　訓練は昨日までのものよりも更に激しく、強いものだ。

（くくく、これが狙ねらいか）

「そうだったみたいだな」

（これではこの娘たちもまた成長してしまうな。そのうち全員、貴様に一太刀くらいなら浴びせられるようになるぞ。褒美を与えるだけで身体が足りなくなってしまうな）

「それはそれで嬉うれしい悲鳴だ」

　おれはそう言ってナナと奴隷兵たちの訓練を見守った。

　ふと、真横から視線を感じた。

　見ると、キャロラインがいつの間に横に来ていて、おれをじっと見つめていた。

「どうしたキャロライン」

「神様、今のは？」

「ん？　今のって何だ？」

「あの人の光がすごく強くなって、そのあと神様の光も強くなった」

「ああ、コピープラスのことか」

　くじ引きスキル、コピープラスのことを説明した。

「コピー……」

「まあ、同じ能力を持ったもう一人の自分を渡すって感じだな」

「もう一人の……自分……？」

「ああ。自分の能力を鏡に映すみたいに複製して相手に渡すんだ」

「鏡……」

　考え込むキャロライン。

「どうした」

「……」

　答えずに更に考え込んでしまう。

　しばらくすると、彼女は顔を上げて。

「神様」

「うん？」

「どうかな？」

　何が──と思った次の瞬間。

「うおっ！」

　思わず目を覆おおってしまった。

　目の前に今まで見たことのなかったようなまぶしい光が──。

　喩たとえるなら、太陽を双眼鏡で見てしまったような。

　それくらいまぶしい光だった。

（うむ、確かにそれくらいまぶしかった）

「見えた？」

「見えたって、今のはお前が？」

「うん……神様に見てもらおうと思って。うまくいったんだ」

　光が収まって落ち着いたおれは、目を擦こすって聞き返す。

「どういうことだ？」

「神様の光をそのまま見せた」

「神様……おれの？」

「そう。鏡になったつもりで、相手神様の光をそのまま見せてみた」

「鏡……って」

（くくく、これは傑作だ）

（おとーさんすごーい。まぶしー）

　双眼鏡で太陽を見てしまったような強い光は、キャロラインが言うにはおれの光だったらしい。
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　キャロラインが見せるのをやめると、途端にまぶしいのがなくなった。

　彼女に目覚めた力──魂の光を見る力。

　それを使うと周りの人間がどう見えるのか、ちょっと興味が湧わいてきた。

「キャロライン」

「なに、神様？」

「この屋敷で特に光が強いのは誰だれだ？」

「神様」

　キャロラインは即答した。

　何も迷うことなく、当たり前のことを口にしたという、そんな顔で。

（くくく）

「おれ以外でだ」

「神様以外なら……あのマントの人」

「ナナか。まあそうだろうな」

「それと、屋敷の方にいるちっちゃい何か」

「ちっちゃい何か？」

　そんなのいたか？

「みゅーみゅーって啼なく……」

　おれが首を傾げたからか、キャロラインが消え入りそうな声で補足した。

「ああ、オリビアか。なるほどちっちゃい何かだ」

（元竜王だ。光が強いのも頷うなずける）

（おーちゃんすごーい）

「それと、グータラしてる人」

　キャロラインの表現が徐々にわかってきた。

　今まで人間──いや「神」以外の全すべてに興味がなかった彼女は人の名前を覚えない。

　故ゆえに常に「見たまま」の表現をする。

「グータラだとオルティアのことか」

「特に強いのは、この三つ」

「なるほどな」

（貴様の女でも上位グループということだな）

（ひかり、おーちゃんに教えてくる！）

　ひかりがそう言って魔剣の姿から人間の姿に戻った──その時。

「ひっ！」

　それまで普通にしていたキャロラインが悲鳴を漏もらすと、身体を強こわばらせた。

「おねーちゃん？」

「どうしたキャロライン……ああ、ひかりに怯おびえてるのか。よかったなひかり」

「うん！　ひかり、ちゃんと魔剣してる」

　指でＶサインを作って無邪気に笑うひかり。

　キャロラインの見え方の中でも極きわめて特殊なひかり。

　光とは正反対の、ものすごい暗黒に見えるらしい。

　エレノアの教育でひかりはそれを誇りに思うようになった。

　とはいえ、やっぱり怯えられているところを長く見せるのもよくない気がする。

「ひかり、オリビアのところに行ってこい」

「うん！」

　ひかりはとたたたと走っていった。

　うーんやっぱり可愛かわいい。

　アニメとかだとコミカルで可愛い足音がつきそうな愛らしさだ。

（親バカめ）

　何とでも言え。

　ひかりを見送ったあと、改めてキャロラインを見た。

　彼女はホッとした表情を浮かべていた。

「そういえばいきなりだったな。ひかりに怯えたの」

「うん、突然現れたから」

「そりゃ人の姿ではそうかもしれんが、前に魔剣になったのを見てるだろ？」

「剣の姿の時は光が見えなかった」

「うん？」

（ほう……ならば我はどうだ？）

　エレノアが興味津々といった感じの口調で聞く。

　それをキャロラインにそのまま伝えると。

「どうって……普通の剣？」

「光って──というか、ドス黒く濁にごって腐りきってたりはしないのか？」

（誰が腐っているというのだ）

　エレノアが突っ込んできた。

「うん、何もない」

「ふむ……どう思う」

（恐らくだが……我を手放してみろ。そうだな、我をここに置いて、貴様は少し離れた場所に行ってみるのだ）

「わかった」

　エレノアに言われた通り、おれは彼女を置いてその場を離れた。

　どうなるのか──と考えるよりも早くわかった。

　大体10メートルってところか。

　エレノアを置いてそのくらい離れた直後、キャロラインはまた悲鳴を漏らした。

　それを見てから、元の場所に戻りつつ、エレノアを拾ってキャロラインに聞く。

「見えたのか」

「あっちより……すごく黒い」

（我はひかりの母だからな）

「ご満悦だな」

（くくく、当然だ）

　エレノアは楽しそうに笑った。

　いつもより特に楽しそう──最近見かけたことがないくらい楽しそうだ。

　そんなエレノアを持って、キャロラインに聞く。

「今は大丈夫なのか？」

「神様が持ってたら大丈夫」

「光の中に紛まぎれるってことか」

（我を持つのと持たないのとで、貴様の光る具合に差はあるのか？）

　エレノアの質問をまたそのまま伝えると。

「ううん、神様は神様。ずっとまぶしい」

　どうやらおれの魂の光は魔剣に影響されないらしい。

　それだけじゃなく、魔剣の「恐怖」を一方的に覆おおい隠す程のものでもあるらしい。

（それはそれで面白おもしろくないな）

　そう話すエレノアの声は、言葉とは裏腹に随分楽しそうに聞こえた。
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　五爵ごしゃく邸の練兵場で、キャロラインはじっと奴隷兵たちの訓練を見つめていた。

　ふと、彼女が「あっ」と声を漏もらした。

「どうしたキャロライン」

「あの人、ちょっと光が強くなった」

「ん？　あれは……ニキか」

「ピカピカしてる」

「ピカピカ……点滅てんめつしてるってことか」

　尋ねると、キャロラインは静かに頷うなずいた。

　おれはニキを見た。

　奴隷兵第一小隊長であるニキは、自分の部下に訓練をつけていた。

　上位の者が下位の者に稽古をつける。そのためニキは剣を振るいっぱなしで、部下が次々と彼女に斬きりかかるという形になっていた。

　相手が変わる度に、ニキはある仕草をした。

　まったく同じ仕草を、訓練──戦闘開始ごとにやった。

「ルーティンか」

「るーてぃん？」

　キャロラインが小首を傾げる。

「ああ、クセ……とでも言えばいいのか？　何かを始めるまでの行動をパターン化することで、本番のパフォーマンスを高めることだ」

「？？？」

　キャロラインはますます首を傾げた。

　今のじゃわからないか。

　実例を出してみせた方がわかりやすいかもな。

　おれは少し考えてから、

「キャロラインは神に祈るだろ？」

「うん、神様に祈る」

「だが内容は毎回違う」

「……うん、ちょっと違う」

「それでも毎回手は合わせるよな？」

「……合わせてた」

「その、祈る時に毎回手を合わせることがルーティンなんだ。手を合わせる動作がそのまま

『今から神様に祈りを捧ささげます』ってことになる」

「手を合わせてから祈ると光が増すんだ」

　絶対そうなるわけじゃないが……まあいいかと思った。

　おれは改めてニキを見た。

　戦闘開始前のルーティン。

　何かに祈りを捧げるような行動。

　それをしばらく見ていたら、ルーティン中のニキと目が合った。

「あっ、光が強くなった」

「なったのか」

「うん……神様」

「どうした」

「アイノンに戻りたい」

　そう言っていきなりおれをまっすぐ見つめてくるキャロライン。

　珍しく、彼女からの強い要望だった。





☆






　ワープの羽根でキャロラインをアイノンまで連れて帰った。

　おれは迷彩オーラを纏まとうと、周りから姿が見えないようにする。

　キャロラインはいつもいる信徒の一人に近づき、何かを話した。

　その者たちはびっくりして「何この光」と言った。

　どうやらキャロラインは目覚めた能力を使って光を見せたようだ。

「あなたの光」

「私の？」

「心の光」

「……はあ」

「祈って」

「祈ってって……今ですか？」

「うん……神様に」

「もちろんいいですけど……」

　どういうことなの？　とキツネに摘つままれたような顔をする信徒。

　それでも無言で見つめるキャロラインに根負けすると、手を合わせて祈りを捧げ始めた。

　しばらくして──。

「わ、光が強くなった」

「うん」

「これって……？」

「神様に祈りを捧げると光が強くなる」

　キャロラインがそう答えると、遠巻きに見守っていた他ほかの信徒たちがざわめいた。

（ほう？　強まるのか）

「どうかな？　まあ信じる者は救われるってヤツか」

（くくく、面白おもしろい格言だ）

　エレノアが楽しげに笑うなか、それまで様子見していた信徒たちが集まってきた。

「これが……おれの心？」

「ああっ、やっぱりあたしってこの程度の人間だったんだ……」

「でも熱心に祈りを捧げてたら強くなったぞ」

　いろんな声が上がる。

　感情がうねる。エネルギーが徐々に高まっていく。

　乱雑な感情の動きがそこで渦巻うずまくような状態になっていた。

「せっかくだから少し後押ししてやるか」

（どうやるのだ？）

「そうだな……箔はくをつけてやるか」

　おれは迷彩オーラを纏ったままキャロラインに近づくと、話しかけた。

「キャロライン」

「神様」

　キャロラインが言うと、周りが更にざわめいた。

　神の子の神託。今までにも何回かあったことだ。

　何人かは早くも跪ひざまずいて、手を合わせだしている。

　さて、ここからは演出だ。

　神秘さを保ったまま……迷彩オーラを調整して。

「授さずけたその力、早速さっそく活用しているな」

「こ、これは？」

「声が聞こえる」

「まさか神の声!?」

　姿を消したまま、しかし声はその場にいる全員に聞こえるようにした。

　全員が混乱するなか、キャロラインだけは普段通り返事をする。

「うん、みんなに心の光を見せてる」

「これからもそうするがいい。その力……真実の鏡で」

　ざわざわ……。

　信徒たちがざわつく。

「真実の鏡」という単語があっちこっちから聞こえてきた。

　期待と、尊敬。

　畏敬に満ちた視線がますますキャロラインに向けられるようになった。

　言葉は大事だ。

　今まで「得体の知れない」力だったものが、神の言葉で「真実の鏡」と名付けられるだけで、その意味合いがまったく違ってくる。

　キャロラインが見せた光。祈りの前後のその変遷へんせん。

　それが土台になって「真実の鏡」という言葉の力を強くした。

　その結果。

　尊敬がますます──ほぼ際限なく強まって、それがキャロラインに向けられるようになった。




「神の子」の「真実の鏡」。

　それがあっという間に広まり、キャロラインの名声を更に高めた。

　アイノンだけではなく、世界各地からやってきては彼女の前で祈りを捧げる信徒が増えて。

　法王選がすぐそこまで迫るなか、キャロラインはすっかり盤石ばんじゃくの状態になっていった。
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　この日もキャロラインは信徒たちの祈りを見ていた。

　おれは迷彩オーラを纏まとうと、姿を隠してその様子を見守った。

　キャロラインは祈りを捧ささげる信徒の「魂の光」を本人に見せる。

　自分の魂の光を見た人間の大半は納得していた。

　まずはその光が「自分そのもの」であるという先入観。

　次にそれが「神の子」に見せられたものという権威付け。

　更に、祈ったあとに起こる光の増強──これは本人の祈りの強さや敬虔けいけんさによって変化した。

　それらのことがリピーターたちによって広められ、キャロラインの元に大陸各地から信徒がひっきりなしに集まってくるようになった。

　一方、キャロライン本人はその間もじっと相手を見つめ続けていた。

　人間を見ることに楽しみを見出した彼女は、やってくる相手をじっくり観察していた。

「あっ……」

　ふと、キャロラインが声を上げた。

　それまで事務的に、流れ作業的に見ていたのとは違う反応。

　それに信徒たちががざわつく。

　キャロラインに「あっ」と言われた少女が戸惑とまどった。

「あの……私、何かだめでしたか？」

「ううん。光ってる。今日の中で一番光ってる」

「えっ」

「「「おおお」」」

　キャロラインが少女の光を周りにも見せた。

　確かに今までやってきた信徒たちの中でも上位に入る強い光だ。

「神様にもっと強くしてもらう」

「そんなことができるのですか？」

「神様なら」

　キャロラインは即答した。

　ていうか。

　神様＝おれに強くしてほしいって、それって──。

（抱けということだな）

　そういうことだよな。

　もう一度少女を見る。

　年齢はおおよそ高校生くらい。いいところのお嬢様って感じだ。

　世間知らずでも弱々しいタイプでもなく、ちゃんとしたところに生まれてちゃんと育てられたタイプのお嬢様。

　キャロライン基準だと「今日の中で一番光ってる」で。

　おれ基準だと……そうだな。

　いい女候補、ってところか。

　そういうことなら、遠慮することはない。

「キャロライン」

「神様！」

　迷彩オーラのまま声を出す。

　この状態でも声だけは聞こえるキャロラインが反応した。

　彼女の「神様！」という反応に周りが「おおお」と一斉に歓声を上げた。

「彼女の光を強くする。目を閉じて全すべてを委ゆだねろと伝えろ」

「わかった！」

「彼女の光はそのままみんなに見られるようにしておけ」

「うん！」

　キャロラインがおれの言葉を伝えた。

　お嬢様な少女は一瞬驚いたあと、歓喜の表情で頷うなずいた。

「わかりました！」

　そう言って、そっと目を閉じた。

　そんな彼女に迷彩オーラを被かぶせた。

「き、消えた」

「今までそこにいたのに」

「神に召されたのか!?」

　周りがざわつく。

　迷彩オーラを被せた瞬間に周りから見えなくなったから、それで驚いている。

　おれは手を伸ばして少女の頰ほおに触れた。

　ビクッとした少女に、

「委ねよ」

　とだけ言った。

「──っ、はい！」

　少女は大きく頷くと、目を閉じたまま脱力した。

　おれはそのまま少女を抱いた。

「おおお！」

「光が、光が一段と！」

「今、私たちは神の奇跡を目まの当あたりにしてるんだわ！」

　ついさっきまでそこにいた少女が神の元に召され、見えていた魂の光だけ一段と強くなった。

　その場にいた人間は、キャロラインを除いて全員。

　跪ひざまずくと、神であるおれを称たたえ、祈りを捧げてきた。

「キャロライン」

「なに？　神様」

「人選は任せる。これからも光を強くしたい者がいれば言ってくれ」

「わかった。もっと強くした方がいい人がいたら神様に言う」

「「「おおおおお」」」

　連中には会話の半分、キャロラインの言葉しか聞こえてないはずだが、それでも周りの信徒たちは更に沸いた。

　キャロラインの「神の子」としての地位はますます上がっていった。
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　アイノンから近くのパトラスという村に向かう道中。

　キャロラインがソロン教の信徒たちを連れだって歩き、おれは迷彩オーラで姿を隠して後ろについていった。

「はあ……はあ……」

「大丈夫ですかキャロライン様」

「ちょっと休みます？」

　息が上がるキャロラインに、同行する信徒たちが心配そうに聞いた。

「大丈夫。それよりも早く村に」

「そんなに急がなくてもパトラスは逃げませんよ」

「そうですよ。というかパトラスはアイノンで教会学校を作っているところですから、向こうから来てもらうことだってできるんですよ」

　信徒たちの言葉に、キャロラインはゆっくりと首を振った。

「普段のみんなの心が見たい。だからこっちから行く」

　キャロラインの言葉に、信徒たちは一瞬驚き、それから感心した。

「わかりました。ならばせめて水だけでも飲んでください」

「歩きながらでいいですから。どうぞ」

「うん、ありがとう」

　キャロラインはフォローされながらパトラスに向かって進む。

（くくく、いつの間にか求心力がついてきたな）

「ああ、神の子だけじゃない。本人の魅力で周りがついてきはじめている」

　迷彩オーラを纏まとっていても、キャロラインには聞こえてしまう。

　だからおれは声が届かない距離から見守りつつ、エレノアと会話した。

（これなら問題なく法王になれそうだな）

「そうだな。だが今度はむしろ押しつけていいのかって気になってくる」

（ふむ。そもそも事の発端ほったんは不死の聖女が嫌がったからだったものな）

「キャロラインが覚醒かくせいしていなかったら何ごともなく押しつけられたんだがな」

（こうなった以上は本人の意思を尊重、か。くくく、やはり貴様はいい女には甘い）

　からかってくるエレノア。

　そんな彼女の刀身にデコピンをして、いい音を立ててやった。




　キャロラインたちの行く先におかしな一団が現れた。

　武装した荒くれ者の集団。盗賊らしき連中だ。

　ざっと数えても百人近い──結構な数だ。

「へっへっへ……」

「今日はいい日だ。こんなにまとまった獲物と出会えるとはなあ」

　先頭にいる二人が下卑げびた口調と表情でキャロラインに近づく。

　信徒たちは表情を変えて。

「キャ、キャロライン様」

「どうかお逃げください！」

　顔は青ざめているのに、キャロラインを逃がすことを真っ先に考える健気けなげさを見せた。

（この程度の数、軽く蹴け散らすか）

「……いや待て」

（うむ？　どうした）

「キャロラインの様子がおかしい」

　おれはそう言いながらキャロラインを見た。

　周りの人間が怯おびえたり逃げ腰になっているのに対して、キャロラインだけ怯えていなかった。

　澄んだ瞳ひとみで、まっすぐ盗賊団を見つめている。

「ど、どうしたんですかキャロライン様」

「ちょっと見てみる」

「見てみるって──え？」

「連中の魂の光をですか？」

　ざわつく信徒たち。

　ほとんどが「こんな時に」と困惑したような反応だった。

「あっ……暗い……」

　次の瞬間。

　キャロラインは失望したような表情を浮かべた。

「本当だ──って、そんなことわかりきってることじゃないですか！」

「わかったらもう逃げてください！」

　キャロラインはいつものように見えた心の光を信徒たちにも見せたようだが、相手が盗賊だけに、そんなことはわかりきっているとばかりに誰だれも驚かなかった。

　そんなことをしているうちに盗賊たちは更に近くまで迫り、いよいよキャロラインの前までやってきた。

（やるか）

「ああ」

　頷うなずくおれ。

　エレノアを抜いて駆け出した。

　声が聞こえない距離から一瞬で盗賊団相手に踏み込んで、エレノアを振るう。

　血風が舞う。

　姿を隠していることもあって、盗賊団は無防備のままおれに斬きられた。

「ぐはっ！」

「ど、どうした──うぎゃあああ！」

「何があっ──ごふっ！」

　パニックに陥おちいる盗賊団。

　全員何が起きているのかもわからないまま、反撃・抵抗の発想すらないまま斬り伏せられた。

　ちらっとキャロラインを見る。

　信徒たちの姿も目に入った。

　大半がきょとんとしていて、何が起きたのかわからないって顔をしていた。

「やるぞエレノア！」

（うむ？　ああ神罰か）

　付き合いの長さから、エレノアはおれの意図を正確に察した。

　エレノアの力を引き出し、黒い雷を落とした。

　斬り伏せられた盗賊団一人一人を狙ねらって、正確に黒い雷を落とす。

「神様だ！」

「それに神罰だ！　これ前にも見たことあるぞ」

　ざわざわする信徒。

　前にやった時の目撃者がここの信徒の中にいたようだ。

　神の子を襲う不埒ふらち者に神罰が下った。

　そんなストーリーが瞬時に信徒たちの間に広がった。

　──そして。

「ふっ！」

　エレノアを真横に薙ないで、斬撃を飛ばす。

　数十メートル離れた先の大岩がスパッ！　と鋭利に斬り裂かれた。

　突然の事態に信徒たちが戸惑とまどう。

　すると、斬られて崩れた岩の向こうから一人の女の姿が浮かび上がった。

　ソロン教の高級神官服を纏う女。

　一度会ったことがある女。

　確か……エウドラだったっけ。

（やっぱり貴様は女に甘い）

「はあ？　どういう意味だ」

　エレノアに聞き返すが、答えは別の方向からやってきた。

「エウドラ様……え？　噓うそ」

「光が暗い……ううん、黒いわこれ」

「えええええ!?　神官長様の魂がこんな色って」

「はっ！　ということはまさかこの盗賊団もエウドラ様が……」

　キャロラインが発動していた能力は当然エウドラにも適用され、彼女の魂の光は信徒たちに晒さらされることになった。

（くくく、男の名はまるで覚えられないのに、ダメな奴やつでも女の名前は覚えてしまうのだな）

「むっ」

　普段なら軽く言い返せるエレノアのからかいだが、図星だったから、今回ばかりはちょっと恥ずかしかった。
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　神官長エウドラ。

　品のある美貌と人当たりの良さで、ソロン教内でシンパを増やしていた彼女は、神の子の「真実の鏡」を前に汚い心を映し出されたと噂うわさになった。

　最初は単なる噂でしかなかったが、何度か公式の場でキャロラインと対面しては、その度にそれを暴露されたことと、そのあとキャロラインと同席しなくなったことが合わさって。

　すっかり外面だけのいい腹黒女というイメージが定着して、あっという間に凋落ちょうらくしていった。
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　夜の屋敷、寝室のベッドの上。

「ただの女」オルティアが寝息を立てている横で、おれは身体を起こして考えごとをしていた。

　いろいろ考えたが、答えは出ない。

（ならば本人に聞けばよいではないか）

「……そうだな」

　エレノアの言う通りだ。

　おれが一人で悩んでいても仕方がない。

　どのみち本人が嫌だと言ったら別の道を探すんだ。

　なら本人に聞いた方が早い。

（くくく）

　エレノアは何も言わず、ただ喉のどを鳴らして笑った。

　何か言われるより余程ダイレクトに来る笑いだったから、手を伸ばしてデコピンしてやった。

　澄んだ音が鳴り響く寝室で、ドアがゆっくりと開かれる。

　現れたのは──キャロラインだった。

　ノックの習慣をまだ学習していない彼女は、直接ドアを開けると顔を覗のぞかせた。

「神様？」

「どうした」

「神様、大丈夫？」

「うん？」

　どういうことだ？　と首を傾げていると、キャロラインが完全に部屋の中に入って、おれの傍そばにやってきた。

　ベッドの傍までやってくると、静かに寝息を立てているオルティアが目に入る。

「あっ、すごい人」

「寝ていてもすごいのか」

「うん。寝ていてもすごい……すごいなぁ」

　感嘆するキャロライン。

　彼女の目にはよっぽど大賢者オルティアが光り輝いているように見えてるみたいだ。

　放っておくといつまでも、それこそ一晩中ずっと眺め続けていそうだったから、こっちから話しかけた。

「おれに用があったんじゃないのか」

「あ、うん」

　キャロラインはオルティアから視線を外すと、おれを見つめてきた。

「神様、なにか言いたいこと、ある？」

「……わかるのか」

「うん」

「光が減りでもしたか」

「ううん。そんなことで神様の光は弱まらない。言いたいことがあるって感じに光るだけ」

　そう話すキャロライン。屈託くったくも忖度そんたくもない。

　本人の言葉通り、ただそういう感じがするというだけのようだ。

「そういうこともわかるようになったのか」

「いろんな人を見ていたら、なんとなく」

「光の強弱とは関係なくか？」

　キャロラインははっきりと頷うなずいた。

「それはすごいな」

「そう？」

「普通そこまではできない。よっぽど本気で人間観察をしたんだな」

　そんなキャロラインだ。

　向こうからやってきた以上、こっちも悩んでいたらダメだと思った。

「ズバリ聞く。法王になるつもりはあるか？」

「法王？」

「ああ」

「なるとどうなるの？」

「偉えらくなる」

「……」

　キャロラインは小首を傾げた。

　偉くなるということが今一つ理解できないという顔だ。

「偉くなったらどうなるの？」

「難しい質問だな。偉くなるってのは、そのまま偉くなるってことだ。それが目標って人間も山ほどいる」

　エウドラみたいにな、と言いかけてやめた。

　おれの言葉を受けて、キャロラインは少し考える素振そぶりを見せた。

「神様は、私になってほしい？」

「前はそうだったな。最初はそのために動いていた」

「そう。なったら……人を見る時間が減る？」

「いや、むしろ増えるんじゃないか？」

（うむ。偉くなれば人に会う機会は増えるだろうな）

「ならなる」

　キャロラインは即答した。

　こっちがびっくりするくらい、実にあっけなく即答した。

「いいのか？」

「だって、そうすればもっといろんな人が見られるから」

「……そうか」

　おれはふっ、と笑った。

　キャロラインらしい答えだ。

　そういう答えに至るキャロラインが好ましくて──愛おしかった。

（貴様も貴様らしいな）

　上機嫌で水を差してくるエレノアにデコピンする。

　そのままキャロラインを抱き寄せた。

「神様？」

「改めて言う。法王になれ」

「うん、なる」

「何をするのかは追い追い指示する」

「わかった。神様の言う通りにする──神様」

「うん？」

「私、ちょっと変」

「何がだ」

「神様が今みたいに嬉うれしいと、私も嬉しくなる。鏡の使いすぎなのかな──」

　可愛かわいらしい台詞せりふを無自覚でさらっと吐くキャロラインにキスすると、ベッドに押し倒した。
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　キャロラインの意思を確認した。

　神の子キャロライン。

　教会学校の展開を推進したキャロライン。

　真実の鏡で心の光を見せるキャロライン。




　本人の実力が約半分。

　おれがデルフィナやヘレネーたち王族の力を借りて外堀を埋うめたのが約半分。




　それらの力が合わさって。




　キャロラインは悠々ゆうゆうと法王選をクリアした。

　そうして、新しいソロン教の法王になったのだった。
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　ある日の昼下がり。

　キャロラインの肩を抱いて、寝室から廊下に出た。

　昨夜一晩を共に過ごした彼女が、自力で帰ると言い出したのだ。

「本当にいいのか？　おれが送っていけば一瞬だぞ」

「大丈夫。自分で帰って途中でいろんな人を見たい」

「そうか」

　すっかり人間観察が趣味みたいになってしまったキャロライン。

　かつて神＝おれしか見えていない、興味すらなかった頃ころからすればかなりの変わりようだ。

「なら、一つだけアドバイスだ」

「アドバイス？」

「怒っている人間がいたらよく見ておくといい。人間は怒った時こそ本性が出るものだ」

「本当？」

「ああ。酔っ払いが見せるのも本性だが、あっちは多少誇張されたものが出てくる。だから、観察するならまずは怒った人間だな」

「うん。わかった。ありがとう神様」

　キャロラインは感謝した目でおれを見つめてから、きびすを返して歩き出した。

（法王になっても何ら変わらないのだな）

「権力にちっとも興味がないって感じだな。それがまた人気アップに繫つながってるようだが」

（あくまで神の言葉が全すべてで、自身はストイックに徹している。聖職者としては満点に近い。故ゆえに、危うい）

「うん？」

（あの娘はともかく、周りの神官クラスは俗物だらけだからな。このままでは何らかの企たくらみに巻き込まれんとも限らん）

「そうなったらおれが解決するだけだ」

（ふっ、それはそうだな）

「というより」

（うむ？）

「キャロラインが法王に就任したのに、くじ引き券が出てない」

（……そういえば見なかったな）

「なら、そのうち彼女絡がらみでまだ何か起きるはずだ。まあ大体の目星はついてるがな」

（そうだな）

　エレノアはあえて何も言わない、という感じに頷うなずいた。

　この世界に転移してから起きたことを通して、物ごとが解決したか目星がつくようになった。

　大きな事件を解決すれば必ず特殊なくじ引き券が出る。

　今回の一件、キャロラインの法王就任の件では出なかった。

　ということは──まだ終わってない。まだ他ほかに何かあると考えるのが自然だ。

　魔の者。

　おれが勝手につけた名前。

　五カ国の大半に絡からんだ、悪魔のような見た目の連中。

　そいつらからは「ソロン」という名前が出ていた。

　それが今回はまだ出てきていない。

　そして、キャロラインの一件のくじ引き券も出ていない。

　まだそれが残ってるんだろうな、と思った。

　とはいえ、すぐに何か起きることもなく、さて今日はどうするかと思っていたその時。

「あっ……」

「げっ」

　キャロラインが出ていった廊下の曲がり角。玄関に続く道から二人の女が姿を現した。

　大剣を武器に持ち、ビキニアーマーを防具にするはすっぱな女戦士、アグネ。

　法衣を纏まとい、いかにも聖職者という感じかつお淑しとやかなオーラを醸かもし出だしている僧侶、ジュリア。

　二人はおれの姿を見るなり、それぞれのスタイルでげんなりとした表情になった。

「なんでここにいるんだよ」

　アグネが言う。

「おれの屋敷におれがいるのは当たり前だ。そっちこそ──は聞くまでもないか」

「はい。お姉様をお迎えに上がりました。今日は一緒に討伐とうばつに出かける予定です」

「そうか、イオなら自分の部屋にいるぞ」

　おれはそう言って二人を通そうとした。

　しかし二人は通ろうとせず、おれを半ば睨にらむように見つめてきた。

「どうした」

「今の女は何者なんだよ」

「ん？　今の女？」

「先ほどあちらですれ違った方です」

「また新しい女かよ」

「ああ、キャロラインのことか。知らないのか？　ソロン教の新しい法王だ」

「えええ!?」

「噓うそ……」

　驚くアグネとジュリア。

　アグネは口を金魚のようにパクパクさせて、ジュリアはおれと反対側、キャロラインとすれ違った方を交互に見た。

「お、おい。まさかとは思うが……ここにいたってことは……」

「ん？　どうした」

「あ、あの女も、お、お、お前の──」

「なんだそのことか。ああ、もちろんおれの女だ」

　あっさり答えると、アグネはまたパクパクと金魚のような口をした。

「……最低」

　一方のジュリアは汚物を見るような目をしていた。

　アグネとジュリアは二人とも前からこんな感じだ。

　一方で──。

「あれ、アグネにジュリア」

「──姉あねさん！」

「お姉様！」

　一瞬で別人のようになる二人。

　心酔するイオが屋敷の奥から現れると、二人は満面の笑みを浮かべてイオに駆け寄った。

　イオとアグネとジュリア。

　よくパーティーを組んでいる三人は、アグネとジュリアがイオに対して一方的に憧あこがれている──信奉しているという関係だ。

　ある意味、さっき出かけていったキャロラインとおれの関係に近い。

「カケルさん」

　一方で、イオはおれの女だ。

　この屋敷に住むようになっても、おれを見かけた時は今みたいに嬉うれしそうに駆け寄ってくる。

「おはようございます、カケルさん」

「ああ、今日はギルドの仕事か？」

「はい。デモンフィッシュが湖に現れたらしくて、討伐の依頼がきました」

「大丈夫か？」

「頑張ります！」

　イオは愛用の杖つえを持ったまま小さくガッツポーズした。

　元気さがトレードマークの彼女。

　そのポーズは可愛かわいかった。

　だからあごを摘つまんで、ちゅっとキスをした。

「ああっ！」

「また……」

　イオの後ろでアグネとジュリアが声を上げるが、無視する。

「カケルさん……」

　イオが嬉しそうな表情をしたからだ。

「頑張ってこい」

「はい！　全力で頑張ってきます！」

　また意気込むポーズを見せるイオ。

　それがまた可愛くてムラムラしてきた──ところでアグネとジュリアが後ろからやってきて、両側からひったくるようにイオと腕を組むと、左右から挟んで連行するように連れていった。

「ちょ、ちょっと待って二人とも。もっとゆっくり──」

「早く行こうぜ姉さん」

「ええ、今この瞬間にもデモンフィッシュのせいで依頼主が困っているはずですわ」

　それらしいことを言って、廊下の向こうにイオと共に消えていく二人。

　さて、本当にどうするか。

　屋敷を出ていく三人を窓から見送りつつ、誰だれのところに行こうかと考えた。

　その時。

　空気が震える咆吼ほうこうと、鳴り響く金属音と共に、ナナとオリビアが姿を現した。

　五爵ごしゃく邸の別邸、奴隷兵の練兵場の方から、二人は戦いながら向かってきた。

　かなり本気の戦いだ。殺気はないから、実戦を想定した訓練ってところか。

　ナナとオリビアの本気。

　それはかつてのレッドドラゴンとの戦いにも似た規模の激しさだった。

　空中で打ち合う二人。

　オリビアが吐いた炎をナナが打ち払った。

　巨大な火球が打ち払われ、いくつかの小さな炎に分かれて飛び散った。

　そのうちのいくつかがイオたちの方に向かって飛んでいった。

（おい）

「わかってる」

　刹那せつな、おれは窓を突き破って飛び出した。

　あの炎はまずい。

　遠くから見てもわかるくらいの密度──ものすごい攻撃力だ。

　それが一つだけでもまずいのに、複数イオたちに向かって飛んでいった。

　エレノアを抜き、速度を上げて飛び込む。

　イオが反射的に炎を防いだ。

　とっさのことだったが、エレノアの黒雷を落として炎と打ち合わせて。

　互角の力で相殺そうさいされて、雷と炎は消滅した。

　そしてもう一つ。

　イオでさえぎりぎり防いだ炎が、アグネに向かって飛んでいった。

　思わず身体を強こわばらせて硬直するアグネ。

　明らかに反応し切れていない。

「投げるぞ！」

（うむ）

　短いやりとり。

　そのままエレノアを投擲とうてきした。

　空気を斬きり裂いて飛んでいくエレノアが、炎の流れ弾を撃ち抜いた。

　炎は撃ち抜かれて飛び散り──それだけ勢いが弱まった。

　勢いが弱まった分、なんとかおれは二人のところに駆けつけることができた。

　アグネを庇かばうように腕の中に抱き込むと、オーラを出してマント──いや、バリアのように張り巡らせてアグネとジュリアを守る。

　飛び散った炎の玉はオーラバリアで全部弾はじいた。
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「ナナ！　オリビア！」

「主あるじ！」

「なに、人の子」

「こっちに来るな！　戦うなら練兵場の中でやれ」

「承知した」

「あれ？　いつの間にか外に出てたんだ。やるねえ人の子」

　ナナとオリビアは同時に動き出すと、猛スピードで練兵場に戻ってゆき、到着するなりまた戦いだした。

　天地が震撼するような戦い。

　まるで勇者が挑むラスボスのドラゴンに挑むみたいな感じの光景だ。

　それはともかく。

　おれはまずイオに聞いた。

「大丈夫か？」

「はい、大丈夫です」

「お前は？」

　イオのあとに、庇ったアグネに視線を向けた。

「……」

　アグネはぼうっとした目でおれを見ていた。

　質問にも答えず、ただぼうっとした目で。

「ん？　大丈夫か？　どこかに弾でも当たったか？」

「……か」

「か？」

「……格好いい」

「え？」

　何がだ？　という感じで聞き返すと、アグネはハッと我に返った。

「な、なんでもねえ！」

　そしてもの強い力でおれを突き飛ばした。

「大丈夫なのアグネ。顔が赤いけど」

「だ、大丈夫だ！　行こうぜ姉さん！」

　アグネはそう言うと、ずんずんと大股おおまたで先行した。

　イオとジュリアがそのあとを慌てて追いかける。

「……」

　先行しつつ、ちらっとおれを振り向いたアグネは。

　顔を真まっ赤かにして、まるで年頃としごろの少女のように見えた。
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　屋敷の廊下を歩いていると、部屋からイオとヘレネーが連れ立って出てきたのが見えた。

「よう」

　声を掛けながら向かっていくと、二人ともおれの方を向いて、笑顔を向けてきた。

　イオは魔女のような大きな帽子の下から快活かいかつな笑顔を覗のぞかせ、ヘレネーはいつも通り優雅で穏やかな笑顔を見せた。

　どっちも稀まれに見るいい女。

　昼間だというのに、ちょっとムラムラしてきた。

「こんにちはカケル様」

「来てたのかヘレネー」

「はい。またイオさんにお願いしたいことがありましたので」

「Ｓランクの大魔道士じゃないと片付かない案件か」

「はい。イオさんでないとダメなのです」

　ヘレネーがやっぱり穏やかに、しかしきっぱりと言い切った。

「イオさんがカケル様のパートナーでよかったです。そうでなければイオさんほどの大魔道士、どうお願いすればいいのか困り果てるところでした」

「えええええ!?」

　驚くイオ。

　持ち上げられるのには慣れていない感じだ。

「とはいえ、今のイオさんも最早どうお礼をすればいいのかわからないレベルの方ですけれど。もちろんそれなりの報酬は用意していますが──」

「さっきも言われましたけど、その額は多すぎますよ！」

　突っ込む勢いで声を上げるイオ。

　どうやらかなりの額の報酬を提示されたようだ。

　イオはまだ本人の実力に意識の方が追いついていないような気がする。

　もはやＳランクの大魔道士なのに、意識は今でもＢランクのそれなりな冒険者ってところがある。

「ちなみにどのくらいの金額を提示したんだ」

「えっと……これくらいです」

　ヘレネーから提示額を聞いた。

　街のそこそこの家を一軒買える程の額。

　日本円にすると三千万ってところだ。

　王族がＳランクの魔道士を指名して依頼する案件としては決して高額じゃない。

（むしろ安いくらいだ）

　エレノアが割と真剣なトーンで割り込んできた。

（我の力の一端を行使できるほどの娘だ。安いくらいだ）

　おれもそう思う。

　だがそれをイオに言うと、多分「いやいや私なんてまだまだです」と言うだけだろうからな。

　よし、ここは……。

「引き受けて頂けないと困ります。かといって引き受けたのに報酬を受け取ってくださらないのは、もっと困ります。信賞必罰しんしょうひつばつに例外が出るのはいいことではありませんので」

「ヘレネーはイオを遠慮なくこき使ってやれ。今回の報酬はおれが代わりに払ってやる」

「カケル様が？」

「ああ、身体でな」

「えっ……」

　イオが口を押さえて声を漏もらした。

　顔は赤くなったが、目は嬉うれしそうに輝いている。

「それでいいだろ」

「は、はい！　私、頑張ります！」

「ありがとうございます。カケル様にご寵愛ちょうあい頂く以上の恩賞はありませんものね。これで遠慮なく、イオさんに無茶振りができますわ」

　ヘレネーはトレードマークの扇子で口元を隠しながら、イタズラっぽく笑った。

　こういう時の彼女が好きで、おれはそっと抱き寄せてキスをした。

　今回の件は成功報酬だと言ったら、イオはゴゴゴゴゴ、とはっきりと見えるくらいオーラとやる気を出して、ヘレネーと一緒に出かけていった。
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　そのあとはすることがなくて、リビングで適当に休んでいた。

　そんなおれに、オルティアが無言でマッサージをしていた。

　肩から始めたマッサージが今では足まで移っていて、ふくらはぎを優しく揉もんでくれている。

　大賢者オルティア──ただのオルティア。

　どうしても彼女じゃないといけない場合を除いて、彼女はただの女として振る舞いたがる。

　ただの女としておれに尽くせば尽くすほど喜びを感じるみたいだから、好きにさせている。

　もちろんそれを続けるだけじゃよくない。

　どんなごちそうでも、それだけ食べ続けていたらいずれ飽きてしまう。

　オルティアはいつも「ただの女」でいたいと言う。

　だからこそおれは、あえて今回反動として「大賢者」に話を振ってみた。

「さっきヘレネーに会った。ますます笑みや表情に余裕と深みが出てきたぞ」

「……」

「それで、ヘレネーとイリス、どっちが次の王にふさわしいと思う？」

「……」

　オルティアは手を止めると、無言のままおれを見上げた。

　顔がぶすっとしている。

　せっかくの時間に水を差して……というような顔だ。

　臆せず見つめ返したら、諦あきらめたようにため息をついて、背筋を伸ばすとまっすぐおれと向き合ってきた。

「イリスね」

「そうなのか？」

「テレシアの双花そうか、ヘレネー・テレシア・メルクーリは賢さかしすぎる」

　オルティアはすっかり大賢者モード。

　おれがアドバイスを求める時に使う女教師口調になった。







[image: ]







「もちろん国民の人気は絶大。しかし暗躍が過ぎて裏の顔ができあがってしまっている」

「ああ……それはそうかもな」

　おれはさっきキスした時のヘレネーの顔を思い出した。

　扇子で口元を隠しながらの微笑ほほえみ。

　イタズラを楽しむようなあの表情。

　おれは大好きだが、国民受け、一般受けするかといったら微妙なところかもしれない。

「一方のイリス・テレシア・メルクーリは実直な性格。姉に比べて裏がほとんどないところが国民にちゃんと伝わっている。裏表があるタイプとないタイプ。より多くの支持が得られるのは後者」

　二本指を立てたり折ったりして、嚙かんで含めるように二人のことを説明するオルティア。

　なるほど、オルティアとしてはイリスが王になる方がいいのか。

「……もちろん、もっと適任はいるけど」

「え？　誰だれだそれは」

「……」

　オルティアは無言でおれを指さした。

「おれ？」

「ええ。正確にはメルクーリの王ではなく、五カ国を統すべる統一王──皇帝こそふさわしい」

「何だそれ。面倒くさい。おれは国を統治するつもりなんかまったくないぞ」

　いい女を抱く。

　おれがやりたいことはそれだけだ。

　今も五カ国から全部爵位をもらって「五爵ごしゃく様」なんて呼ばれているが、偉えらくなりたいなんて思わない。

　いい女を探して、必要なら育てて、それを抱く。

　おれがやりたいことは本当にそれだけだ。

「統治する必要はない。五カ国を統べる国だけ作ってしまえばそれでいい。大陸ではない、五カ国を」

「……それって」

「領地はさしあたってこの屋敷と別邸、それで十分」

　なるほどな。

　持ち株会社というか、アメリカみたいな連邦制をイメージすると近いかもしれない。

　複数の国を統括するための国をここに作って、他ほかはそれぞれ自主的に運営させるってことだ。

「突飛なアドバイスだな」

「それが一番いい。この地上においてあなた以上の人材はいない。あなたが頂点に立つことが一番この大陸のためになる」

　オルティアに返事はしなかった。

　話はわからなくもないが、おれにそんなつもりはさらさらないからだ。

　だから返事をしないまま、しばらく放っておいたら。

「……もう」

「うん？」

「もう、いいかしら」

「参考になった。ありがとうオルティア」

「私はオルティア、ただのオルティア」

　彼女はいつもの台詞せりふをまるで儀式めいた口調で言って、再びおれの足のマッサージに戻った。

　さっき以上に生き生きして、楽しそうに見えた。

　おれはオルティアの好きなようにさせた。

　そうやって適当に過ごしていると。

「あっ」

　窓の外を通りかかったアグネと目が合った。

　アグネとジュリアを屋敷で見かけることは珍しくない。

　ほとんど屋敷に住み着いているイオに会いにくることが多いからだ。

　今日もそうなんだろう。

　そんなアグネがおれを睨にらんだ。

　そのまま立ち去ろうとしていたのに、足を止めるとなぜかこっちに向かってくる。

「おい、お前──うっ！」

「どうした」

「な、なんでもない！」

　従順におれに尽くすオルティアの姿を見て一瞬動きを止めたあと、アグネは顔を真まっ赤かにしてわなわなと震えだした。

「あ、姉あねさんはどこだ」

「イオならヘレネーと出かけていったぞ。イオにしか頼めない依頼があるらしい」

「なるほど。さすが姉さんだ！」

　姉さんと呼ぶほどのイオ信者だけに、アグネは大いに喜んだ。

「しょうがない、今日はあたしだけで行くか」

「行くって、また討伐とうばつの依頼か何かか？」

「だったらなんだよ」

「手伝ってやろうか」

「い、いらねえよ！」

「そうか？」

「そうだよ。えと、け、剣士はもう足りてるから！」

　少し考えたあと、それっぽい理由を付けるアグネ。

　いかにも取ってつけた感満載で、それが本当の理由じゃないことははっきりわかった。

「お前みたいな下半身男になんか助けてもらわなくても大丈夫だ！」

　それだけ言い捨てると、アグネは身を翻ひるがえして立ち去った。

　相変わらず嫌われてるな。

　そんなことを考えながら、オルティアのマッサージを受けつつ、のんびり何気なくアグネが立ち去った方に目を向けると。

「あっ」

　立ち止まっていた彼女と目が合った。

　アグネはパッと顔を背そむけると、再び歩き出す。

　おれも視線をオルティアに戻してから……ふとまた外を見ると。

「こ、こっち見んなよ！」

　真っ赤な顔をしたアグネと目が合った。

　彼女はまたそこで立ち止まっていた。

　二度も怒鳴って、ぷりぷり怒ったアグネが去っていく。

　その後ろ姿が見えなくなるまで見送ろうと思ったら。

「ひゃっ!?」

　途中で恐る恐る……といった感じで振り向いたアグネと三度目が合った。

　慌ててバッと前を向き、豪快なフォームで走って、今度こそ立ち去るアグネ。

　普段に比べてちょっとおかしいアグネと、それに困惑するおれ。

　ま、いっか。

　意識を戻して、オルティアのマッサージに身を預ける。

「……」

　いつもと違うアグネに反動を感じたからか。

　オルティアのマッサージは、さっきまでよりずっと優しく、献身的で。

　ものすごく気持ちよく感じたのだった。
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　この日、ひかりと二人で街に出た。

（我もいるぞ）

　特にすることなく、ひかりと街をぶらぶらする。

　最近ますます賑にぎわっているレイウースの街中を、ひかりは面白おもしろいものを見つけてはぱたぱた走り回っていた。

　抱っこしている相棒のチビドラゴンはその度にみゅーみゅーと啼ないて、二人は傍はたから見ていてもとても楽しそうだ。

「あれ？」

「どうしたひかり」

「このお店……ヘレネーお姉ちゃんのお店？」

「うん？」

　ヘレネーのお店ってどういうことだ？　と首を傾げつつ、ひかりが指差す店を見た。

　何回か来たことがある、レイウースでも屈指の高級レストランだ。

　料理が美味うまいのはもちろんだが、要求されるマナーもやってくる客もハイレベルな店。

　その店は、表に銅のプレートを掲げていた。

『メルクーリ皇帝陛下御用達ごようたし』

「ほう」

「ヘレネーお姉ちゃんが中にいるのかな？」

「いや待てひかり、これはヘレネーのことじゃないぞ。ヘレネーは王女、姫様だ。これはあの国王のことだろう」

「そっか、あのおじいちゃんのこと？」

（違うぞ）

「へ？　どういうことだエレノア」

（プレートをもう一度ちゃんと見てみるがいい。それでもわからなかったら音読してみろ）

　エレノアの言葉に首を傾げつつも、言われた通りもう一度プレートを見た。

『メルクーリ皇帝陛下御用達』

「……皇帝陛下？」

（国王陛下ではない。皇帝陛下だ）

「どういうことだ」

（知らんよ。我が知っているのはヤツ以降皇帝は現れていないということだけだ）

　ヤツ……ロドトスか。

　ちょっと前にくじ引きで引いた「素敵な旅行ペアチケット」で、過去の世界に行った時に会った男。

　かつてのエレノアの持ち主、大陸を統一した英雄。

　なるほど、四百年前のそいつが最後の皇帝ってことか。

「だとしたらおかしいな」

（うむ。メルクーリの正式名称は「メルクーリ王国」だからな）

　おれはもう一回プレートを見た。

　ただのヘレネー、いや、あの国王御用達の店ならスルーしていたところだが、「メルクーリ皇帝」という名称に興味を持った。

　どういうことなのか確かめるために、店に入ってみることにした──その時。

「あっ」

　店から出てきた女がおれを見て声を漏もらした。

　露出多めな鎧に大剣と、オーソドックスな女戦士の格好をした──。

「アグネか」

「お前か……こんなところで何をしてるんだ」

　おれのことが大嫌いなアグネは、いつものようにじろりと睨にらんできた。

「見ての通りひかりと散歩中だ」

「こんにちは、あぐねお姉ちゃん」

　ひかりは無邪気に、お行儀よくぺこりと挨拶あいさつした。

「あ、ああ。こんにちは」

「お前こそどうしたんだ？　この店で食事でもしてたのか？」

「こんな高い店で食べられるか！　……事情を聞いてたんだ」

「事情？」

「これだ」

　アグネは顔だけ後ろを振り向き、おれたちが気になったあのプレートを親指でさした。

「依頼でな、これのことを調べてたんだ」
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　レイウース郊外。

　アグネと肩を並べて歩く。

　自然が豊かなこと以外何もない郊外だが、その自然の中をひかりたちは相変わらずあっちに行ったりこっちに来たりと楽しそうにしていた。

「最近、メルクーリ皇帝を自称するヤツが現れたんだ」

「なに？　造反か？　もしかしてカノーの一族とか？」

　ナナのことを思い出す。

　かつてメルクーリと戦っていた蛮族ばんぞくの姫とされたナナ。

　その一族がまた出てきたのか？　と反射的に思った。

　しかしアグネは首を振った。

「違う。まったく関係のないヤツだ。そいつはいきなり現れて、メルクーリの街にビラを撒まいたんだ」

「……ビラ？」

「メルクーリの王政には欠陥がある。それを改善するためには帝政を導入すべきだって。帝都レイウースを拠点としたメルクーリ帝国の設立を訴えかけるビラだ」

「なんだそりゃ」

　反乱とかじゃなくて、ビラ。

　挙兵して反乱するとかならわかるが、ビラを撒いて帝国設立とか。

（くくく、意味がわからんな）

　エレノアの言う通り意味がわからん。

　というか、楽しそうだなお前……気持ちはわからんでもないが。

「まあ何にしても帝国──反乱の原因になるからそいつを潰つぶそうってことか」

「それがな……」

　アグネは複雑そうな表情をした。

「潰そうにも、今のところ組織だった行動がまったく見られないんだ」

「へえ？」

「どうもそいつが個人でやってることらしくてな。放置するわけにもいかないし、かといって個人相手に王国が軍を動かすわけにもいかない。ってことで──」

「冒険者にお鉢はちが回ってきたわけか」

　頷うなずくアグネ。

「それであちこち聞き込みして、どうやら郊外に一人で住んでるってとこまで摑つかんだんだが……」

「なるほど」

　今アグネはそこに向かっていて、おれもそれについていってる。

　最初はなりゆきでついていってただけだったんだが、話を聞いているうちに俄然興味が出てきたから一緒に行くことにした。

　そのままアグネと目的地を目指して歩く。

　会話が終わって沈黙が訪れた。

　アグネはおれの横に並んで歩きながら、チラチラこっちを見てきた。

　この沈黙はちょっと気まずいな。何か話題でも──。

「おとーさん」

「うん？　なんだひかり」

「うわ……!?　今までと声色こわいろが急に変わった。ふにゃふにゃだ」

　隣で何かぶつぶつ呟つぶやく声が聞こえたが、ひかりが話しかけてきたことでほとんど耳に入ってこなかった。

「あのね、おーちゃんがおとーさんにお話ししたいことがあるって」

「そうなのか？」

「うん、ちょっと待ってね──むむむむむ……やあ！」

　ぐぐぐ、と力を溜ためてからパッとバンザイのポーズをするひかり。

　直後、チビドラゴンが姿を変えた。

　ぬいぐるみのような可愛かわいらしい姿から、キリッとした竜人の姿になる。

「ねえねえ、人の子」

「どうしたオリビア」

「また声色が変わった……今度はすっごくキリッとしてる」

「はいこれ」

「これは？」

「竜の牙きば──あたしの牙だね。ひかりのおかげでちょっと成長して、今生え替わったんだ」

「ほう」

「竜の牙だって!?」

　隣のアグネが突然大声を出した。

　細かい呟きは耳に入ってこなかったが、さすがにこれは聞こえた。

「知ってるのかアグネ」

「知ってるも何も、最高級の魔法素材だぞ。それで武器を──例えば剣を作ったら絶対に折れない剣ができあがるんだ」

「かなりすごいじゃないか」

「そうみたいだね。これを人の子にあげる」

「わかった。ありがとな」

　受け取って、ついでにオリビアを抱き寄せてキスをする。

　濃厚なキスを受けたオリビアは頰ほおを染めて喜ぶと、チビドラゴンの姿に戻った。

　ひかりとチビドラゴンの無邪気コンビは再びあちこちをぱたぱたと駆け回る。

　おれは竜の牙をくじ引きのチートアイテム、異次元倉庫にしまった。

　すると、横でポカーンと口を大きく開け放っているアグネの姿が目に入った。

「どうした」

「竜の牙って……生え替わったって……さっきのは一体……？」

「言ってなかったか？　あれはオリビア、竜王──っていうか、レッドドラゴン・オリビアっていった方が伝わるか？」

「えええええ!?　ああああ、あの、レッドドラゴン!?」

「そうだ。倒した後ああなったんだ。で、まだ育ってたんだな」

　牙──歯が生え替わるくらい育ったオリビア。

　そのうちひかりなしでも竜人の姿になれるようになるかもしれないな。

「ド、ドラゴンを飼ってるってことか？」

「まあ、そうなるな」

「知らなかった……」

　アグネはまた目を大きく見開くと、心底驚いたのだった。
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　あちこち目移りしながらバタバタ走り回るひかりとチビドラゴン。

　なぜかしおらしく黙り込んで、かと思えばまた急におれをキッと睨にらみつけたりするアグネ。

　この三人でしばらく街道を進んでいくと。

「あれー？」

「どうしたんだひかり」

「あっちで草原が動いてるよ？」

「草原が動いてる？」

　ひかりの指差す方向に目を向ける。

　一面の緑が何やら蠢うごめいているように見えた。

　確かに「草原が動いてる」と言えなくもない。

「ああ、ロッテンスライムか」

「ロッテンスライム？」

「最近急に増えてきたモンスターさ」

「へえ」

「おとーさん！」

　そうなのか──と思って眺めていると、ひかりが大声を上げた。

　思わずひかりの方を見ると、ひかりはチビドラゴンを抱いたまま周りをキョロキョロ警戒していた。

「どうした？」

「囲まれてるよ」

「なに？」

　眉まゆを少し寄せて、周りを見回す。

　いつの間にこうなったのか、ぐるっと三百六十度、周りの緑が同じように蠢いていた。

「本当だ。いつの間に!?」

「おとーさんどうしよう」

「片付けよう」

　逃げるのはシャクだし、こうしてこのままついてこられても面倒だ。

　蠢くロッテンスライムは徐々にその範囲を狭せばめて──いつの間にか構築していた包囲網を徐々に小さくしてくる。

　向こうはやる気だ。

　ならば倒した方が早い。

「ひかり、魔剣になるね」

「みゅー！」

　ひかりが宣言した通り魔剣の姿に戻る。

　チビドラゴンのオリビアは光の粒子になって魔剣の中に吸い込まれた。

「本当に魔剣だ……」

「初めて見るのか？」

　ひかりの変身を目まの当あたりにして言葉を失くしたアグネに訊たずねる。

「ああ──あんなに可愛かわいい子が」

「ひかりは魔剣になっても可愛いがな……こいつらそれなりに数がいるな」

（がんばろうねおとーさん）

「ああ」

（ひかりが可愛いだけでないところを見せつけてやれ）

　エレノアが注文をつけてきた。

　普段は親バカのくせに「魔剣らしさ」というものが絡からむときだけスパルタになる。

　おれはエレノアとひかり、二振りの魔剣を抜くと、ロッテンスライムに向かっていった。

　スライムという名前だが、よくイメージされる丸っこいヤツとは違う。

　形は三角形。砂場で小山を作ったような感じ。それがドロドロと溶け落ちて糸を引いている。

　目と口はあるが、可愛らしさは皆無の、いかにもモンスターらしい凶暴なものだ。

　スライムという名前ではあるが、見た感じ腐ったゾンビの方が近いかもしれない。

　エレノアを振って真っ正面から斬きりつける。

「むっ」

　意外に抵抗が大きかった。

　硬いとかじゃない。

　斬りつけた瞬間、液体の中──プールの中で腕を動かすような抵抗があって、ズパッと斬り捨てる感じにはいかなかった。

（くく。意外と手強てごわいな）

「そうでもない……ふっ！」

　気合一閃いっせん。

　ひかりを横一文字に薙ないで、スライムを真っ二つにした。

（わあ、おとーさんすごい！）

（一瞬で対応したか）

「当然だ。サクサクいくぞ」

（うむ）

（うん！）

　やる気が出た母娘おやこと共に無双を開始。

　液体なのに抵抗があるから、最初から全力で斬りつけると刃が当たった時の減衰がきつい。

　その代わり、斬ってから力を入れればそれなりの力で両断できる。

　普通に斬りかかって、刃が接触した瞬間から爆発ばくはつ的に力を込める。

　普段とは違う二段斬りでスライムを次々と斬っていった。

「再生はしないみたいだな」

（みたいだね）

（物足りないという顔をしているな。あの蛇どもが恋しいか）

「こいつらがあんな数になるのはさすがに勘弁してくれ」

（でもおとーさんなら、もしそうなっても大丈夫だよね？）

「当たり前だ」

　エレノアとひかり、二人とそんな会話ができる程度の余裕さで斬っていく。

「くっ！」

　ふと、アグネの声が耳に届いた。

　声の聞こえた方を見ると、アグネがロッテンスライムを蹴けっ飛とばして距離を取ったところで、肩を押さえているのが見えた。

　そのアグネにすぐ別のスライムが飛びつく。

　反応できなくてピンチになっているようだ。

（おとーさん！）

「ああ」

　地面をぐっと踏み込んで突進すると、アグネを襲うスライムを斬り捨てた。

「大丈夫か？」

「よ、余計なことをするな！」

　アグネは強がりを言うと、大剣をぎゅっと握り直して再びスライムに仕掛けた。

　大剣は最初のスライムを両断したが、横から別のスライムに飛びつかれてまたピンチになる。

　そこまで見てから、さっと割りこんでスライムを斬り捨てた。

「何を──」

「動きが大きい」

「うるさい！　これがあたしのやり方だ。姉あねさんたちとはこれでうまくやってきたんだ！」

「……それってこういうことだろ」

　おれはオーラを出すと、人型にしてアグネの前で三人のおれを作ってみせた。

「ど、どういうことだ!?」

　分身したおれを見て驚きながらも、まだ強がりを残しているアグネ。

　そんな彼女に見せつけるように、分身の一体が近くのスライムに突っ込んでいった。

　エレノアをアグネの大剣のように扱って大きな円を描き、遠心力で勢いをつけて斬りつける。

　同時に別の二体も動かした。

　二体の片方が補助魔法を唱える。

　すぐに地面から手が伸びてきて、スライムをガッチリ摑つかんで止めた。

　そして動けなくなったスライムを最初に突っ込んでいった分身が斬りつけた──直後。

　最後の分身が攻撃魔法を唱えた。

　空から落ちてきた雷がスライムを撃ち抜く。

　３体の分身のコンビネーションでスライムを倒した。

　倒し終えると分身を止め、分身を消してアグネを見た。

　彼女は目と口をポカーンと開けていた。

「うまくやってたってのは、要するにこういうことだろ」

「え、あっ……」

「イオとジュリアとお前。三人がコンビネーションでそれぞれこういう動きをする。だがそれはパーティーで戦う時の話だ。そうじゃない時はもっと動きを絞ってシャープにしろ」

　おれはもう一度飛び出すと、アグネのパワーとスピード、モーションなど諸々もろもろを意識して、エレノアでスライムを斬り捨ててみせた。

　アグネに手本を見せてから、もう一度彼女に振り向く。

「もともとソロでやってたんだろ？　もっと器用にできるんじゃないのか」

「……」

「どうした」


「──っ！　そ、そんなことわかってる！　昔はそうやってたんだ」



　アグネは顔を真まっ赤かにすると、そっぽを向いてしまった。

「そうか。できるならいい」

「ふん！」

　アグネは鼻を鳴らすと、吐き捨てるように言ってから改めてスライムに挑んでいった。

　さっきまでの大ぶりじゃなく、おれが指摘したコンパクトな動きを意識したものに変わった。

　スライムに斬りつけると、その次に飛びついてきたスライムにも対処できていた。

　もう大丈夫だろうと思ったおれは、二振りの魔剣を握り直すと、スライムを一掃するためにまた飛び出した。

「一人であたしたち三人分の動きを再現してみせた……そんなにすごい男だったのか」

　アグネのつぶやきは、激戦の雑多な声に呑のみ込こまれて、おれの耳には届かなかった。
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　戦闘を終えて更に進むと、小さな家が見えてきた。

　表にはせせらぎの聞こえる小川が、裏には小山がある。

　川は魚が泳いでいるのが見える程綺麗きれいで、小山にも様々な花が咲き誇っていた。

　スローライフ好きにはたまらない環境だ。

（皇帝の住まいにしては狭すぎるがな）

　エレノアがツッコミを入れてきた。

　そう。

　確かにスローライフには申し分のない環境でも、皇帝を名乗る者が住むような場所じゃない。

　小さな家というか、ほとんど小屋レベル。ちょっと広い物置か倉って感じの建物だ。

「本当にここなのか？」

　念のためアグネに聞いてみる。

「そのはずだ」

　アグネは頷うなずき、小屋の方に向かうと、躊躇ちゅうちょすることなくドアをノックした。

　アグネのノックに返ってきたのは、薄い板を叩たたいたような軽い音だ。

「誰だれかいないか？」

「おるぞ。入るがよい」

　小屋の中から女の声が聞こえた。

　随分大仰おおぎょうな喋しゃべり方だ。

　おれはアグネと視線を交わし、頷き合うと、ドアを開けて中に入った。

「ええ!?」

　アグネが悲鳴に近い声を上げた。

　外からは小さく見えたのに、中に入ってみるとものすごく広かった。

　カランバ王国の女王、リカがいつもいる謁見えっけんの間ま。

　あれとほとんど同じくらい、広くて豪奢ごうしゃな空間だ。

　空間のど真ん中に玉座があって、一人の女がそこに座っていた。

「遅かったではないか」

「え？　いや遅かったって……」

「が、余は偉大にして寛大なる君主だ。遅刻などという些事さじは許そう」

「いや遅刻も何も──」

「さあ、受け取るがよい」

　女は芝居がかった仕草でアグネに向かって二通の封書を差し出した。

　厳おごそかなデザインの紋章で封がされた封書だ。

「な、何だこれは」

「異なことを。皇帝が下賜かしする文書といえば詔書しょうしょ以外に何がある」

「しょ、詔書？」

　まんま皇帝が出す公文書のことだな。

「一つは冒険者ギルド。もう一つはレイウースの役人に当てたものだ」

「えっと……」

「何をしておる。早く受け取るがよい。余は寛大なれど、時間は無限でも無価値でもない」

　アグネが困った顔でおれを見た。

　どうしたらいいんだ？　って思いが顔にありありと出ている。

　仕方なくおれも会話に参加することにして、指摘した。

「誰かと間違ってないか？」

「……そなたらは伝書使ではないのか？」

「いや違う」

「ほう」

　女は封書を出した手を引っ込めた。そのままじっと観察するような目でおれたちを見る。

「伝書使でもない者が、身分を謀たばかり王宮へと入ったか。世が世なら不敬罪で極刑となってもおかしくないぞ」

「え？　そんな、あたしたちは──」

　そう言われたアグネは、慌てて口を開くと事情を説明しようとした。

「が、余は聡明にして愛ある皇帝である。学のない民を憐れみ、笑って済ませることにしよう」

　女は片手を上げてそれを制すると、そう言って笑ってみせた。

　バラエティだかコントだか、そういうものを見ている時のような笑い方だ。

　女の言葉にアグネがホッと胸を撫なでおろす。

「ところで、そなたらの名は？」

「おれか？　おれは結城ゆうきカケルだ」

「アグネだけど……」

「ふむ、ユウキカケルにアグネか」

「ああ」

「余は神聖メルクーリ帝国皇帝、デュナミス・サヴマ」

「メルクーリ帝国皇帝だって？」

「いかにも」

　訝いぶかしむおれを意にも介さず、デュナミスは深く頷いてみせた。

「さて、王宮に無知な民が迷い込むのも稀まれなこと。此度こたびは戯れに皇帝の名においてそなたらを招くことにしよう」

　かと思えば、突然そんなことを言い出す。

「……ええ？」

　アグネがまた驚きながら戸惑とまどい、複雑な表情をしておれを見た。

（くくく、愉快な人物ではないか）

　エレノアが面白おもしろがった。

　その感想にはおれも全面的に同意だった。

　おれはこの女……デュナミスを見てから周りを見た。

　実は彼女以上にこの謁見の間が気になっていた。

　外から見たらプレハブ倉庫のような小屋だが、中はその十倍じゃきかないほど広い。

　まるで別次元の空間に繫つながっているような、ちぐはぐな場所。

　子供の頃ころ、ネコ型ロボットが出した秘密道具にこんなものがあった気がする。

（くくく）

　エレノアが意味深な笑い声を漏もらした。

（どうしたのおかーさん）

（珍しくこいつの間抜けなところが見られて楽しくてな）

（おとーさんが間抜け？）

（先入観が邪魔をしているようだが、それにしても間抜けというほかない）

　エレノアはますます楽しげに言った。

　本気で責めたり見下したりしてる感じじゃない。

　おれが凡ミスをしているのが珍しくて、それを楽しんでいるような感じだ。

　先入観が邪魔……？

　先入観ってのは多分ネコ型ロボットの道具のことだ。

　外から見たら狭い。見ようによっては物置レベルだが、中に入ると広くてちゃんとしている。

　それを、先入観が邪魔してるというってことは……本当は見た目も中身も同じ？

「まさか」

　思わずそうつぶやきながらも、おれは部屋の中を見回して手を伸ばす。

　すると、何もないところに手が当たった。まるで見えないガラスにパントマイムするような感じになったが、触覚が視覚を補完し始めた瞬間、急速に違和感が出てきて、理解した。

「だまし絵か」

「えっ？」

　おれの言葉に驚くアグネ。

　おれは更にいろんなところの壁を触さわった。

　あちこち触って、大体理解する。

　小屋はおよそ八畳くらいの広さ。

　それが広く見えるように、壁にものすごい精巧なだまし絵が描かれていた。

　狭い部屋が広大な広間に見えるようにするだまし絵だ。

「ホントだ。壁に絵が描かれてる」

「なんだってわざわざこんなことを」

「知れたこと」

　デュナミスが笑顔のまま答える。

　だまし絵という、多分見栄っ張りの産物を見破られてそれを指摘されたのに、不機嫌になる様子はまったくない。

「皇帝とは権威の象徴。そして権威とは肉体に後付けされるもの。皇帝である以上権威を欠かすことはできない。だが、その権威は民に負担を掛けてまで維持するものではない」

「……つまり？」

「ふっ。余が自分で描いたのだ」

「ええっ！　これを自分で!?」

　アグネが盛大に驚いた。おれも密ひそかに舌を巻く。

　もう一度だまし絵の壁画を見る。

　エレノアに指摘されるまで気づかなかったくらい、ものすごいクオリティのだまし絵だ。

　これを自分で描いたってのはすごいな。

「あれ？」

「どうしたんだ？」

「いや……彼女の服が──」

　一つ違和感に気づくと、同時に他ほかのものにも違和感を覚えるようになる。

　デュナミスをじっと見つめた。

　皇帝を自称する彼女は、玉座の主人にふさわしい権威的な服を着ている。

　だが、それもよく見たら。

「袖そでのあたりで縫い目が乱れてる。その服も手作りか」

「なんだって!?」

　更にびっくりするアグネ。

　目を細めてデュナミスを見つめる。

　指摘されたデュナミスは──。

「ほう、目がいいのだな」

　やっぱり不機嫌になることなく、むしろ楽しそうに笑った。

「うむ、その通りだ。余が手ずから作った」

　なんとコスプレだった。

　とはいっても、こっちもかなりのハイクオリティだ。

　だまし絵がきっかけで手作りだと気づいたが、そうじゃなかったら何の違和感もなかった。

　リカあたりが着ていても何の違和感もない、国王──いや皇帝が謁見の間で着るにふさわしい衣装だ。

「さて。真実に辿たどりついたそなたらに改めて問おう。ここに何をしにきたのだ」

「あー……、ギルドの依頼で来たんだ」

「ほう？」

「その……なんだ」

　アグネはボリボリ頰ほおを搔かくと、言いにくそうに、しかしどこか決意したように口を開いた。

「皇帝を名乗る者がいて、もしかしたら王国に反乱する勢力かもしれないから確認してこいっていう依頼なんだ」

「ははは。なるほど。だがそれは無用な心配というものだ」

　デュナミスは高らかに笑った。

　楽しそうに言い切るその反応、その理由が気になった。

「どうして無用な心配なんだ？」

「むしろこう答えようか。その懸念けねん自体そもそも無礼な話である、と」

「どういうことだ？」

「そなたらは反乱と言ったが、皇帝たる余が国王と名乗る輩やからに反乱するのではないか、ということであろう？」

「ああ」

「皇帝が国王に反乱など……ふっ、店の主あるじが雇う者相手に下克上をするというのか？」

「なるほどそういう理屈か」

　デュナミスの理屈はこういうことだ。

　彼女は皇帝である。

　そしてメルクーリ国王は国王だ。

　エンペラーとキング。

　皇帝の方が格が上だから、そもそも皇帝が国王に反乱を起こすという話自体おかしい。

「納得できたか？」

「おれはな」

　エレノアの言葉どおり愉快な性格をしていることもあって、おれはある種納得をした。

「ならばよい。そうだ、そなたらはギルドから来たと言っていたな」

「それがどうした」

「ならばこれをギルドに届けてもらおう。そなたらがついでに届けてくれれば余もあえて伝書使を使う必要がなくなる」

　デュナミスはそう言ってもう一度詔書を取り出した。

「さっきも見たけど、それの内容はなんなんだ？」

「余の勅命である。ここしばらくレイウース近辺でモンスターが増加している故ゆえ、早急に討伐とうばつせよという内容だ」

「……もう一通あったな、そっちは？」

　意外とまともな内容の詔書に、おれはもう一通の内容も気になった。

「これか？　これもレイウース宛てだ。レイウース国内の道の綻ほころび具合。それも、物流を考慮した際に優先して修理すべき箇所を纏まとめてある」

「へえ……」

（ほう……）

　エレノアと声が被かぶった。

　小屋に住み、だまし絵と自作の衣装で権威を演出する自称皇帝。

　ただの酔狂者だと思ってたが、こうして見ると意外と本当に「執務」をしているのかもしれない。

　おれも、そしてエレノアも。

　急速に彼女に対する興味が強くなったことをはっきりと感じた。
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　デュナミスの「宮殿」からレイウースの街に戻る道中。

　おれは彼女の「詔書」が入った封筒を持って、それを眺めながら歩いていた。

「それどうするんだ？」

　同行したアグネがいつものはすっぱな口調で聞いてきた。

「イリスに渡す」

「イリス王女……テレシアの双花そうか、メルクーリの内政担当にか？」

「ああ」

「本気か？」

　訊たずねるアグネの顔を見た。

　彼女は言葉通り──いや言葉以上に詰問きつもんするような感じの目でおれを見ていた。

「そのつもりだが、問題でもあるのか」

「あの女、皇帝を自称して権力ごっこに浸ってるただの女じゃないか。そんな女の書いた与太話をわざわざ王女に届けようなんてどうかしてる」

「ごっこなのかどうかは、実際にイリスに見てもらってから判断するさ」

（くくく）

　エレノアが楽しげに笑う。

　おれは彼女にデコピンした。

　いつものデコピン。澄んだ音が街道に響き渡る。

（どうしたのおかーさん）

（いやな、こいつが判断しようとしているのは皇帝か？　それとも王女の方か？　と思ってな）

　おれはもう一回エレノアにデコピンした。

　見透かしすぎなんだよお前は。

　デュナミスの詔書の内容が言葉通りなら、彼女はただの狂言師ではない。

　皇帝を自称して権威を振りかざすことはできても、物流の観点から道を整備するという発想は誰だれからでも出てくるものではない。

　実際、レイウースの道は、言われてみれば老朽化ろうきゅうかしているところをちょこちょこ見かける。

　物流のためはもちろん、そうでなくとも今のうちに修繕しておいた方がいいのは確かだ。

　レイウースに屋敷を構えている人間として、それは妥当な「命令」だとおれは思った。

（故ゆえにそれを見せてイリス姫がどう動くのを判断する、か──悪趣味だな）

　もう一回デコピンした。

　悪趣味じゃない、信頼だ──と思ったが言わなかった。

　それより気になるものが目に入ったからだ。

　隣を歩くアグネ。

　大剣を武器にする腕利うでききの冒険者。

　彼女はなぜかつまらなさそうな顔をしていた。

「どうした」

「え？」

「なんだか不機嫌そうだぞ」

「ふ──な、なんでもない！」

　アグネはバッと顔を背そむけた。

　顔は向こうを向いたが、逆にこっちを向いた耳の付け根は真まっ赤かだった。

「ああいうのが……好みなのか？」

　さらにぶつぶつとつぶやくのも聞こえてきた。

　それがどういうことなのか、ひょっとしてそういうことなのか──と考えようとしたその時。

　街道の先──視線の先で緑色がうじゃうじゃ蠢うごめいていた。

　もちろん風に吹かれてそよいでる草じゃない。

　例のロッテンスライムの大群だ。

　ざっと三百はいる。

「まだこんなにいたのか──いや、こんなに増えたと言うべきか？」

「え？」

「ほら」

　指を差す。

　アグネもそこでようやくロッテンスライムの群れに気づいた。

「本当だ……一体どれだけいるんだ？」

「さあな。さて、デュナミスの詔書でも指摘されてたし、遭遇した奴やつらから片付けておこう」

　おれはエレノア、そしてひかりを握った。

「やるぞ、エレノア、ひかり」

（くくく、女のために我を振るうか）

（ひかりがんばる！　おーちゃんもみんなもいつでもいけるよ！）

　母娘おやこがそれぞれのやる気で応こたえる。

　二振りの魔剣で斬きりかかろうとした……が。

　おれよりも先に、アグネが大剣でロッテンスライムに斬りかかっていった。

　見るからに重たそうな大剣をものともせず、かなりの速度で突進していくと、出会い頭に斬り下ろし、そして水平にくるりとぶん回す。

　遠心力のついた大剣のぶん回しは纏まとめて数体のロッテンスライムを薙なぎ払ったが、それと同時にできた隙すきを突いて別のスライムが彼女に襲いかかった。

「ちっ」

　手間のかかる。

　おれは踏み込むと、彼女を襲う数体を一刀両断。

「よ、余計なことをするな！」

「その動きはソロには向いてないと言っただろう」

　デュナミスのところに向かっていた時と同じ。

　サクッと分身してイオパーティーの動きを再現してみせる。

　突進するアグネを真似まねた。

　薙ぎ払って、同じようなピンチに陥おちいるところまで再現した。

　それをジュリアとイオを担当する分身でフォロー、援護した。

「わかったか、パーティーの時はこうできるから問題ない。だがソロの時は動きを変えろ」

　それを見ていたアグネの動きが止まる。

「そんなことわかってる！　わかってる、けど……」

　どうやったらいいか忘れてしまったような顔だ。

　こいつ、こんなに不器用な奴だったか？

　おれは分身を止めてひかりを納めると、武器をエレノア一本に絞った。

　斬って、避けて、待って、また斬る。

「いいか。ターン……戦闘は当番制だと思え。今のお前が攻撃のあと隙ができるように、敵も大抵はそうだ。敵の攻撃は凌しのぐ。凌いだあと、できた隙めがけて反撃する。簡単だろ？」

「……っ」

　アグネは悔しそうに一瞬顔を歪ゆがめながらも、大剣を握り直し、再びロッテンスライムに向かっていった。

　今度は無造作に飛び込まず、適度な距離まで踏み込むと、相手の隙を誘発してから反撃した。

　動きが断然よくなった。

　初しょっ端ぱなから危なっかしさが出ていた最初の突撃と違って、安心して見ていられる戦い方になった。

「……」

　アグネがちらっとおれを見た。

　これでいいのか？　と無言で聞かれたような気がした。

　いや、聞かれたとか、そういうレベルの話じゃない。

　あの目は知ってる。

　何人か似たような目をする女を知ってる。

（くくく、まるでほめてほしそうなワンコだな）

　エレノアが楽しげに言った。

　おれも同じことを感じた。

「教えた通りにできたよ？　ほめてほめて？」

　アグネの声で、あり得ない台詞せりふが脳内再生された。

　それくらいわかりやすい視線だった。

「それでいい。だがお前ならもっといけるはずだ。群れとしての敵も個体と同じように攻守の呼吸がある。それを見分けられれば完璧かんぺきだ」

「ふ、ふん！　そんなこと、言われなくてもわかってる！」

　アグネは鼻を鳴らし、顔を背けると、また新しいロッテンスライムに斬りかかった。

　耳の付け根がもっと赤くなった。

　やっぱりそういうことなのか、とおれは思った。

　自然と二分したロッテンスライムの群れ。

　その半分がアグネを襲い、しかし彼女の新しい動きに翻弄され、徐々に数を減らしていく。

　そんな彼女の、安心して眺めていられる戦いっぷりを見て。

　おれは、残った半数のロッテンスライム、そのどれよりも速く動くと。

　全部魔剣で斬り捨てたのだった。
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　ロッテンスライムを一掃して、アグネと一緒にレイウースに戻ってきた。

　途中、アグネは何も言わなかった。

　おれをちらちら見たり、目が合うと逸そらしたりしたが、何か言ってくることはなかった。

　おれもあえて何も言わないまま、レイウースに戻って、屋敷まで帰ってきた、が──。

「ここまでついてきてよかったのか？」

「え？」

　いきなり話しかけられたアグネがビクッとした。

「ここはおれの屋敷だ。ギルドはとっくに通り過ぎたぞ。報告はいいのか？」

「あっ！　えぅ……そ、それは」

「それは？」

「それは……」

　耳の付け根まで真まっ赤かにして、言葉に詰まるアグネ。

　金魚のように口をパクパクさせて、必死に言葉を探す。

　今日もう何回目かわからない。

　適当に助け船でも出してやるか、と思っていると。

「カケルさーん」

　遠くからイオの声が聞こえてきた。

　一旦アグネから視線を外して振り向く。

　屋敷の中からイオが手を振りながら駆け寄ってくるのが見えた。

　イオだけじゃない。ジュリアも一緒だ。

　ジュリアは最初ゆっくり歩いていたが、おれの横にアグネがいるのをみつけると、小走りで向かってきた。

「お帰りカケルさん」

「ただいま」

「あれ？　カケルさんもしかして何かと戦いました？」

「ああ、ロッテンスライムという奴やつとちょっとな」

「そうだったんですね。もしかしてアグネも一緒に？」

　イオがそう言うと、遅れて追いついてきたジュリアがアグネを見た。

　じとっとした、責めるような目だ。

「う、うん。ちょっとな」

「いいなあ、カケルさんと一緒に戦えて。よかったねアグネ」

「からかわないでください姉あねさん！　こんな──こんな……」

　羨うらやましがるイオの言葉を必死に否定ひていしようとするアグネ。

　しかしおれの方を見た瞬間、その勢いが穴の開いた風船のようにみるみるしぼんだ。

「アグネ？」

　ジュリアが訝いぶかしげに俯うつむき加減になっていくアグネの顔を下から覗のぞき込んだ。

「な、なんでもない！」

　アグネはパッと顔を上げると、逃げるように走り去ってしまった。

　ジュリアが慌ててそのあとを追う。

　残されたおれとイオ。

　やれやれ、と苦笑いしていると。

「カケルさん、アグネに何かしませんでしたか？」

「いや、まだしてないぞ？」

「えっと、そうじゃなくて」

　イオはプルプル首を振った。

「カケルさんがもしシてたら、あの程度で済むはずないですよ。だってカケルさんすごいですもん。アグネみたいな子だったら一発でメロメロになっちゃってるはずです」

「なるほど」

　それはわからんでもない。

　言葉遣いも含めて、アグネはかなり直情型の人間だというイメージがある。

　イオがあえてアクセントをつけて言ったみたいに「シた」あとなら、多分今と違ってもっとストレートになってるはずだ。

　なんとなくそれは想像できた。

「だからそっちじゃなくて……他ほかに何かしました？」

「そっちじゃないとすれば──手本を見せた」

「お手本、ですか？」

「ああ、戦い方の初歩の初歩をな。というか」

　おれはイオの額をコツン、と軽く小突いた。

「お前、アイツを甘やかしすぎてるんじゃないか？」

「えっと？　……あはは」

　イオはごまかすように苦笑した。

　イオにも自覚はあるみたいだ。

「ひょっとして、一人で突っ込んでっちゃいました？」

「ああ。突っ込みまくった。最初の頃ころはあんなんじゃなかったよな」

　イオとアグネとジュリア。

　彼女たち三人のパーティーは、最初見た時はかなりバランスのいい戦い方をしていた。

　前衛の剣士。補助する僧侶。高い火力を誇る魔法使い。

　少人数ながら高いレベルでバランスが取れているパーティーだった。

　だが、イオも大剣を手にひたすら敵に突っ込んでいくアグネの戦い方に気づいているなら、そのバランスも今は崩れてしまっているんだろう。

　アグネはソロ（横で戦うおれを無視したから）で戦う時もパーティーの戦い方をしていた。

　周りがフォローしてくれることを前提に、とにかく敵に向かって猪突猛進ちょとつもうしんしていた。

　ソロの時の戦い方としても大問題だが、パーティーで戦う時にしても、フォローを期待して自分だけ突っ込んでいくようでは問題がある。

　なんとなくだが、アグネは焦あせっているように見えた。

　本当はもっとできる奴なのに、なぜか柔軟性を欠いているみたいな感じだ。

「えっと。私が帰ってきてからなんです。その、カケルさんとの冒険から」

「冒険？　過去の世界のか」

　頷うなずくイオ。

「あのあと何回か一緒にギルドの依頼で戦ったんですけど。突撃することが増えたんです」

「なるほどな。お前が強くなりすぎたのを目まの当あたりにして焦ってるのかもな」

　憧あこがれの姉さんにおいていかれたくなくて無茶をするようになったってわけか。

「とりあえず手本を見せて戦い方を思い出させておいたぞ」

「ありがとうございます、カケルさん」

「気にするな。あのままだとお前も大変だろうからな」

「カケルさん……」

「まあ、今のお前なら足手まといの一人や二人くらいどうってことないだろうが」

「そ、そんなことないですよ！」

　慌てて両手を交互に振るイオ。

「謙遜けんそんするなイオ・アコス」

「でも──」

「あまり謙遜するとこいつが怒るぞ」

　そう言って、エレノアをイオに見えるように突き出した。

「あっ……」

「一瞬とはいえエレノアを出し抜くほどの女だ。足手まといの百人や二百人はどんとこい！　くらい言ってもらわなきゃな」

「それは多すぎます！」

（そんなこともなかろう）

「──だってさ」

「うぅ……」

　エレノアの言葉を伝えてやると、イオは恥ずかしそうに俯いてしまった。

　一瞬で耳の付け根まで赤く染まる。

　アグネと同じような反応だが、イオのそれの方が圧倒的に可愛かわいかった。

　そんなイオを見て──。

（ひかり、オリビアと遊んでくるがいい）

（うん！　行こ！　おーちゃん）

　エレノアにそう促うながされると、ひかりは人の姿に戻って、オリビアをチビドラゴンの姿で召喚。一緒に走っていった。

　余計な気を利きかせやがって。

（くくく、我もたいがいいい女だろ？）

　ああ、まったくだ。

　そのいい女がせっかく気を利かせてくれた厚意を無駄にしないためにも、おれはエレノアを無視すると、イオを抱き寄せてキスした。

　キスされたイオはすぐにふにゃっとおれに身体を預けてきた。

　愛おしいイオにたっぷりと濃厚なキスをすると、彼女はおれに抱きついたままボソッと呟つぶやく。

「カケルさんって、やっぱり素敵すぎますよ……」

「そうか」

「アグネも早く意地を張るのをやめればいいのに」

　その呟きはおれに抱かれることを幸せだと信じて疑わないイオと、仲間としてアグネを心底可愛がっているイオが合わさって、ポロッと零こぼれた本音に聞こえた。

　おれは少し考えて。

「ジュリアにも、してやった方がいいか？」

「はい！」

　イオは迷うことなく頷く。

　それもやっぱり彼女の本音で、仲間のためにそう思えるイオが愛おしかった。

「そうか」

　おれはもう一度イオにキスをして、彼女をお姫様だっこで抱き上げると、屋敷の中に戻る。

「カ、カケルさん？」

「まあそれは追い追い考えるとして。今はお前だ」

「……はい！」

　イオはますます可愛く頰ほおを染めると、おれの胸に顔を埋うずめてきたのだった。
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　メルクーリ王都。

　王宮にワープの羽根で飛んできたおれは、ちょうど近くを通りかかったメイドを捕まえて聞いた。

「イリスがどこにいるか知らないか」

「姫様でしたら執務室です。ちょうど参加されていた会議が終わる頃ころだと思います」

「わかった。ありがとな」

　礼を言うと、メイドはぺこりと一礼して、そのまま立ち去った。

　おれは教えてもらった執務室に向かって歩き出す。

（なんとまあ）

「ん？」

（今の貴様の横柄さだ。王宮で突然使用人を捕まえて、不躾ぶしつけにも王女はどこだと訊たずねてみせる。しかも王女の名を呼び捨てときたものだ）

「あのメイドには何回か会ったことがあるからな。おれとイリスのことも知ってる」

（ふむ？　なるほどそうだったか。……その記憶力を男にも使えればいいのにな）

「これでも覚えてる方だ」

（くくく。貴様が元の世界にいた時、男のことをどう覚えていたのか気になるよ）

　エレノアのからかいを適当に流しつつ、王宮の廊下を進む。

　しばらく歩いてイリスの執務室までやってくると、官吏や役人がぞろぞろ部屋から出てきた。

　そいつらはおれをちらっと一瞥いちべつすると、次々と横を通り過ぎていく。

（それで、今のは？）

「今のはって？」

（あれだけいれば会ったことのある者もいるだろう。顔を覚えている者は？）

「……いないな」

（フォティスがいただろう）

「誰だれだフォティスって」

（くくく。まあ、男だ）

　そんなことは知ってる。

　が、それすら面倒臭くて突っ込まなかった。

　エレノアがそう言うからにはどこかで会ったことがある男なんだろうが、男のことなんか思い出しても疲れるだけで何もおいしくないからやめておいた。

　執務室からほぼ全員退室して、中の気配が一人だけになったところで部屋の中に入る。

「イリス」

「カケル！」

　イリスは花が咲いたような笑顔で駆け寄ってきた。

　テレシアの双花そうか、イリス・テレシア・メルクーリ。

　姉のヘレネーに比べて明るく、直情的で可愛かわいい女。

「どうしたカケル？　私に何か用か」

「ああ、お前に会いに来た」

「も、もしかして……それは──」

　もじもじしながら、上目うわめ遣づかいでおれを見るイリス。

　それはあとだ、ということでおれは封筒を取り出した。

「これを渡しにきた」

「え？　あっ、ああ」

　肩すかしを喰くらったイリスは、ちょっと唇を尖とがらせてすねた顔をした。

　が、封筒を受け取った瞬間表情が変わった。

　可愛い女の子からテレシアの双花のそれに戻った。

「この封……カケル、彼女に会ったのか？」

「ああ、デュナミス・サヴマ。本人から預かってきた」

　名前を言った瞬間「くくく」と笑うエレノアをデコピンで黙らせて、イリスに聞く。

「お前も知ってるのか」

「ああ。さすがに知らないでは済まされない」

「なるほど」

　確かにそうか。

　デュナミスはメルクーリ皇帝を自称している。普通ならそれは反乱と言っても過言じゃない。

　国の中で勝手に皇帝を自称するなんて、逆賊──よくて犯罪者として捕まるのが普通だ。

　事が事だけに、王族のイリスはちゃんと把握していたようだ。

「見せてもらおう……む」

　封を切って中身を取り出すと、すぐに目を通すイリス。

　その表情が一瞬で苦虫を嚙かみ潰つぶしたような感じになった。

「なんだって？」

　一応内容は口頭で聞かされていたが、それでも聞いてみた。

「物流の妨げとなる前にレイウースの道路を補修すべし、と……むぅ」

「それが勅命か」

　イリスは重々しく頷うなずいた。

　王女の一人である彼女。

　正統な統治権を持つ彼女からしたら「勅命」とはなかなか口に出しにくいみたいだ。

「しかも、よりによってここか……」

「補修しなきゃならん場所まで書いてあるのか？」

「ああ。だが元より私たちも把握していた場所だ。いろいろあって後回しにしていたが」

「なるほど」

「しかし……この指摘が本当ならば、後回しじゃなくむしろ優先的にやらなければならないな。何より私が聞かされた報告と違っている」

　イリスはもう一度じっくり詔書を見つめて思案した。

　やらなきゃいけないことはわかっている。

　ただ、動き出すきっかけが「勅命」となれば、即決するには迷いがあるみたいだった。

「よし」

「どうするんだ？」

「人をやって状況を改めて確認させる。その上で決めることにする」

「何にせよ彼女の勅命に従うことになるぞ。メルクーリの王女としてそれはいいのか？」

「正直言ってよくない。しかしだからといってこの道路の補修が急を要するものなら、そこにこだわっている場合ではない」

「ふむ」

「もしかしたら姉上に少し迷惑を掛けてしまうかもしれないが、国のことには代えられない。あとで私が頭を下げれば済むことだ」

　姉上──ヘレネーか。

　ヘレネーに迷惑がかかるというのは、消極的にでもこうして「勅命」に乗ってしまうことで相手の権威付けに使われることを警戒してのことだろう。

　大げさに思えるかもしれないが、王族の一員であるイリスが、たとえ自称だとしても皇帝を名乗るデュナミスの「勅命」に従う形になるのは重い。

　それこそもし、今後力を付けたデュナミスが反乱や革命のようなことを起こしたりしたら、今回勅命に従うことを決めた自分以上にヘレネーの顔を潰すことになりかねない。

　それでもイリスは、国のためにデュナミスの「勅命」に乗ると決めた。

「話はわかった。あとはお前が動く必要はない」

「え？」

　改めてイリスがいい女だということがわかったから、あとはおれが動くことにした。

「あの街にはメルクーリの貴族が一人いる。あくまで例え話だが、女に目がくらんだそいつがいいところを見せようとしてたまたま住んでいる街の道路を直したりすることもあるだろう」

「女に目がくらむような貴族？　──あっ」

　ハッとしたイリスがおれをまっすぐ見つめてきた。

　あの街に住む女好き貴族の正体に気づいたみたいだ。

「カケル……」

　目を潤うるませて感謝するイリス。

「ありがとう。どうお礼をすればいいのか……」

「簡単だ。お礼は身体ですればいい。なにせ女好きの貴族だからな」

「あっ……うん！　ああっ……」

　おれの前で表情をめまぐるしく変えるイリス。

　どうしたんだと思って、首を傾げて彼女を見ると。

「ひ、日が暮れるまで待ってくれ。あと少し仕事があるん──あっ」

　イリスのあごを摘つまんでキスをする。

　こんな時でもやるべきことを忘れない彼女にムラムラして、我慢ができなくなりそうで。

　それを我慢するためのキス。

「待ってるぞ」


「──っ！　ああ！」



　イリスは弾はじけるような笑顔で頷くと、パッと部屋から飛び出していった。

　その夜、おれはイリスを一晩中、じっくり丁寧に可愛がった。
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　アイギナ王国、マロネイの街。

　セレーネが総理王大臣になったあと、改めて契約を結んだデルフィナは本拠をここに移した。

　アイギナ王国領でありながら、デルフィナが行政権を持つ租界、マロネイ。

　その街に、彼女に会いにきた。

　ワープの羽根で直接デルフィナの部屋に飛ぶと、彼女は執務机の前に座ってはいたが、特に何もしていなかった。

「いらっしゃい」

「おう。仕事はどうした」

「カケル様が来る頃ころだと思いましたから、待っていましたわ」

「おれが来る頃？　なんだ、何か情報でも摑つかんだのか」

「ええ、それなりに」

　艶然えんぜんと微笑ほほえむデルフィナ。

　彼女はこういう悪巧みみたいなことをしている時が一番綺麗きれいだと思う。

　おれは執務机の前に置かれたソファーにどかっと座り込んだ。

「おれが来るとわかってたってことは、目的もわかってるってことだな」

「ええ。レイウースの道を補修する件、ですわね」

「さすがだな。そうだ、頼めるか」

「もちろん、と即答したいところですが、一つだけ先に。……儲もうけさせて頂いてもよろしいのですか？」

「だからここに来た」

「いえ。せっかくですからもっと大きく儲けたいんですの」

「へえ？」

　デルフィナを見た。

　彼女はおれが想像していた以上の悪巧みをしようとしているようだった。

「話してみろ」

「新しい「道」を開発しましたの」

「ほう？」

「今まであったどの道よりも耐久性が高く、しかも水が溜たまらないという優れものですわ」

「それはすごいな」

　デルフィナが手元のハンドベルを鳴らした。

　ドアが開いて、彼女の部下が二人がかりで重そうな台車を押すと、部屋に入ってきた。

　台車の上には石の塊のようなものが載せられている。

「これが新しい「道」ですわ」

「どれどれ……へえ、アスファルトに似てるな」

「カケル様がご存じのものと同じものかはわかりませんが──」

「おれがそれを知ってることには驚かないんだな」

「カケル様のなされることや知識にいちいち驚いていたら、とても身が持ちませんわ」

「そうか」

　デルフィナは微笑んだまま、更に部下に合図を送った。

　すると部下の一人が水の入った桶おけを持ってきて、台車の上に載せられた、切り出した道路の一部のようなものにそれをぶちまけた。

　みるみるうちに水が吸い込まれていく。

　アスファルトみたいな「道」は、水を吸い込んだ直後、色が元の色より更に黒く変わったが、それも一瞬のことで。

　すぐに水なんて一滴も掛かってもいないかのように元の色に戻った。

「へえ、これはすごいな。あれだけ吸い込んだ上に……どこからも漏もれていない。水は？」

「詳細な説明は難しいのですが、あえて言えば……消化したのですわ」

「なるほど」

　聞いてみただけで原理なんてどうでもいいと思っていたおれに、デルフィナはそう説明した。

　詳しいことがわからなくても「吸い込んだ水が消える」ということだけはわかった。

「耐久性は？」

「約十年」

「なるほど。これを売りこみたいってことか」

「ええ、そのつもりでしたの」

「つもり？」

　どういうことだ、という目でデルフィナを見た。

「材料が足りませんの。時間があれば揃そろえられますが、レイウースに必要な全量をすぐには」

「どうして材料が揃わないんだ？」

「やっかいなモンスターを倒して得るものだからですの。オリクトのようなもの……と言えばおわかりかしら」

「よくわかった。その先のこともな」

　おれはにやりと口角を器用に片方だけ持ち上げた。

　それを見たデルフィナも更に微笑む。

　ますますの悪巧み。ますます綺麗な顔になった。

「頼まれてくださいます？」

「報酬は？　素材を揃えるまでがおれの仕事だよな」

「わたくしを一晩。もしくは、選りすぐりの美女を五十人。もちろん全すべて処女ですわ」

「お前だな」

　迷うことなくデルフィナを選んだ。

　今この瞬間の彼女には、五十人の美処女以上の価値がある。

「承知いたしました。それではお願い致しますわ」

「ああ、任せろ」

「それと、一つお伝えし忘れていました。アグネという娘を連れていくとよろしいですわ」

「アグネか」

　呟つぶやきながらデルフィナを見た。

　彼女はやっぱり悪巧みをしていた。

　アグネのことまで知っていて、それを差し込んでくるとは。

「やっぱりお前を選んでよかった」

「恐悦ですわ」

　デルフィナから引き受けた依頼。

　おれはまずアグネを捕まえるために、一旦いったんレイウースに戻ることにした。
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　プセマの谷。

　メルクーリとカランバの国境近くにある、ほとんど人が立ち入らない場所。

「そこから採掘するプセマパウダーが大量に要る」

「それよりあたしがなんでここにいるかについての説明はないのか」

　プセマの谷に向かう馬車の中。

　二人きりで向かい合ったアグネがおれを睨にらむ。

「力を貸してほしいからだ」

「だからなんであたしが！」

「プセマパウダーは「道」を作るための材料だ」

「道……あっ」

「そう、デュナミスの勅命の件だ」

　アグネがハッとした。

「道は作り直す。だがあまりおおっぴらにしたくない。メルクーリ王家が直接動くといろんな人間に誤解と口実を与える。だから、この街に住む貴族のおれが自発的にやることになった。そこでお前だ。事情は知っているが、そのことを誰だれにも喋しゃべってないお前が適任なんだ」

「だ、だけどさ、別にそのプセマパウダー？　がなくても道は作れるんだろ？　そもそも道を作るのにそんなもの使うなんて話聞いたことねえよ」

　確かにアグネが言うことも一理ある。

　おれは懐ふところから例の塊を取り出した。

　デルフィナから借りてきた、新しい道の見本だ。

「プセマパウダーに水を混ぜるとこうなる。これに水を掛けると……消える。つまり水が溜たまらない道が作れるってわけだ」

　デルフィナがやってみせてくれたデモンストレーションをそのままアグネにもしてみせた。

「道に水が溜まらないって、別に溜まったっていいじゃねえか、水くらい」

（くくく。こいつにそういう方面の素養はなさそうだな）

「お前、寒いところに行ったことはあるか？」

「なんだよ藪やぶから棒に」

「寒冷地で地面に水が溜まっていると、夜のうちに凍って危なくなるんだよ」

「知ってるさそれくらい。滑すべるってことだろ？　むしろ楽しくていいじゃねえか」

　どうやらエレノアの言う通り、そういう方面への発想力はまるでないみたいだ。

　というか、これって──。

（感想がお子ちゃまだな）

　ストレートにそう言い切ったエレノア。

　まあ、そうかもしれないな。

　おれは馬車の幌ほろを上げて外が見えるようにした。

「何をするんだ？」

「見てろ」

　手をかざして氷の魔法を撃った。

　魔法の適性も常人の７７７倍になってるおれは、一通りの魔法を実際に喰くらって覚えていた。

　普段あまり使わない魔法だが、狙ねらった通りしっかり馬車の進行ルート上の地面を凍らせる。

　そこに乗り上げた瞬間、馬車はスピンした。

「きゃあ！」

　天と地、方向感覚が一瞬なくなってしまう程盛大なスピンだ。

　その勢いでアグネがおれの懐ふところに飛び込んできた。

　抱き留めたアグネに言う。

「とまあこんな感じだ。凍っていると滑る。そしてそれは楽しいというより危険なんだ」

「……」

「どうしたアグネ」

「な、何でもない！」

　腕の中で硬直していたアグネは、おれが声を掛けると大声を出してパッと離れた。

　離れた直後のアグネの顔は盛大に赤くなっていた。

「ひかり、再出発だ」

（うん！　こーちゃんたいちゃん、おねがい）

　魔剣姿のひかりが言うと、馬車は再び動き出した。

　引かれている部分は普通の馬車だが、引いているのは普通の馬じゃない。

　ひかりが召喚したドレイクが馬の姿になったものが引いている。

　何かあってもひかりが再召喚すればなかったことになるから、スピンみたいな無茶もできた。

　再び動き出した馬車の中で、アグネに言う。

「そういうわけだ。水が溜まらない新しい道路の材料を採りにいく。協力してくれ」

「……」

　アグネは押し黙った。

　だが、嫌とも言わなかった。

　だからおれは馬車を進めると、予定通りプセマの谷に向かっていった。
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　馬車から降りたおれとアグネ、そして人型に戻ったひかり。

　三人で、プセマの入り口から中を見ていた。

「あまり来たくないところだな」

「同感だな」

　道中ずっとよそよそしかったアグネが素直に同意を示してくれた。

　それもそのはず。プセマの谷は何もないといっても過言ではない場所だ。

　草木は一本も生えていないに等しく、外から見たらまるで砂漠のように、黄色い砂が一面を覆おおっている場所だ。

　それだけじゃなく、谷に吹き込む風がその砂を巻き起こして、辺り一帯までぼんやりと黄色がかって見える。

　まるで何かおかしなものでも漂っていそうな、そんな場所。

　おれもアグネも来たくないと評したが、もっと素直なのは子供のひかりだった。

　ひかりは微妙に困ったような顔で、可愛かわいい眉間にしわを寄せて谷を見ていた。

「ひかりは屋敷に帰るか？　ワープの羽根で送ってやるぞ」

「……ううん。おとーさんのお仕事のお手伝いする」

「そうかそうか。じゃあ頑張ろうなひかり」

（親バカめ）

「親バカだ……」

　会話なんてできもしないのに、エレノアとアグネの台詞せりふが盛大に被かぶった。

　そんなＷツッコミは無視して、ここまで来た目的を果たすことにする。

「中に入るぞ」

「それはいいけど、プセマパウダーってどういうものなんだ？」

「プセマの谷に唯一生息しているモンスター、プセマってモンスターの死骸だ」

「死骸？」

「そいつを倒したら粉になる。それをプセマパウダーというらしい」

「なるほど」

　アグネは得物の大剣を握った。

　モンスターを倒すと聞いてテンションが上がったみたいだ。

「よし、いくぞ」

「ああ」

　アグネとひかりと一緒に谷に足を踏み入れた。

　谷に積もった砂はかなりの厚さがあって、それもサラサラの砂だから、いちいち足を取られて歩きにくかった。

　それでもしばらく歩いていると、目の前にモンスターが現れた。

「出たか」

　自然体のままのおれ。大剣を構えるアグネ。

　おれたちの目の前に現れたのは、一メートル近くある巨大な蛾がだった。

　その大きさもさることながら、全身が鋭利な刃物でできているようなおかしな生き物だった。

　普通の蛾の羽根になっている部分が全すべて金属の刃に入れ替わったみたいな姿だ。

　見るからに凶悪そうな姿──だが。

「はああああ！」

　気合の入った声と共に踏み込んだアグネは、最小限に留とどめた動きでシャープに大剣を振り回すと、蛾──プセマを一瞬で叩たたき斬きった。

　金属音が響き、火花が飛び散る。

　アグネの大剣は刃ごとプセマを真っ二つにした。

「いてて……硬いな……」

　さすがに手が痺しびれたのか、アグネは大剣を地面に突き立てて手をヒラヒラと振った。

「おっ、身体が粉になってくぞ。これでいいのか──ってどうした」

「いや……話に聞いてたのとはちょっと違うと思ってな」

「話？」

「ああ、かなり厄介なモンスターだと聞いていたんだが」

「その通りじゃないか。かなり強いぞこいつ」

「……」

　アグネの感想は間違っていない。

　身体の硬さ。全身刃物のボディ。

　アグネは一瞬で倒したが、並みの冒険者なら相当手を焼きそうだ。

　そういう意味では手強てごわいと言えなくもない、が──。

（あの金の亡者と自嘲じちょうする女が尻込しりごみする程のものではないな）

　エレノアがおれの感想を代弁してくれた。

　そう、プセマは強い。

　だが、そこまでの強さじゃない。

　少なくともデルフィナが「自分を一晩」報酬にする程のものじゃない。

「なあ、これがプセマパウダーなんだろ？　これを持って帰ればいいのか」

「……そうだな。とりあえずざっくり百体狩って、その粉を持っていくことにしよう」

「わかった！」

　おれの言葉を合図にアグネが次のプセマを探しにいく。

「よし、おれたちもやるぞ、ひかり」

「……」

「ひかり？」

　おれたちも行こう、と思ったところで、ひかりの様子がおかしいことに気づいた。

　一緒に谷に入ってきたひかりは、おれのことをじっと無言のまま見上げていた。

　いつもなら戦闘開始と呼びかければすぐ魔剣の姿になるひかりが、何もせずに見つめてくる。

「どうしたひかり、どこか具合でも悪いのか？」

「おとーさん」

「うん」

「ひかりね、おとーさんのおよめさんになる」

「……へ？」

　どこかからビシッと岩が割れるような音が聞こえた気がした。

「な、なななな、何を言ってるんだひかり！」

「おとーさん」

「ふぇ？」

「ひかりのこと……きらい？」


「────」



　頭の中が真っ白になった。

　なんだ？

　今おれはひかりに何を言われたんだ？

　一体何がどうなってるんだ？

　ひかりがこんなことを言ってくるなんて──いやひかりがおとーさん大好きなのはいいんだ。

　でも、だからといってお嫁さんになるとか！

　それも……冗談には見えないような目で!!

　一体どういうことなんだ!?

「カケル！」

「どわっ！」

　混乱していたら真後ろから衝撃がきた。

　アグネがいきなり抱きついてきたんだ。

「ずっと言えなかったけど──あたし、カケルのことが好きだ！」

（ほほう）

「あたしを女にしてくれ！」

　アグネからもいきなりの告白。

　アグネの気持ちには薄々気づいていたが、素直になるまでじっくり待つつもりだった。
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　それがこんなに急に──しかも人が変わったみたいに。

「……人が変わった？　まさか」

（いや。そうではない。別に変わったわけではない）

　エレノアが言った。珍しくトーンが真剣だ。

（ただ、本音が出ているのだ）

「本音だって？」

（ああ。思い出したぞ。名前が昔と違うから気づかなかったが。こいつはアリシアだ）

「アリシア？」

（別名真実の鱗粉りんぷん。この粉を吸うと、皆その時本当にしたいことしかできなくなる）

「カケル！」

「おとーさん……」

　おれに後ろから抱きついてくるアグネと、前からしがみついてくるひかり。

　二人になすがままにされながら考える。

　真実の鱗粉。

　それはとてつもなく面倒で──。

（ちなみに鼻を塞ふさいでいても肌に触れたらアウトだ）

　とんでもなく厄介な代物だった。
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　これはまずい。

　ワープの羽根を使うと、おれはひかりとアグネの二人を連れて、一旦いったんレイウースの屋敷に戻ってきた。

　ワープした先は屋敷のリビング。

　状況が状況なだけに、ベッドルームに寝かせようとは思わなかった。

　しばらくして、周りから真実の鱗粉が完全になくなると、二人とも普段通りに戻った。

　ひかりはニコニコと天真爛漫てんしんらんまんな笑顔。アグネは真まっ赤かになっておれから目を逸そらし続けた。

「ひかり、もう大丈夫か？」

「うん！」

「そうか。ならいい」

「ねえねえ、おとーさん」

「うん？」

「大人になったら、ひかりをおよめさんにしてね？」

「ああ」

　おれは今度は普通に返事をした。

　さっきと同じようなことを言われても、今度はたじろぐ要素はまったくなかった。

　むしろ微笑ほほえましくて、自然に伸びた手がひかりの小さな頭を撫なでていたくらいだ。

「えへへー」

　ひかりはこれで大丈夫だ──本当に大丈夫なのか？

（くくく、案ずるな。ひかりが素であんな色気を身につけるのは思春期以降のことだろう）

「なるほど思春期か」

（まあ、数百年は先のことだろうな）

　そうか、それなら安心だ。

（その時は「お父さんなんて大っ嫌い！　臭い！　死ね！」に変わっているかもしれんがな）

「その頃ころおれはもうこの世にいないから平気だ」

（それは大変だ。死ぬ前に例のくじ引きで未来の世界に遊びにいくチケットを引かねばな）

　エレノアがものすごく楽しそうに言うから、強めのデコピンをしてやった。

　数百年先の話はともかく。

　今回ひかりは谷に連れていかない方がいいだろう。

　予あらかじめ起きることがわかっていれば大丈夫だろうが、おれの心臓が持たない。

「ひかり、今回はいいからオリビアと遊んでこい」

「え？　おとーさんのお手伝いしなくていいの？」

「ああ、この件はおれだけで十分だ」

「うん！　わかった。行こ、おーちゃん」

　ひかりはそう言うと、流れるような動きでオリビアを召喚した。

　チビドラゴンのおーちゃん。

　さっきまでいなかったのに、瞬まばたきした次の瞬間にはもうそこに存在していた。

「すごいなひかり。また召喚の速度が上がったんじゃないのか」

（うむ、速度的にはほぼ限界に達している。さすが我の娘だ）

「ああ、さすがおれの娘だ」

　……。

（ふっ）

「へっ」

　ひかりとチビドラゴンが連れだってリビングから出ていくのをエレノアと二人見送ってから、たっぷり時間をおいて、ずっと黙っていたアグネの方を向いた。

　戻ったひかりがいつもどおり天真爛漫になったのに対して、同じく戻ったアグネはすっかり今までの威勢を失くしていた。

　さっきまでのことを覚えているのか、顔を真っ赤にして何か言いたげに、金魚のように口をパクパクしている。

「なあアグネ」

「──っ」

　声を掛けたところで、アグネが暴発した。

　大剣を振るって遠心力をつけると、横一文字でおれに斬きりかかってきた。

　真っ赤な顔に涙目。

　誰だれが見てもはっきりわかるくらい、恥ずかしさをごまかそうとしていた。

　エレノアを抜いてガキンと受け止めると、今度は身を翻ひるがえして逃げ出した。

「待てよ」

「待たない！」

　全力でダッシュしておれから逃げ出すアグネ。

　簡単に追いつくと、彼女は重そうな大剣を捨てて更に逃げ出した。

「来るな！　あたしに近づくな」

「落ち着け。何もしない」

「嫌だ！」

　アグネを追いかけて、二人で屋敷の廊下を駆け抜ける。

　向こうからミウが現れた。

　洗濯物を取り込んでいたミウ。

　彼女はおれたちの追いかけっこを見て一瞬きょとんとしたが。

「なんで追いかけてくるんだよ！」

「お前が逃げるからだ」

「追いかけてくるから逃げてるんだ！」

　おれたちのやりとり、そしてアグネの顔を見たミウは、ニコッと笑うと、道を譲りつつペコリと頭を下げた。

　ミウの横を一モフして通り過ぎると、角を曲がってアグネを追う。

　階段を駆け上って、屋敷の中を半周して、別の階段を駆け下りる。


「たっだいまー……ってあれ？　どうしたのアグネ」



「姉あねさん!?」

　玄関でちょうど戻ってきたイオと遭遇したアグネ。

　敬愛するイオに見つかってますます恥ずかしさを爆発ばくはつさせたアグネは、一段と顔を赤くして、屋敷の更に奥へと逃げ込んでいった。

「カケルさん」

「悪い。今説明してる暇は──」

「いいえ」

　イオは首を振ると、ニコッと微笑んで。

「アグネはすごく『女の子』ですよ？　って言いたかっただけです」

「ああ、わかってる」

　自分を慕う子のことをよく見ているイオに触れるだけのキスをして、逃げていったアグネをまた追いかけた。

　イオに会ってパニック状態になったアグネは、自ら屋敷の奥──袋小路に飛び込んでいった。

　かつてタニアと初めて会った、出口のない屋敷の一番奥でついに彼女を追い詰めた。

「来るな！」

「落ち着け、だから何もしないって」

「噓うそだ！　絶対あたしのこと笑うつもりなんだ！」

「笑ったりしない」

「そんなはずない！　そんなの絶対噓だ!!」

「笑わない」


「──っ！」



　おれはまるでだだっ子のように喚わめき散らすアグネに一瞬で近づくと、腰に手を回し、至近距離から顔を覗のぞき込んでまっすぐ目を見つめながら言った。

　言葉に詰まるアグネ。

　顔が真っ赤なのはそのままだが、勢いはみるみるうちにしぼみ、俯うつむいてしまった。

「どうしておれが笑うなんて思ったんだ？」

「だって……モンスターの毒にやられておかしくなっちゃったし」

「それはしょうがない。お前のせいじゃない」

　デルフィナの言っていたことを思い出す。

「プセマはおれが駆り出されるほど厄介な相手だったってことだ」

「でも、あたしの気持ちだってばれちゃったし、そんなの似合わないし……恥知らずだし……」

「アグネ」

　これ以上放っておくといつまでたっても「～し」で自分をくさしていく負のスパイラルから抜けだせなさそうだったから、強めの語気でそれを止めた。

「な、なんだよ」

「自分を好きだという相手のことを笑うヤツがいるか？」


「…………」



　目を見開き、ポカーンと口を開けてしまうアグネ。

　しばらくおれを見つめて、聞いてくる。

「……本当に、笑わないか」

「笑わない」

「本当か!?　あたしなんか全然可愛かわいくないし、それに、それに──」

　一瞬だけ意気込んでからの、急速な諦念。

「なんで、そうなったのかもわからないんだ……」

「わからないのか？」

「だって、気がついたら好きになってたし……」

「そんなの当たり前だろ」

「え？」

　おれはたった今アグネに言うべきことを頭の中でシミュレートした。

　どれが一番彼女の心に入り込んで、一番気持ちを楽にすることができるか。

　一通り考えて、言った。

「お前が尊敬するイオが大好きな男だ。いつの間にかお前もおれを好きになるのは当然だろ」


「………………………………ぷっ」



　アグネはたっぷり数十秒くらい絶句したあと、小さく吹きだした。

「そうだな──姉さんが心酔するほどの男だ。あたしが好きになってもおかしくないよな」

　自分でそう言いながら、おかしそうに笑うアグネ。

　眦まなじりに涙が滲にじみ出たが、それは今までの涙とは違うものだった。

　雪解け。

　その涙は頑固な心が溶けた証あかしに見えた。

　アグネはおれの胸に顔を埋うずめ、抱きついてきた。

「あたし、あんたが好きだ」

「ああ」

「あんたの女にしてくれ」

「そのつもりで追いかけてきた」

「……」

　無言のまま、更に抱きつく力を強くするアグネ。

　そんな彼女を抱き上げ、近くの部屋に連れ込む。

　アグネの望み通り、彼女をおれの女にしてやった。





☆






　翌朝。

　ベッドの上でおれに腕枕うでまくらされたアグネは。

　今までとは百八十度違い、従順そうな空気を漂わせていた。

「あたし、すごく幸せだ」

「そうか？」

「そうだよ！」

　腕枕から顔を上げると、おれを見下ろしながら力説する。

「こんなに胸が熱くて、幸せなんだぞ」

「そうか。だがイオを見てみろ。お前もこの先もっと幸せになる」

「……本当か？」

「ああ」

　頷うなずくと、アグネは再びしおらしくおれの腕枕に戻った。

「本当にあたしのこと、幸せにしてくれるのか？」

「もちろんだ。何かしてほしいことがあるんだろ」

「そんなことまでわかるのか」

「ああ」

「そっか……」

　アグネは嬉うれしそうにクスッと笑うと、それからまた顔を上げて、おれの耳元で囁ささやいた。

「じゃあ言うぞ──ジュリアも、同じようにしてやってくれ」

　アグネはもう一人、同じイオを慕う仲間のことを。

　姉妹しまいのような仲間のことを考えていた。

「任せろ」

　即答してやると、アグネはものすごく可愛くて──幸せそうな笑顔を浮かべたのだった。
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「おめでとうございます！　特賞、大当たりです」

　いつものくじ引き所に、ガランガランとハンドベルの音が木霊こだました。

「わああ！　特賞だって、おとーさん」

「ふん……我らの手に掛かればこんなものよ」

　いつものように母娘おやこ手を取り合ってくじを引いていたエレノアとひかり。

　エレノアはまあいいが、嬉うれしがるひかりは世界一可愛かわいかった。

「そーかそか、よくやったなひかり」

「うん！」

「それで、特賞の賞品は何なんだ？」

　顔なじみのスタッフに聞きながら、ちらっと景品一覧を見る。

　いつも通り特賞は「？？？」になっていて、引き当てるまでわからない仕様だった。

「はい。歴史になった自分を見られる権、です」

「意味がわからない。何だそりゃ」

「あのですね、偉人さんって、歴史に名前を残したら、死んだあともその人生が本になったり、劇になったりするじゃないですか」

「ああ。男なのに女にされたりしてな」

「ふええ!?　お、女の人になっちゃうの？」

　ひかりが盛大に驚いた。

「じゃあおとーさんもいつか女の人になる？」

「こやつの女体化か……案外お淑しとやかになるかもしれん」

「ま、今のところは関係ない話だと思うがな」

「もしそうなったら、我とひかりで存分に楽しむことにしよう」

「ひかりたのしみ！」

　シニカルに笑うエレノア。

　ハイテンションのひかり。

　そして、呆あきれるスタッフ。

「何度でも言いますけど、妙な家族団らんをここでやらないでください」

「わかったわかった。それよりも特賞の説明をもっと詳しく聞かせてくれ」

「話の腰を折ったのはそっちじゃないですか……」

　ため息をつくスタッフ。そうだっけか。

「えっと、どこまで話しましたっけ……そうそう、本になったり劇になったりするんですけど、そうなったところを一つ選んで見にいくことができるんです」

「いまいちよくわからんな」

「案ずるより産むが易やすしだ。実際にやってみればいいのではないか？」

「そうだな。ってことですぐに使うことにするぞ」

「わかりました」

　スタッフはくじ引き機の下、テーブルの裏から一冊の本を取り出した。

　テーブルをぐるっと回りこんで、本をおれたちの前の床に置く。

「ここに入ってください」

「入るって、本にか？」

「はい。踏めば入れるんです」

「わかった」

　エレノアとひかり、二人と頷うなずき合って、順番に本の中に「飛び込む」感覚で踏んだ。

　爪先つまさきが本に触れた途端、身体が浮遊感に包まれた。

　微かすかに落下する感覚もあった。

　身体がふわふわとゆっくりと落ちていく、そんな感じだ。

　そして、やがておれの目の前に現れたのは。

「……マンガ、か」

　映画のスクリーンほどの画面で、見開きのマンガが表示されていた。

　どうやらおれの人生をマンガで見せようという趣向らしい。

　ヘレネー、イオ、ミウ、デルフィナ。

　画面の中は知っている顔ばかりだった。

　その四人がベッドの上で、シーツにくるまっただけの真っ裸な姿になって、カメラ目線で手をこっちに伸ばしている。

「ふむ、こんなシーンはあったか？」

　横からエレノアが聞いてきた。

　それには答えず、思わず突っ込む。

「お前、半透明になってるぞ」

「貴様もな」

「お？」

　言われて、自分の手や身体を見る。

　エレノアと同じようにおれの身体も半透明で、まるで幽霊みたいな感じになっていた。

　ついでに足も地面についていない感じで、浮かんでいるようなところもまた幽霊っぽかった。

「なるほど。ここでは我々はあくまでゲスト。見に来ただけというわけか」

「みたいだな──ひかりはどこだ？」

「そういえば姿が見えぬな」

「ここに来るタイミングに時間差とかあるのか？」

「……いや」

「うん？」

「おそらくそれのせいだろう」

　エレノアは目の前のスクリーン……マンガを指差した。

　四人の女が裸になっているシーンだ。

「お子様には刺激が強すぎるという判断なのではないか？」

「あー……そういうことか」

「くくく、貴様の人生はまともにマンガにしたらＸ指定だものなあ」

「あとでひかりにフォローしておかなければ」

　そんなことを考えているうちに、画面に文字が浮かび上がった。

　まさしくマンガ的な吹き出しに、

『決めたぞ……おれはこの世界でハーレムを作る！』

　という文字が浮かんだ。

「貴様の台詞せりふだな」

「だいぶ前にそんなことを言った記憶はあるが、誰だれにも聞かれてなかったはずだぞ」

「何を今更。あのくじ引き所で作られたものだぞ」

「そりゃそうか」

　納得していると、今度はロゴが浮かび上がった。

「くじ引き特賞：無双ハーレム権。か」

「貴様の人生のタイトルというわけか。うむ、わかりやすくはある」

　やっぱりひかりが来ないなか、エレノアと二人でマンガを読み進めていく。

　元の世界でくじを引いて、転移して、山ウシを倒して、ヘレネーと出会って助けて。

　今となっては懐かしいエピソードばかりだ。

　そんな懐かしいエピソードを読み進めていく

「ふむ」

「どうしたエレノア」

「いやな、さっきから気になっていたのだが、出てくる貴様の女ども、やたらと色っぽくないか？」

「そうか？　こんなもんだろ」

　エレノアに言われてそこを集中して見るが、特に誇張されたって感じはしない。

　いつも通り綺麗きれいだ。

　色っぽいのもその通り。

　だが、それはそのままの綺麗と色っぽさ。

　おれがいつも見ているオリジナルに負けず劣らず綺麗で色っぽい。

「それより、おれはここが気になる」

「ふむ、ミウとの出会いの場面か」

「おれはこんなにもふもふもふもふ言わ──」

「こんなもんだろ」

　エレノアが食い気味で言ってきた。

　横顔はちょっと呆れているようにも見える。

　いや言わないだろ……言ってるか？

　ミウのもふもふ……むぅ。

「お？」

「どうした」

「見ろ」

「あっ」

　エレノアが反応した理由がわかった。

　場面が変わって、マンガはおれとミウのベッドシーンになった。

　ミウをおれの膝ひざの上に載せて、尻尾しっぽをモフモフしたり耳元で甘く囁ささやいたりしている。

　それに対してミウが色っぽく悶もだえてる。

「大人の時間が始まったな。ふぅむ……これはなかなかのものだぞ」

「ひかりが来られなかったのはむしろここのせいかもしれん……まあこれなら納得だな」

「それにしてもお楽しみだな。このエピソードは三分の一ぐらいベッドシーンではないか」

　楽しげに話すエレノア。

　確かにこのエピソードにはそのぐらいベッドシーンがあった。

　ミウとのベッドシーンが本当に延々と続いている。

「ふむ、このやり方は取り入れられそうだな」

　濃厚で色っぽいベッドシーン。

　いくつかはおれが実際にはやったことのないシーンだった。

　マンガということで演出が変わっているところもあるようだ。

　見続けているとこちらでもぜひ試してみたいと思えるものがあった。

「マンガから学ぶくじ引きシリーズ、か」

「逆輸入ってヤツだ」

「しかしミウとの出会いだけでこれだけあるのか……まあ、貴様の人生だしそんなものか」

「これだけじゃない。恐らくもっと増えるかもな」

「女どもも増えていくしな。その分別の問題もあるだろうが」

「うん？　なんだ別の問題って」

「いずれひかりも成長してこれが見られるようになるということだ。さて、大人になったひかりにこれは見せてもいいものかな？」

　くくく、と楽しげに笑うエレノア。

「……」

　エレノアの指摘におれは頭を抱えた。

　特賞を引いて説明を受けた時は気にならなかったが、実際に見てみたらまずいと思った。

　コミックのデキはいい。

　すごくいい。

　なまじよすぎるが故ゆえに、却かえっていけない。

　このマンガはひかりには──娘には到底見せられない、そんなものになっていた。

「くくく、まあ、デキがいいからこそのジレンマだな──おっ」

　エレノアが空──上の方を見上げる。

　画面が消えて、景色が変わった。

　身体を包み込んでいた浮遊感が急激に消えて、足が地面についた。

　くじ引き所に戻ってきたようだ。

「おとーさん！　おかーさん」

　ひかりが駆け寄ってきた。

　おれとエレノアに近づいて、悲しそうな顔をする。

「ひかり、行けなかった」

「そ、そうか」

「おとーさんたちは、おとーさんの歴史を見られたの？」

　小首を傾げて、純粋な疑問という感じに訊きいてくるひかり。

　おれは言葉に詰まった。

　どう答えていいのか思いつかなかった。

「おとーさん？　あれ？　どうしたのかな、おかーさん知ってる？」

「くくく、どうしたんだろうなあおとーさんよ」

「？？？　ねえおとーさん、どんなおとーさんを見たの？　ひかり、教えてほしいな」

　更に首を傾げるひかり。

　たじろぐおれ。

　おれの人生をかなりのハイクオリティで再現したマンガ。

　だからこそひかりが来られなかったことに感謝しているし、ひかりには話せない。

　結局、無邪気に訊いてくるひかりを、おれはどうにかごまかし続けたのだった。
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　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾人たいわんじんライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　十巻です、まさかまさかの第十巻です！




　皆様のおかげで『くじ引き特賞：無双むそうハーレム権』は大台の第十巻まで来ることができました。

　自分の作品に「10」という数字がつくなんて今でも信じられません。寝て起きたら全部夢だった、と言われても納得してしまいそう。

　それくらい、あり得ないほどの幸運に震ふるえております。

　ここまで来られたのもひとえにこのシリーズを買い求めて下さった皆様のおかげでございます。改めて、心より御礼申し上げます。




　そしてもう一つ、皆様のおかげで実現できたものがあります。

　コミカライズです！

　前巻の帯で発表し、その後も着々と進めておりましたくじ引きコミカライズ。

　いよいよ！　連載開始日が決まりました！

　初回掲載はこの本の発売日から一週間後、２０１８年11月23日となります！

　掲載媒体ばいたいはダッシュエックスコミック──つまり集英社しゅうえいしゃです！

　皆様の後押しのおかげで、コミカライズはあの天下の集英社から展開されます！

　実現にいたった経緯けいいを鑑かんがみれば、冗談じょうだんやお世辞抜せじぬきで皆様のおかげでございます！

　皆様が支えてくれたおかげで、小説版くじ引きの様々な数字的実績を評価してくださったから、実現することができました。

　本当に！　本当にありがとうございます！




　そのコミカライズ、内容も最高の仕上がりです。




　それを少しでも伝えるべく、今回の巻末書き下ろしはそのコミカライズをテーマで書かせていただきました。

　このあとがきの原稿をしたためている時点ではまだ序盤じょばんの数話分しか見ていませんが、それでも、くじ引き特賞──この作品をここまで応援して下さった皆様が望む要素はちゃんと入っていました。




　くじを引いて。

　カケルが最強の無双をして。

　いい女たちを集めたハーレムを作る。




『くじ引き特賞：無双ハーレム権』の全てを完璧かんぺきに再現した最高のコミカライズです。

　カケルのバトルは迫力満点ですし、ハーレムのムフフなシーンも最高です！

　バトルもハーレムも、マンガという媒体で動きがついて、より魅力的になったと思います。




　今までのイラストが「静」を極きわめたものなら、コミカライズは「動」の頂点に駆け上っている。そう言っても過言かごんではないと思います。




　それほど素晴すばらしい出来です。

　是非ぜひ、一度だけでもいいので読んでください！




　名残なごりは尽つきませんが、最後に謝辞しゃじです。




　いつも素晴らしいイラストを描いてくださる瑠奈璃亜るなりあ様、ありがとうございます！　新しいパターンの表紙、眺ながめていたら気づけば一時間経たっていました。

　今回も書籍化に際して大変お世話になりました担当Ｋ様。本当にありがとうございます！　前回も書きましたが本当にもっと寝てください。

　十巻──という生涯レベルの想い出になるシリーズを与えてくださったＧＡ文庫様。このご恩おんは一生忘れません。これからも粉骨砕身ふんこつさいしん頑張ります。

　コミカライズをしてくださったダッシュエックスコミック様。

　本書を手に取って下さった読者の皆様、その方々に届けてくださった書店の皆様。

　本書に携たずさわっていただいた全ての皆様に厚く御礼申し上げます。




　次巻も皆様のお手元に届けられることを願って、この辺で筆を置かせて頂きます。
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